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序 文 

 

 青年海外協力隊の初代隊員が、1965 年 12 月にラオスに飛び立ってから今年で 46年を数え、こ

れまでに 3万 5000 人を超える方々が世界 88ヶ国で現地の人々とともに汗を流し、ボランティア

として活動してきました。その後、シニア海外ボランティアが創設され、現在では、青年からシ

ニア層までの幅広い世代の日本国民が、その国の経済や社会の発展に貢献する草の根レベルでの

ボランティア事業として成長して参りました。 

 複数名の隊員を同一地域又は配属先に派遣する協力隊チーム派遣事業が、1985 年に開始されて

以降、JICA では、より協力効果が高く、ボランティア事業の特性を活かすことができるボランテ

ィアの「グループ型派遣」のあり方を検討して参りました。 

 今般、ラオス、エジプト、ザンビア、マラウイの 4か国において、ボランティア・プロジェク

トの終了時評価又は中間レビューが実施されたことから、これらボランティア・プロジェクト及

びその他のグループ型派遣に対して、昨今のボランティア事業を巡る議論を踏まえながら一貫し

た評価を行い、今後のグループ型派遣事業のあり方を検討いたしました。 

 本報告書を今後のグループ型派遣を検討するにあたっての土台とし、より具体的な議論を進め

ていく所存です。 

 後に、本調査を実施するにあたり、ご協力をいただきました関係者の皆様に心より感謝の意

を表するとともに、引き続きのご支援をお願いいたします。 

 

2011 年 10 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

青年海外協力隊事務局   

 事務局長 武下 悌治 
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第Ⅰ部 

 

総論



 
 

 



 
 

 

第１章 評価調査の概要 
 

１－１ 評価の経緯と目的 

 

ボランティア・プロジェクトは、ボランティア要望調査の段階でプロジェクトチームとしての

活動を想定し、各ボランティアがプロジェクト目標や活動計画を共有して活動することを意図し

た事業形態である。このため、プロジェクト毎に先方政府との合意文書を交わすほか、プロジェ

クト・デザイン・マトリックス(PDM)を採用する等、より技術協力プロジェクトに近似した協力形

態として実施している。 

本調査は、マラウイ、ラオス、ザンビア、エジプトにおいて実施中のボランティア・プロジェ

クト4案件に関し、2011年 1月から7月にかけて先方政府との合同評価が予定されたことから1 、

これらのプロジェクト毎の活動の実績、成果を評価、確認し、今後のプロジェクト活動に対する

提言を行うことを目的として実施された。 

また、本調査個々の案件の評価に加え、これら 4案件及びその他のグループ型派遣2について横

断的に評価を行うことを通じて、ボランティア・プロジェクトやグループ型派遣に関する課題や

教訓を抽出し、今後の JICA ボランティア事業におけるグループ型派遣の方向性3を取りまとめる

ことも目的とした。 

 

１－２ 評価日程 

 

本調査は、以下の日程にて、ボランティア・プロジェクト 4 案件の評価調査を中心に、その前

後にボランティア・プロジェクト全体に対する評価を実施した。なお、現地調査の詳しい日程は、

第 2部を参照されたい。 

 

表 1-2-1. 評価日程 

評価対象案件 
調査内容 

（国内/現地） 
日程 

全体評価 国内準備 2011 年 1 月 17 日～2011 年 1 月 28 日 

マラウイ 

国内準備 2011 年 3 月 10 日〜2011 年 3 月 16 日 

現地調査 2011 年 3 月 17 日〜2011 年 4 月 6 日 

国内整理 2011 年 4 月 7 日〜2011 年 4 月 13 日 

ラオス 

国内準備 2011 年 4 月 18 日～2011 年 4 月 22 日 

現地調査 2011 年 5 月 1 日～2011 年 5 月 20 日 

国内整理 2011 年 6 月 13 日～2011 年 6 月 17 日 

                                            
1 マラウイ、ラオス、ザンビアは、終了時評価調査、エジプトは、中間レビューである。 
2 JICA では、「グループ派遣」、「チーム派遣」として、共通の活動目標の下に複数のボランティアを派遣しており、

それらの一部は「ボランティア・プロジェクト」として整理されたが、協力の現場では、引き続き、「グループ派

遣」や「チーム派遣」の通称が用いられてきた。これらの協力形態の総称を、便宜上、ここでは「グループ型派

遣」としているが、詳しい定義付けについては後述する。 
3 2011 年 2 月から 7 月にかけて実施された「JICA ボランティア事業の実施のあり方委員会」の 終報告書におい

ても、「グループ型派遣」の有効性が指摘されている。 
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評価対象案件 
調査内容 

（国内/現地） 
日程 

ザンビア 

国内準備 2011 年 4 月 25 日〜2011 年 4 月 29 日 

現地調査 2011 年 5 月 21 日〜2011 年 6 月 11 日 

国内整理 2011 年 6 月 20 日〜2011 年 6 月 24 日 

エジプト 

国内準備 2011 年 6 月 27 日～2011 年 7 月 1 日 

現地調査 2011 年 7 月 3 日～2011 年 7 月 23 日 

国内整理 2011 年 7 月 25 日～2011 年 7 月 29 日 

全体評価 国内整理 2011 年 8 月 1 日～2011 年 8 月 12 日 

 

 

１－３ 評価方法 

 

(1) 評価対象案件 

本評価では、これまでのグループ派遣、チーム派遣やボランティア・プロジェクト及び現行の

グループ型の派遣形態を対象とする。具体的には、下表の通り。 

 

表 1-3-1 対象案件 

派遣形態 対象案件 

過去のグループ派遣・チー

ム派遣 

資料レビューで確認できる案件 

ボランティア・プロジェク

ト 

1. エジプト「実技から学ぶ保育改善プロジェクト」 

2. ラオス「地域母子保健改善プロジェクト」 

3. ザンビア「チョングウェ郡におけるコミュニティ

HIV/エイズ対策強化プロジェクト」 

4. マラウイ「農民人工授精師養成計画」 

その他、資料で過去の評価をレビューできる案件 

現行のグループ型の派遣形

態 

1. バングラデシュのコンピュータ技術隊員の活動 

2. ベトナム・シニアボランティア裾野産業支援 

3. インドネシアの理数科教師の活動 

4. 大洋州（パラオ、ミクロネシア、マーシャル）での

小学校教諭の活動 

5. 水の防衛隊 

 

 

 

 

(2) 評価手法 
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本調査では、以下の評価手法を用いた。 

 

 1) 全体分析（次項ステップ 1及び 2） 

・ 文献レビュー調査（評価報告書、各種報告書等） 

・ インタビュー調査（協力隊事務局タスクメンバー及び案件担当者） 

 

 2) ４ボランティア・プロジェクトに対する個別評価 

・ 文献レビュー調査（M/M、JCC 議事録、隊員報告書、調整員報告書、各種報告書等） 

・ インタビュー調査（カウンターパート、受益者、協力隊員、調整員等） 

・ 質問票調査（カウンターパート：42 名4回答/回答率 72.4%、帰国隊員：28 名回答/回答率

59.5%、派遣中隊員：19 名5回答/回答率 100%） 

・ 視察（隊員活動先などの視察） 

・  

(3) 評価のデザイン・手順 

本評価調査は以下の手順および手法により実施された。 

 

ステップ１：文献レビュー 

 評価対象案件に関する文献（評価報告書など）をレビューすることにより、旧グループ・チ

ーム派遣、ボランティア・プロジェクトに関する課題と教訓を抽出し、整理した。 

 

ステップ２：関係者へのインタビュー 

 インタビュー対象者は、事業のマネジメントに従事する、協力隊事務局タスクメンバー及び

案件の担当者とした。 

 インタビュー対象者が関わってきたチーム・グループ派遣、ボランティア・プロジェクト、

ボランティア群に関する課題・教訓ならびにステップ 1 の文献レビューで把握しきれない背

景状況などに関する聴取を行った。 

 文献レビュー及びインタビューの結果から、課題・教訓を PDCA サイクルの中に位置づけ、整

理した。 

 

ステップ３：４ボランティア・プロジェクトに対する個別評価 

 ステップ 1および 2に基づき、以下、2つの観点からの評価を行った。 

1） DAC 評価 5項目による評価（ただし、活動実績やプロセスを重視） 

2） ボランティア・プロジェクトという活動形態に関する評価 

 

ステップ４：４ボランティア・プロジェクトの総合評価 

                                            
4 エジプトは除いた数。 
5 赴任後間もない隊員は調査の対象外とした。 
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 ステップ 1 から 3 の結果に基づき、4 案件のボランティア・プロジェクトに関する共通の課

題や教訓を抽出した。 

 

ステップ５：全体の総合評価 

 ステップ 2から 4の結果を総合し、本評価から導かれた課題・教訓を PDCA サイクルに沿って

整理した。 

 複数派遣の各活動形態について、各々の強み・弱み及び弱みに対する対応策をまとめた。 

 

(4) 評価チーム 

 本評価調査は、青年海外協力隊事務局内に設置されたタスクフォースチームメンバー及びコン

サルタントで構成される評価チームによって実施された。具体的には、下表の通り。 

表 1-3-2 評価チーム 

所 属 氏 名 

青年海外協力隊事務

局 

次長（中南米、アフリカ・中東担当）・タス

ク長 

白井 健道 

次長（アジア・大洋州、海外業務調整担当） 青 晴海 

海外業務調整課 課長 山際 洋一 

アフリカ・中東課 課長 小林 知樹 

海外業務調整課 企画役 中村 浩孝 

アジア・大洋州課 松元 秀亮 

アフリカ・中東課 佐藤 玲子 

アフリカ・中東課 籠田 綾 

アフリカ・中東課 佐々木 大吾 

コンサルタント 株式会社コーエイ総合研究所  山田 順子 
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第２章 ボランティア・プロジェクトの現況 
 

２－１ グループ型派遣に関するこれまでの経緯と定義 

 

JICA は、ボランティア事業の協力形態として、共通の活動目標の下に複数のボランティアを派

遣することにより、総合的に地域経済、社会開発、生活向上を目指す「チーム派遣」を 1985 年に

開始し、それ以降、国別・地域別アプローチやプログラム・アプローチといった JICA 全体の事業

実施のあり方をボランティア事業にも反映し、より戦略性を向上させ、開発効果の高いボランテ

ィア派遣のあり方を模索してきた。この過程の中で、下表に示される通り、複数のボランティア

を派遣する形態として、「チーム派遣」のほか、「グループ派遣」、「ボランティア・プロジェクト」、

「ボランティア群」などが検討されてきた。 

現在では、すでにチーム派遣やグループ派遣といった名称・形態は廃止6され、「ボランティア

群」という概念の下での「ボランティア・プロジェクト」が現行のものとなっている。それらの

派遣形態の個別の定義については、下表に概要を示しているが、本報告書においては、「ボランテ

ィア・プロジェクト」を含む複数のボランティアの派遣のあり方について、新たな方向性を示す

ことを前提に、これらのすべての複数ボランティアの派遣形態を包含する呼称として、「グループ

型派遣」という名称を用いている。 

表 2-1-1：グループ型派遣に関するこれまでの経緯と定義 

年 月 内 容 

1985 年 チーム派遣の開始 

1995 年 4 月 『「チーム派遣」の手引き』 

「チーム派遣」の定義 

 シニア隊員をプロジェクトリーダーとし、複数（2 名～5 名）隊員を、5 年

程度派遣 

 M/M 締結及びログフレームの使用 

 機材費（年間 2000 万円を上限）、現地業務費（月 20 万円を上限）、研修員

（1名/1 年）を投入 

 隊員確保に高い優先順位を置く、国内支援委員会の設置など 

2000 年 10 月 「シニア海外ボランティアグループ派遣制度の手引き」 

 協力隊員の「チーム派遣」に対して、シニア隊員の「グループ派遣」制度

を整理 

 グループ・コーディネーター（渉外促進）をグループの一員として派遣可

能 

 人材を有する企業、団体等を機関として登録、グループ派遣要請とのマッ

                                            
6
協力の現場では、現在でも、ボランティア・プロジェクトほど技術協力プロジェクトに近いフレームワークでは

ないものの、複数の隊員による活動が想定されているボランティアの集まりのことを、便宜上、廃止以前の名称

にちなんで「チーム派遣」や「グループ派遣」と通称している場合が多い。 
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チングを実施 

 機材、現地業務費等を投入 

2001 年 3 月 「ボランティア事業への国別・地域別アプローチの適用調査研究報告書」 

2002 年 4 月 「協力隊チーム派遣に関する評価分析調査報告書」 

2002 年 9 月 「チーム派遣及びグループ派遣にかかる今後の実施方針について」（決裁） 

新「チーム派遣」の定義 

 M/M 締結及び PDM 作成を必須条件←アカウンタビリティ確保 

 PDM 随時見直し及び隊員の自由裁量による活動の容認←フレキシビリティ

確保 

 上述の「チーム派遣」と、協力隊版の「グループ派遣（隊員自身の自発的

な立案に基づき開始され、M/M 締結や予算措置を伴わない、複数隊員による

活動形態）」の整理による「グループ派遣」名称の漸次廃止 （添付資料１

を参照） 

2003 年 プログラム化開始 

ボランティア事業が国別事業実施計画の対象。協力プログラムの構成要素とな

る。 

2004 年 7 月 「JICA ボランティア事業の評価手法に係る調査研究報告書」 

2005 年 1 月 「ボランティア事業評価実施要領」 

2006 年 7 月 「技術協力プロジェクト・ボランティア事業のプログラム化に関する研究報告

書」 

2007 年 3 月 「ボランティア事業プロセス評価報告書‐グループ的な派遣案件を事例として

‐」 

2007 年 9 月 「ボランティア事業のプログラム・アプローチ強化に関するガイドライン」 

ボランティア群としての事業マネジメント 

ボランティア・プロジェクト実施にかかる基本方針策定 

 実施の前提条件・具体的手続きなどを定める 

 従来使用していた「チーム派遣」「グループ派遣」の呼び方は廃止 

2008 年 5 月 「戦略性向上のための指針‐ボランティア事業実施の手引き」 

ボランティア群の定義及びマネジメントのあり方、プログラム・アプローチな

ど 

 ボランティア事業の戦略性向上及び開発課題の解決への貢献のため、ボラ

ンティアを「群」として捉え、適切なマネジメントを行うことが重要。 

 ボランティア群とは、共通の開発目標と相互に有機的なつながりを持つ、

複数/数代に亘るボランティア群/グループと捉える。一人のボランティア

に頼るのではなく、ボランティア全体として息長く成果を積み重ねようと

する捉え方。 
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 ボランティア・プロジェクトはボランティア群の中でプロジェクト性の高

いもの。 

 

 

２－２ ボランティア・プロジェクト及びグループ型派遣リスト 

 

添付資料２を参照 

 

２－３ グループ型派遣に関する課題・教訓 

 

1985 年のチーム派遣開始以降、「チーム派遣」、「グループ派遣」、「ボランティア・プロジェク

ト」などと呼ばれてきた隊員の複数派遣による活動形態について、プロジェクト計画の柔軟な修

正が難しい、案件の形成から実施にいたるまでの手続きが明確化されていないなどの整理すべき

課題が指摘されてきた。こうした指摘を受け、「協力隊チーム派遣に関する評価分析調査」（2001

年 10 月～12 月）において、チーム派遣やグループ派遣についての評価分析調査が行われ、教訓

が取りまとめられた。その結果を受けて、「チーム派遣及びグループ派遣にかかる今後の実施方針

について（決裁）」（2002 年）が策定された。その後、「ボランティア事業プロセス評価報告書」（2007

年 3 月）などにおいても、グループ型派遣に関する考察が行われ、課題や教訓が導き出されてい

る。 

本調査では、JICA 図書館ウェブサイト7より入手可能な評価報告書のうち、協力隊事務局がチー

ム及びグループ派遣案件に対して実施した評価調査（中間及び終了時）の報告書8のうちチーム及

びグループ派遣に特有の課題・教訓が明示的に記載されているものから課題・教訓を抽出した。 

グループ型派遣に関して、これまでの調査等から抽出された課題及び教訓を表 2-3-1 にまとめ

た。また、ボランティア・プロジェクトとして実施されている案件の評価で指摘された課題及び

教訓については表 2-3-2 にまとめた。 

グループ型の派遣形態およびボランティア・プロジェクトのいずれにおいても、計画、実施、

評価の段階において課題が確認されている。課題・教訓の大半については、ボランティア事業特

有のものというよりは、プロジェクトをマネジメントする上で一般的な課題・教訓と大差はない

ものである。しかし同時に、以下のようなボランティア事業特有の課題も指摘されている。 

① PDM の策定・取り扱い（柔軟な変更など） 

② リーダー（マネジメント要員）の確保 

③ 隊員の派遣の継続性、技術レベル 

                                            
7 2011 年 1 月アクセス 
8 添付５: 文献リスト参照 
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④ 技術的支援の必要性（個々の隊員への支援及びグループ全体に対する支援） 

⑤ PDM 上の活動と個人の活動のバランス 

⑥ 隊員のプロジェクトへの理解・同意 
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表
2-
3
-
1
.
 
旧
チ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
派
遣
の
課
題
・
教
訓
 

事
業
サ
イ

ク
ル
 

課
題
・
教
訓
 

計
 
画
 

①
 
十
分
な
事
前
調
査
（
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
も
含
む
）
に
よ
る
計
画
策
定
が
不
可
欠
 

②
 
計
画
、
目
標
、
目
的
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
活
動
内
容
に
対
す
る
双
方
の
了
承
・
理
解
が
必
要
 

③
 
協
力
隊
の
特
性
を
考
慮
し
た
案
件
形
成
の
必
要
性
が
あ
る
（
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ど
）
 

④
 
PD
M
上
の
活
動
と
隊
員
個
人
の
活
動
の
兼
ね
合
い
：
 

 
PD
M
に
は
主
要
な
活
動
の
み
を
記
載
し
、
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
隊
員
の
裁
量
に
よ
り
実
施

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 
PD
M
に
は
全
隊
員
が
行
う
べ
き
コ
ア
活
動
を
定
め
、
そ
れ
を
継
続
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
評
価
を
行
う
。
そ
れ
以
外
は
隊
員
の
自
主
性
に
任
せ
、

評
価
の
対
象
と
は
し
な
い
。
 

⑤
 
運
営
面
・
技
術
面
に
お
い
て
支
援
体
制
（
調
査
団
、
国
内
支
援
委
員
会
、
技
術
顧
問
、
事
務
所
、
協
力
隊
事
務
局
、
課
題
部
）
を
構
築
す
る
必

要

が
あ
る
 

⑥
 
ミ
ニ
ッ
ツ
・
署
名
行
為
に
は
効
果
が
あ
る
（
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
る
、
先
方
政
府
か
ら
の
予
算
投
入
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
引
き
出
す
）
 

⑦
 
資
質
を
備
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠
 

⑧
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
の
（
各
隊
員
、
リ
ー
ダ
ー
の
）
役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
 

⑨
 
他
ス
キ
ー
ム
（
技
プ
ロ
な
ど
）
と
の
役
割
、
業
務
分
担
、
指
揮
命
令
系
統
な
ど
を
明
確
化
・
文
書
化
す
る
 

⑩
 
予
算
規
模
と
活
動
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
（
予
算
消
化
の
た
め
に
不
必
要
な
投
入
を
招
く
恐
れ
）
 

⑪
 
効
果
的
な
案
件
の
条
件
（
組
織
的
に
確
立
さ
れ
た
相
手
機
関
、
協
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
か
ら
の
発
展
な
ど
）
 

実
 
施
 

①
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
・
活
動
計
画
を
関
係
者
が
共
有
・
適
宜
見
直
し
を
行
い
、
常
に
目
標
・
計
画
を
認
識
し
て
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

②
 
日
本
人
チ
ー
ム
だ
け
の
独
立
事
務
所
を
つ
く
る
と
、
C/
P
と
の
関
係
が
薄
く
な
り
、

終
的
に
は
日
本
人
だ
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
、
相
手

国
実
施
機
関
と
の
技
術
的
交
換
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
る
。
 

評
 
価
 

①
 

技
術
顧
問
、
シ
ニ
ア
隊
員

OB
等
で
構
成
さ
れ
る
巡
回
指
導
調
査
団
を
派
遣
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
、
計
画
の
策
定
、
評
価
が

正
し

く
行

わ
れ
る
よ
う
に
隊
員
全
員
に
助
言
す
る
必
要
が
あ
る
。
指
導
回
数
は
年
に

1～
2
回
は
必
要
で
あ
り
、
全
員
の
任
地
へ
訪
問
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
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②
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
を
少
し
で
も
高
め
る
た
め
に

PD
M
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
特
に
中
間
評
価
は
重
要
。
調
査
団
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を

直
接
担
当
す
る
課
の
課
長
（
又
は
代
理
）
を
団
長
と
し
、
国
担
当
、
技
術
顧
問
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（

PD
M
評
価
を
行
う
）
の
少
な
く
と
も

低
4
名
か
ら
な
る
調
査
団
を
派
遣
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

③
 

評
価
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
協
力
隊
と
し
て
の
経
験
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
 

④
 

評
価
の
視
点
に
つ
い
て
関
係
者
の
間
で
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
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ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝﾃ
ｨｱ
事

業
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ 

課
題
・
教
訓
 

派
遣
方
針
の
形
成
、

要
請
発
掘
 

①
 
人
材
の
確
保
可
能
性
、
職
種
の
人
材
確
保
動
向
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

②
 
滞
り
な
い
交
替
が
で
き
る
よ
う
人
材
の
確
保
に
努
め
る
。
 

③
 
適
切
な
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
し
か
る
べ
き
人
材
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
確
保
で
き
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
 

募
集
・
選
考
 

①
 

募
集
時
に
チ
ー
ム
派
遣
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
 

②
 

応
募
者
へ
の
説
明
（
個
別
と
の
違
い
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
）・

理
解
促
進
を
行
う
。
 

③
 

個
別
派
遣
よ
り
人
選
に
よ
り
注
意
を
要
す
る
。
 

④
 

チ
ー
ム
派
遣
を
望
む
人
か
ら
の
人
選
を
行
う
。
 

派
遣
前
訓
練
研
修
 

①
 

リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
研
修
（
調
整
業
務
・
運
営
管
理
・
会
計
な
ど
）
が
必
要
。
 

②
 

隊
員
に
対
す
る
研
修
（

PC
M
研
修
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が
必
要
。
 

③
 

チ
ー
ム
派
遣
へ
の
理
解
促
進
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
チ
ー
ム
派
遣
の
意
味
、
業
務
内
容
、
心
構
え
、
留
意
事
項
な
ど
）
や
資
料
室
で
の
資
料

配
置
な
ど
が
必
要
。
 

  表
2-
3
-
2
.
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
・
教
訓
 

事
業
サ
イ

ク
ル
 

課
題
・
教
訓
 

計
 
画
 

①
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
要
員
の
重
要
性
：
 

チ
ー
ム
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
発
現
す
る
た
め
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
1）

協
力
に
関
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

と
の

基
本

的
合

意
形

成
、

2）
成

果
を

ま
と

め
る

な
ど

の
進

捗
管

理
、

3
）

必
要

に
応

じ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
方

向
性

の
整

理
な

ど
の

舵
取

り
の

必
要

性
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に
当
た
る
役
割
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。（

ラ
オ
ス
「
地
域
母
子
保
健
改

善
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
中
間
評
価
（
20
09

年
5
月
）
、
以
下
「
ラ
」）

 

①
’

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
整
員
が
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
務
所
も
通
常
の

SV
支
援
業
務
体
制
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

運
営
の
多
く
の
部
分
は
、
SV

と
相
手
国
側
に
任
さ
れ
て
い
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
整
員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
条
件
（
顕
示
さ
れ
た
政
策
、

一
定
の
財
政
力
、
人
員
配
置
、
政
府
上
層
部
の
指
示
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
方
向
付
け
、
継
続
的
派
遣
、
一
定
の
人
数
規
模
と
個
々
の
能
力
等
）
が
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整
え
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
相
手
国
の
主
導
で
効
果
の
上
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
例
示
し
て
い
る
。
（
（
サ

）：
サ
モ
ア
国

中
等
理
数
科
改
善
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ
Ｉ
Ｉ
終
了
時
評
価
調
査
報
告
書
（

20
09

年
12

月
）、

以
下
「
サ
」
）
 

②
 

役
割
分
担
・
支
援
体
制
の
明
確
化
：
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
隊
員
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整
員

9
あ
る
い
は
フ
ィ
ー
ル
ド
調
整
員
、
さ
ら
に
は

JI
CA

本
部
並
び
に
事
務
所
に
よ
る

役

割
分
担
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
体
制
を
明
確
に
す
べ
き
。（

ラ
）
 

③
 

技
術
支
援
体
制
の
必
要
性
：
 

1）
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
方
向
性
、

2）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
活
動
、

3）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
基
礎
的
な
デ
ー
タ
収
集
な
ど
に
つ

い
て

は
、

専
門
的
知
見
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
（
ラ
）
 

④
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
検
討
が
必
要
：
 

協
力
隊
員
の
任
期
が

2
年
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
た
と
え
ば

5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
必
ず
途
中
で
人
員
の
交
代
は

起
き

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
折

に
活

動
の

レ
ベ

ル
を

一
定

度
に

補
完

す
る

た
め

の
ス

キ
ー

ム
が

現
在

は
考

え
に

く
く

、
そ

れ
を

前
提

と
し

た
チ

ー
ム

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
あ
る
い
は
派
遣
計
画
案
の
策
定
が
必
要
。（

ラ
）
 

⑤
 

PD
M
上
の
活
動
と
隊
員
個
人
の
活
動
の
兼
ね
合
い
：
 

PD
M
お
よ
び

PO
を
用
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
に
よ
り
、
チ
ー
ム
内
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
進
捗
管
理
は
可
能
に
な

る
だ

ろ
う

。
一

方
で

、
協

力
隊

の
強

み
で

あ
る

創
造

性
や

自
主

性
な

ど
を

、
ど

の
よ

う
に

よ
り

積
極

的
に

汲
み

上
げ

て
い

く
こ

と
が

可
能

か
な

ど
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。（

ラ
）
 

→
（
中
間
評
価
で
の
対
応
）
 
活
動
の
種
類
を

1）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
不
可
欠
で
あ
り
、
各
隊
員
が
共
通
で
行
う
活

動
、

2）
広
報
な
ど
、
隊
員
の
創
意
工
夫
に
よ
り
実
施
す
る
活
動
の

2
種
類
に
分
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
創
意
工
夫
を
反
映
で
き
る

余
地
を
残
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
も
一
案
。
 

⑥
 

PC
M
手
法
を
応
用
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
ま
で
一
貫
し
て
応
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。（

サ
）
 

⑦
 

PC
M
に
精
通
し
て
い
な
い
場
合
は
、
適
時
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
外
か
ら
の
支
援
（
短
期

V
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣
）
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
サ
）
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
9  ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整
員
に
つ
い
て
は
、
企
画
調
査
員
制
度
と
統
合
さ
れ
、
企
画
調
査
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
報
告
書
内
に
お
い
て
は
、
便
宜
上
、
旧
来
の
名
称
で
あ
る
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
調
整
員
を
使
用
し
て
い
る
。
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⑧
 

PC
M
手
法
は
あ
く
ま
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
縛
ら
れ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
、
柔
軟
に
計
画
変
更
し
て
い
け
る
体

制
が
必
要
。（

サ
）
 

評
 
価
 

①
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
際
に
は
、
評
価

5
項
目
に
加
え
、
草
の
根
案
件
（
市
民
参
加
協
力
）
と
し
て
の
成
果
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ

る
。（

サ
）
 

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝﾃ
ｨｱ
事

業
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ 

課
題
・
教
訓
 

派
遣
前
訓
練
研
修
 

①
 

隊
員
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
解
：
募
集
時
に
示
さ
れ
た
活
動
内
容
か
ら
、
隊
員
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
地
域
巡
回
活

動
を

行
う

こ
と
が
赴
任
前
か
ら
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
。
赴
任
前
あ
る
い
は
赴
任
直
後
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
補
強
す
る
と

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
活
動
の
開
始
に
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。（

ラ
）
 

②
 

事
前
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
る
説
明
あ
る
い
は
補
完
研
修
が
必
要
で
あ
ろ
う
。（

サ
）
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第３章 評価結果 
 

３－１ ボランティア・プロジェクト４案件の評価結果概要 

 

本項では、本評価において主な評価対象としたボランティア・プロジェクト４案件（表 3-1-1） 

についての評価調査結果の概要を示す。 

 

表 3-1-1：ボランティア・プロジェクト 4案件 

プロジェクト名 実施期間 調査種別 

マラウイ「農民人工授精師養成計画」 2006 年 11 月～2011 年

11 月（5年間） 

終了時評価調査 

ラオス「地域母子保健改善プロジェクト」 2006 年 9 月～2011 年 8

月 

（5年間） 

終了時評価調査 

ザンビア「チョングウェ郡におけるコミュニ

ティ HIV/エイズ対策強化プロジェクト」 

2006年 10月～2011年 9

月（5年間） 

終了時評価調査 

エジプト「実技から学ぶ保育改善プロジェク

ト」 

2008 年 9 月～2014 年 3

月 

（5年 7カ月） 

中間レビュー調査 

 

各プロジェクトの調査結果の概要は下表の通りである。 

 

表 3-1-2：評価結果概要 

項目 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

主な成果 農民人工授精師の

養成研修とフォロ

ー 

村保健ボランテ

ィアへの研修及

び村落巡回 

ダイレクトリー

の作成 

モニタリング用

紙の配布回収 

本省及び対象 5 県

の関係者の「遊び

を通した学び」へ

の理解の向上 

M/M 締結の意

義 

あり 

農業省のコミット

メントの引き出し

および研修自体へ

の承認のため。 

あり 

市保健局のコミ

ットメントの引

き出しおよび専

属 CP の配置のた

め。 

ある程度あり 

郡側にプロジェ

クト実施につい

ての認識を持っ

てもらうため。 

あり 

社会連帯省のコミ

ットメントの引き

出し、および国家

の幼児教育の発展

への取り組みのた

め、省の関わりが

必須であるため。 

成果を達成す

るためにプロ

ジェクト化す

る必要性 

必要性は低い 

研修自体は個別専

門家の活動を引き

継いだ形式。研修だ

けなら、プロジェク

ト化する必要はな

い。畜産分科会でも

対応できる可能性

あり。 

必要性は高い 

国で運用できて

いない活動を先

駆的に定期的に

実施しようとし

た例。また、活動

は郡病院の通常

業務ではないた

め、プロジェクト

化の必要あり。 

必要性は低い 

隊員の活動が必

要だが、5 年の時

間は必要としな

い。個別派遣でも

実施可能。 

必要性は高い 

本省、５支局の取

り組みを総括する

必要。 

国のパイロット事

業としての位置づ

け。 
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項目 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

プロジェクト

期間を設定す

る意義 

畜産局の農民人工

授精師養成の計画

（5年で 100 人）に

合わせた。 

ただし、計画書自体

は確認できない。 

特段の理由は確

認されず。 

特段の理由は確

認されず。 

特段の理由は確認

されず。 

プロジェクト

終了後の方向

性 

プロジェクトは終

了。終了後の派遣の

方向性などが明確

ではない。 

プロジェクトは

終了。終了後の派

遣の方向性など

が明確ではない。

プロジェクトは

終了。終了後の派

遣の方向性など

が明確ではない。 

現段階では明確で

はない。 

相 手 国 の 政

策・戦略への

貢献 

国家戦略なし。 

国家目標は PDM の

プロジェクト目標

の目標値と同一と

の回答。 

プロジェクトの貢

献部分を示すこと

は可能。 

結果的に国家戦

略の目指す方向

性に合致してい

た。 

国家戦略の中に

あるが、具体的数

値目標などがな

いため、貢献領域

が明確になって

ない。 

国家戦略なし。 

国の幼児教育の現

状としては、戦略

策定の前段階にあ

るため。 

プロジェクト

範囲 

コミュニティレベ

ル～中央政府レベ

ル 

（全国） 

コミュニティレ

ベル～市レベル 

（ビエンチャン

市） 

コミュニティレ

ベル～郡レベル 

（チョングウェ

郡） 

コミュニティレベ

ル～中央政府レベ

ル 

（対象 5県） 

プロジェクト

目標の達成度 

人工授精目標頭数

13,200 に 対 し

2,281 頭達成（達成

度 17％） 

妊娠診断目標頭数

6,600 に対し 2,211

頭 達 成 （ 達 成 度

34%） 

目標値なし 

健康教育回数は

実績ベースで増

加。 

妊婦健診は、郡病

院では改善傾向

だが、因果関係は

分からない。 

目標値なし 

10,939 人が HIV

関連のサービス

を受けた。 

数値の取り方が

統一されていな

いことが問題。 

指標数値が入手で

きず、達成度は確

認できない。 

上位目標の達

成度 

指標数値が入手で

きず、達成度は確認

できない。 

改善傾向にある

が、因果関係は確

認できない。 

指標数値が入手

できず、達成度は

確認できない。 

入手できたとし

ても、プロ目から

乖離しているた

め、プロジェクト

の貢献度は測れ

ない。 

指標数値が入手で

きない。また、指

標そのものが曖昧

で不適切。 

正のインパク

ト 

人工授精以外の飼

養管理などの向上

への貢献 

関連機関の連携

強化 

関係する組織間

の連携強化 

関連機関の連携強

化 
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項目 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

負のインパク

ト 

人工授精の促進を

してきたにも関わ

らず、液体窒素と凍

結精液がない場合、

農民人工授精師は

人工授精を行うこ

とができず、農家の

要望に応じられな

い。 

村落巡回で郡病

院やヘルスセン

ターの業務に支

障がでる場合が

あった。 

特に確認されず。 特に確認されず。 

隊員の活動形

態 

トレーニングは共

同 

農民人工授精師へ

のフォローは個別 

教材開発・月例会

議は共同 

トレーニング・フ

ォローは個別 

基本的に個別の

活動 

プロジェクト事

務所・活動地域が

共通 

教材開発は共同 

個別の活動だが、

任地では 1～3人で

の活動 

累計隊員数 

（調査時） 

長期 17 名 長期 12 名 

短期 1名 

長期 13 名 

短期 8名 

長期 22 名 

職種 家畜飼育 助産師、保健師 エイズ対策、青少

年、村落開発、家

畜飼育 

幼児教育 

派遣の継続性 問題あり 

各任地で隊員の不

在期間が生じてい

た。 

問題あり 

各任地で隊員の

不在期間が生じ

ていた。 

特に問題なし 

活動先は各人の

任意であるため、

不在期間が生じ

ることはない。 

特に問題なし 

5県中1県で2ヵ月

の不在期間があっ

たが、その他問題

は確認されず。 

同分野におけ

る協力の歴史 

個別専門家の協力

含み 20 数年の歴史

がある。 

郡病院への派遣

の実績あり。 

特になし 1998 年から幼児教

育分野の隊員の派

遣。 

他スキームと

の連携 

本邦研修 技プロ専門家と

の会議を開催。 

同地域で活動す

る技プロがある。 

本邦研修・広域研

修 

予算総額 

（調査時） 

全体額は確認でき

ない 

機材 7,902 千円 

活動費 4,450 千円 

計 12,352 千円* 

 

機材 725 千円 

活動費 2,048 千

円 

計 2,773 千円 

 

機材 確認でき

ない 

活動費6,979千円 

計 6,979 千円* 

 

機材 なし 

活動費 4,147 千円 

計 4,147 千円 

長期隊員一人

当たり予算 

約 727 千円 約 231 千円 約 537 千円 約 189 千円 

注：* 判明した分の予算額 

  

全体として、相手国政府のニーズにこたえ、何らかの成果が達成されてきたと言えるが、具体

的な目標達成度の確認が困難であったと言える。また、実施期間を定めて活動を実施する必要性

は低いことが確認された。プロジェクト化する意義は、グループとして派遣することや協力の枠

組みや方向性を示すことで相手国政府のコミットメントを得ることにあったと言える。さらに、

プロジェクトの概略図（図１～４）からも分かるように、各プロジェクトともグループとしての

派遣により、複層的にレベルを跨った活動を展開しているため、関係機関の連携・協働体制の構

築、強化につながったという正のインパクトが生じた。 
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図１：マラウイ農民人工授精師養成計画

農業省
畜産局

農業開発局

農民人工
授精師

農民人工
授精師

農民人工
授精師

国レベル

農業開発局
レベル
（全国8局
のうち１局）

県レベル
（全国28のうち
3事務所）

コミュニティ
レベル

県農業事務所

農業普及所

JV

FC

JV

 

 

 

 

図２：ラオス地域母子保健改善プロジェクト

保健省

ビエンチャン市
保健局

MCHプロ
モーター

MCHプロ
モーター

MCHプロ
モーター

国レベル

市レベル

郡レベル
(9郡中５郡対象）

村レベル
(324村中31村対象）

郡保健局/病院

ヘルスセンター

JV

技プロ

JV

ヘルスセンター(HC)
レベル
(30HC中14HC対象）
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図３：ザンビア
ﾁｮﾝｸﾞｳｪ郡におけるｺﾐｭﾆﾃｨHIV/ｴｲｽﾞ対策強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ルサカ州
PATF

チョングウェ郡
DATF

CBO CBO CBO

NAC国レベル

州レベル
(全国で9州）

郡レベル
(4郡中1郡対象）

コミュニティ
レベル

配属先

活動先

JV

個別専
門家
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図４：エジプト実技から学ぶ保育改善プロジェクト

社会連帯省
家族子ども部

県支局

保育園 保育園 保育園

国レベル

県レベル
（27県中５県対象）

市町村レベル

コミュニティ
レベル

支所

出張所

JV

配属先

活動先

JV

 
 

 

３－２ ４案件の横断的評価 

 

本項では、過去得られた課題・教訓を踏まえ、主にマネジメントの観点から 4 案件の横断的な

評価結果について述べる。ボランティア・プロジェクトのマネジメントについては、プロジェク

トのマネジメントと個々の隊員のマネジメントの両方が求められている。したがって、評価結果

は、プロジェクトレベルと隊員レベルの 2つのレベルに分けて記載している。 

なお、ボランティア・プロジェクト 4 案件の各々の評価調査の結果については、前項及び第 2

部を参照のこと。 

 

 

３-２-１ プロジェクトレベル 

 

(1) 形成段階 

 

4 ボランティア・プロジェクトが形成された経緯は、以下の通りである。 

 

表 3-2-3：プロジェクト形成の経緯 

 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

開 始 の

経緯 

本邦研修や技術協

力個別専門家の成

果やシニア隊員の

活動を引き継ぐ形

で開始。 

プロジェクト形成

には当時活動中の

地域保健の向上が

重要との意識に基

づき、シニア隊員及

び隊員の発意によ

り開始。プロジェク

ト形成もシニア隊

員が中心となって

フィールド調整員

がプロジェクト形

成を行う。 

チョングウェ郡で

開始された経緯な

どは確認できなか

った。 

本省、支局などの関

与を引き出すため、

また広域研修を契

機に隊員の活動へ

の認識が高まった

結果、プロジェクト

が開始。 
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シニア隊員が関わ

った。 

行った。 形成はボランティ

ア調整員が行う。 

 

「ボランティア事業のプログラム・アプローチ強化に関するガイドライン（以下、ガイドライ

ン）」（2007 年 9 月）中には、ボランティア・プロジェクト実施ガイドラインが定められ、プロジ

ェクト実施の前提及び手続きにおける留意事項が挙げられている。本ガイドライン策定が 2007 年

であったため、ガイドラインに基づきプロジェクトが実施されたのは、エジプトのプロジェクト

のみである。しかしながら、ガイドラインに定められている留意事項は、過去の課題・教訓を踏

まえたもので、適切な基準と考えられるため、以下、4案件をガイドライン上で定められている事

項に従い、実施の前提等について検証してみる。 

 

表 3-2-4：プロジェクト実施の前提 

前提条件 マラウイ ラオス ザンビ

ア 

エジプト

ボランティアの特性（草の根の活動・情報収集、柔

軟性・機動性、人の変容に作用など）を活かした活

動や成果が求められていること 

△ ○ ○ ○ 

中央省庁、政策レベルへの働きかけがプロジェクト

の活動に含まれないこと 
× ○ ○ × 

高額な機材を必要としないこと × ○ ○ ○ 

事業の計画性・方向性が明確 

事業の方針が明確で、かつ協力期間を定めて複数派

遣を行うことが効率的であると予想される場合 

△ × × × 

相手国のコミットメントが高い 

要望が相手国政府からあげられ、プロジェクトの必

要性や重要性、自国の責任・負担を意識しているこ

と 

○ △ △ △ 

既にボランティア派遣の実績がある、あるいは技プ

ロ実施による課題に対する取り組みの素地が固まっ

ている 

○ ○ × ○ 

ボランティア調整員、フィールド調整員、事務所員

等によりプロジェクトの実施監理をケアできる体制

が現地で整っている 

○ ○ ○ ○ 

現地関係者から技術的助言・支援が得られる ○ 

FC 

○ 

技プロ

○ 

技プロ 
× 

 

 

(2) PDM 作成及び運用 

 

2001 年の「青年海外協力隊員のチーム派遣及びグループ派遣にかかる今後の実施方針について」

（公電）では、ミニッツ締結と PDM 作成を必須条件とすることでアカウンタビリティを、また、

PDM の随時見直しと隊員の自由裁量による活動を認めることでフレキシビリティを保証するとさ

れていた。その後の「ガイドライン」では PDM 作成は必須ではない、とされていたが、PDM に代わ

る枠組みが考えにくいこともあり、4案件では PDM が作成されていた（ラオスはプロジェクト・デ

ザイン（PD）という名称で作成）。以下、各プロジェクトにおける PDM の作成及び運用の状況をま
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とめた。 

 

 

表 3-2-5：PDM の作成・運用 

 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

PDM の作成 シニア隊員が CP

と共に作成 

シニア隊員、隊員

及び CPが PCMワー

クショップを開催

して作成 

FC が中心に作成。

JCC にて関係者で

議論、承認された。 

FC が中心に作成

（詳細は記録がな

く確認できず） 

PDM の構成 技プロと同様の

PDM 

投入、前提条件、

外部条件、上位目

標の指標の設定が

ない。プロジェク

トデザイン(PD)と

いう名称で作成。 

技プロと同様の

PDM 

技プロと同様の

PDM 

PDM の論理性 適切 

 

一部不適切 

アウトプットにプ

ロジェクトマネジ

メントの実施が入

っている。 

一部不適切 

プロ目と上位目標

が乖離している。

ただし、CP が郡の

目標を用いる意向

であったため、上

位目標として設定

された。 

一部不適切 

活動の中にアウト

プットが含まれて

いる、アウトプッ

ト間の論理的構成

に問題があるなど

の問題がある。 

指標の適切性 上位目標の指標

が入手困難（技術

的に難しい）。 

アウトプットの

指標が活動の指

標となっており

不適切。 

一部の指標が入

手困難（入手手段

がない）。 

アウトプットの指

標の多くが活動の

指標となっており

不適切。 

指標が多すぎる。 

入手手段が既存の

ものではなく、新

たな活動が必要と

なっている。 

数値目標はなく、

ベースラインもな

かった。 

ベースラインは終

了時評価で調査し

た。 

数値目標はなく、

何を以って達成か

の判断が困難。 

量的な指標につい

ては、数の根拠が

示されておらず、

客観的な判断が難

しい指標となって

いる。 

質的な指標につい

ては非常に曖昧で

あり、量的な指標

については数値目

標の根拠が明らか

ではない。 

入手手段が既存の

ものではなく、新

たな活動が必要と

なっていたため、

大半の指標が入手

困難でであった。 

PDM の日本側

の理解・認識 

理解していた。 理解していた。 アウトプット毎に

隊員が割り振られ

ているため、担当

のアウトプットの

みを考える傾向に

あった。 

その結果プロジェ

クト目標への繋が

りへの意識が薄か

った。 

PDM は共有されて

おらず、概略図で

理解されていた。

しかし、概略図は

分かりづらく、共

通理解の形成には

問題があった。ま

た、指標について

は誰も知らなかっ

た。 
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 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

PDM の CP 側の

理解・認識 

理解していた。 プロジェクト目標

は理解していた。

詳細については把

握できていなかっ

た。 

CP の職務範囲外の

活動が多く含まれ

ており、自分のプ

ロジェクトという

認識に欠けてい

た。 

PDM はアラビア語

訳されておらず、

概略図で理解され

ていた。しかし、

概略図のアラビア

語の質に問題があ

り、共通理解の形

成には支障があっ

た。また、指標に

ついては誰も知ら

なかった。 

PDM の適切な

見直し 

前提条件が崩れ

ているにも関わ

らず、見直しはさ

れていない。 

活動の一部が現実

にそぐわないにも

関わらず、見直し

されていなかっ

た。 

活動自体の意義を

見直さなければな

らない活動もその

まま継続されてい

るなど、適切な見

直しは行われてい

なかった。 

行われていなかっ

た。 

PO の作成 あり なし 

年間計画を立てた

郡もあるが、プロ

ジェクト全体の計

画は策定されなか

った。 

なし 

月ごとの計画はあ

るものの、プロジ

ェクト全体の計画

は策定されなかっ

た。 

なし 

覚書では毎年隊員

がPOを作成しプロ

ジェクトダイレク

ターに提出・議論

を行うと規定され

ているが、作成さ

れていなかった。 

PO のモニタリ

ング 

実施 - - - 
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 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

「ボランティ

ア に よ る 活

動」としての

適正な目標、

規模等の設定

が行われてい

たか 

対象地域が全国

にも関わらず、隊

員の配属先は限

定されており、全

国の農民人工授

精師のフォロー

を行うことは困

難であった。 

アウトプットの

うち１つは、「国

家の人工授精制

度の強化」とい

う、全国レベルか

つ政策レベルへ

の関与が含まれ

る難しい活動で

あり、実質的には

FC のみが関与し

た。ボランティア

による活動とし

ては適切とは言

えない。 

CP が通常実施して

きた活動の範囲外

であったが、地域

レベルでの活動と

いう隊員にとって

の強みを活かせる

プロジェクトであ

った。 

目標は数値目標な

どが設定されてお

らず曖昧であった

ため、そのことを

問題と感じる隊員

もいた。 

また、プロジェク

トの効果を発揮す

るためには、市保

健局や保健省、ま

た配属先以外の部

署への働き掛けも

必要であったが、

隊員だけでは難し

く、技術的支援が

必要であった。 

対象地域が広範か

つ隊員が移動でき

ない範囲が多く、

対象地域の設定に

無理があった。プ

ロジェクト車両の

使用は通常の枠組

みでは不可能なこ

とであり、隊員の

活動としては逸脱

していたと言わざ

るを得ない。持続

性の観点からも問

題が大きい。 

CP 組織が脆弱であ

り、活動の成果を

反映できるような

組織ではなかっ

た。巡回型の活動

で、常に活動を共

にする CPがいない

状態であったた

め、隊員としての

強みを十分に活か

すことができな

い。 

社会連帯省本省の

モニタリング・評

価機能の向上な

ど、達成が難しい

アウトプットが含

まれていた。また、

隊員の語学力では

十分に遂行できな

いような活動（報

告書の作成）など

も含まれていた。 

 

 

(3) 実施段階 

 

① 実施体制：取りまとめ役・技術支援 

 

プロジェクト全体の舵取りを行うマネジメント担当者やリーダー役が必要であることが指摘さ

れてきた。「ボランティア事業プロセス評価報告書（2007 年 3 月）」では、取りまとめ役について

は、調整役、リーダー役及び技術的サポーター役に分類されるとしている。調整役には、先方・

日本側関係者との間に入り、隊員が円滑に活動を進めるような各種調整を行っていく役割が期待

され、情報共有体制の構築、またそれを実効的なものとするためのコミュニケーション能力が要

求される。リーダー役には、グループで活動するボランティア個々の活動をけん引し、全体を盛

り上げるために、個別のボランティアやプロジェクト関係者に対し必要に応じて動機付けを行っ

ていくことが期待されている。技術的サポーター役には、個別の専門技術に加え、その地域の社

会・文化的背景に精通していることに加え、プロジェクトマネジメント能力等が期待される。場

合によっては、一人で三役をこなす場合もあるし、一人が調整役と技術サポーター役を担い、も

う一人がリーダー役を担うという場合もあると考えられる。しかし、関係者へのインタビューな

どの結果、これら取りまとめ三役が果たす役割についての共通認識が形成されていないことが確
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認された。 

例えば、ザンビアでは当初フィールド調整員が三役を担おうとしていたと考えられるが、現在

のボランティア調整員はリーダー役というよりは調整役を担っている。プロジェクト期間内にお

いても、調整員のプロジェクトへの関わりが異なり、そのことに戸惑う隊員もいた。また、調整

員自身も、どこまでプロジェクトに関わればいいのか、どのようにマネジメントを行うべきなの

かと、迷いながら活動を行っている状況であった。 

表 3-2-6 に各プロジェクトの実施体制を要約した。いずれのプロジェクトもリーダー役は任命

されておらず、固定されたリーダー役が不在であった。隊員の中で自然的にリーダー格の隊員が

グループを引っ張っていっている例もあったようだが、プロジェクト活動の進捗に対する影響は

確認できなかった。調整員は、グループを引っ張っていくというよりは、概してファシリテータ

ーに徹し、裏から隊員のサポートを行うように留意していた。 

 

表 3-2-6： 4 ボランティア・プロジェクトの実施体制 

 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

FC・VC 

（）内は月

数 

→身分変更 

1代目：シニア隊員

（1） 

→FC（37）→VC（6） 

2 代目：VC（11） 

1 代目：VC（12）→

FC（24） 

2 代目：VC（24） 

1 代目：FC（24） 

2 代目：FC（24） 

3 代目：VC（12） 

1 代目：VC（7） 

2 代目：FC（37） 

分野専門性 1代目：あり 

2代目：なし 

1代目：なし 

2代目：なし 

1代目：確認できず 

2代目：同職種隊員

経験あり 

3代目：なし 

1代目：なし 

2代目：なし 

執務場所 農業省畜産局 JICA 事務所 JICA 事務所 JICA 事務所 

隊員の任地

までの距離 

も遠い任地 

562km（カロンガ） 

も遠い任地 

約 60km（パークグ

ム郡） 

ルサカ－チョング

ウェ間 45km 

も遠い任地 

209km（ポートサイ

ド） 

通信手段 主に携帯電話 メール及び携帯電

話 

メール及び携帯電

話 

メール及び携帯電

話 

調整役 FC・VC FC・VC FC・VC FC・VC 

リーダー役 確認できず 確認できず 

初期はシニア隊員

か？ 

初期は FCか？ 確認できず 

技術サポー

ター役 

技術顧問との関わ

りは少ない 

1 代目調整員から

適宜支援 

技術顧問との関わ

りは少ない 

技プロの専門家か

らの支援は可能で

あったが、実質的

な支援は確認され

ず 

技プロの専門家か

らの支援は可能で

あったが、実質的

な支援は確認され

ず 

技術顧問からの支

援あり 

 

 

技術的な支援に関しては、マラウイの 1 代目調整員は獣医師であったため隊員への技術支援が

可能であった。隊員の赴任当初には 3 日間のオリエンテーションも行っていたが、調整員の任期

後の頃はオリエンテーションが実施されないなど、期間中の支援の内容や密度は一定していな
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かったと考えられる。ラオスでは技術協力プロジェクト（以下、技プロ）が保健省レベルで実施

されていたため、セクター会議として隊員と専門家が集まり意見交換などを行っていた。しかし、

プロジェクトの実質的な問題（指標の取り方など）の解決までには至らず、隊員は PDM 上の成果

をどのように纏めたらいいのか、方向性についての戸惑いや課題を抱えたままであった。 

ザンビアではボランティア・プロジェクトがプログラム内に位置づけられており、毎月のプロ

グラム会議に参加していた。しかし、実質的にプロジェクト活動で連携を行った事例などは確認

されていない。また、エジプトでは、広域研修などの際に技術顧問からの支援を受けていた。た

だし日常的に専門家レベルの働き掛けが必要と認識している隊員もいた。 

 

 

② モニタリング 

モニタリングには、１）進捗モニタリング（作業管理）、２）達成度モニタリング（目標管理）

及び３）リスク・モニタリングがある。進捗モニタリングは、活動およびアウトプットの進捗を

モニターするものであり、達成度モニタリングは、プロジェクト目標及び上位目標についてのモ

ニタリングである。リスク・モニタリングには、前提条件、活動、アウトプット、プロジェクト

目標、上位目標レベルのリスクをモニタリングすることである。各プロジェクトとも、進捗モニ

タリングについては、一部行われている。達成度モニタリングについては、マラウイでプロジェ

クト目標についてのモニタリングが行われていた以外は定期的に行われていなかった。マラウイ

の場合、プロジェクト目標が数値目標であり、かつプロジェクト活動の結果からすぐに得られる

数値であったため、モニタリングが可能であった。達成度モニタリングが可能か可能でないかに

は、PDM の適切さが関わってくる。 

進捗および達成モニタリングの状況を表 3-2-7 に示すが、全体として「収集→集約→判断決定

→フィードバック」という一連の流れにおいて、「収集」及び「集約」の段階に問題がある。「収

集」については、PDM の全ての指標に関するデータが収集されていない、報告データの項目が統一

されていないなどの問題が見られた。また、集約に関しては、ラオス及びエジプトの場合は、隊

員からの報告書の内容を集約していなかった。一方、マラウイ及びザンビアの場合は集約を調整

員が行い、カウンターパート側が主体で実施してこなかったため、調整員の不在中やプロジェク

ト終了後の継続性に課題を残した結果となった。調整員が収集を行っていた時期についても、判

断決定の段階まで至っていなかった。 

 

表 3-2-7：進捗および達成モニタリングの状況 

 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

収集 隊員が毎月報告

（指標数値含む） 

活動（巡回など）

ごとに報告 

月ごとに報告 活動（巡回など）

ごとに報告 

集約 FC が取りまとめ 取りまとめなし FC が取りまとめ 取りまとめなし 

判断決定 なし なし なし なし 

フィードバック なし なし なし なし 
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プロジェクト全

体報告書（四半

期） 

あり 

プロジェクト目

標のモニタリン

グあり 

上位目標のモニ

タリングはなし 

なし なし なし 

 

 リスク・モニタリングについては、どのプロジェクトにおいてもモニタリングは行われていな

かった。マラウイ以外はリスクが現実化していなかったこともあり、リスク・モニタリングの必

要性が顕在化しなかった。マラウイでは前提条件が整わない状況が続き、結果的には崩壊したに

も関わらず、PDM の変更など適宜適切な意思決定が行われてこなかった。 

 

 

 

③ コミュニケーション管理 

 計画的で体系的なコミュニケーションは報告書と会議で行われている。以下、各プロジェクト

の状況を述べていく。 

 

・報告書 

 通常定められている通り、隊員は隊員報告書を調整員は業務報告書を提出している。その他、「ガ

イドライン」では四半期ごとにプロジェクト全体の活動報告書の提出が定められているが、前項

で述べた通り、マラウイ以外では報告書の作成は行われていなかった。 

 

・会議 

 各プロジェクトとも合意文書（M/M や MOU）で合同調整員会（JCC）の開催が規定されている。

開催の時期や内容などに関する実質的な判断は調整員が中心に行っていた。JCC については、ラオ

ス以外ではほぼ規定どおりに開催されてきた。ラオスでは月次会議が開催されてきたが、プロジ

ェクトダイレクターレベルまで進捗や成果が共有されておらず、関係者間で PDM に基づいた全体

の進捗を確認されていなかった。一方、エジプトでは、JCC は開催されてきたが、PDM に基づいた

全体の進捗に関する議論は行われておらず、関係者間でのプロジェクト進捗に関する認識の共有

が行われていなかった。 

 

表 3-2-8：会議実施の状況 

 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

JCC 5 回開催 2 回開催 

 

5 回開催 6 回開催 

月次会議 なし 

（代わりにプロジ

ェクト運営委員会

を 3回開催） 

開催 開催（当初は日本

人のみ参加。現在

は CPも参加） 

なし 
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④ 変更管理 

前述の通り、マラウイでは前提条件に関わる問題を常に抱えつつ、PDM を変更することなく、約

5年の間活動が続けられてきた。全体として、PDM の変更については、変更の手続きや手順が明確

になっていないこともあり、状況に応じた変更がなされないできた。 

 また、表 3-2-5 に記載したとおり、PDM の適切な見直しが行われず、各プロジェクトとも調査時

点で PDM と現状が合っていないことが確認された。 

 

⑤ 評価 

 各プロジェクトとも合意文書で合同評価調査（中間及び終了時）の実施が定められている。プ

ロジェクトごとの評価調査の実施状況は以下の通りである。 

 

 

表 3-2-9：評価の実施状況 

 マラウイ ラオス ザンビア エジプト 

運営指導 なし なし なし あり 

中間評価 中間モニタリング

として 2009 年 10

月 25 日～29 日 

2009年1月11日～

17 日・2 月 9 日～

21 日 

2009年5月11日～

21 日 

今次調査 

終了時評価 今次調査 今次調査 今次調査 - 

 

評価時に PDM の実質的な見直しが行われたのは、ラオスとザンビアのみで、各々中間評価のタ

イミングで 1 回見直しが行われた。ラオス、ザンビアでは PDM 変更により活動の見直しなどが行

われたが、要請自体の見直しは行われなかった。その結果、ザンビアではプロジェクト内容と要

請内容の不適合が生じた。また、隊員自身が要請の見直しの必要性を感じていた。 

このことからも、プロジェクトのサイクルとボランティア派遣のサイクルを合わせることが難

しいことが分かる。プロジェクトは 5 年の期間で実施されているのに対し、隊員の派遣のサイク

ルは 2 年で、見直しのタイミングの前に任期を終えてしまう隊員がいるなど、プロジェクトと隊

員の派遣サイクルが合っていない。 

 

３‐２‐２ 隊員レベル 

 

ボランティア・プロジェクトという活動形態に関する隊員の考えを知るため、活動中の隊員及

び帰国済みの隊員に向けた質問票調査及び活動中の隊員に対する聴き取り調査を行った。以下、

その結果の概論を述べていく。 

 

(1) 応募の理由：プロジェクトであることが応募の理由となっているか？ 

要望調査票にプロジェクトであることが明確に記載されていないため、応募時にプロジェクトで

あることを知らなかったという過去の教訓を踏まえ、現在、要望調査票には「P」のマークを付し、
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複数名の隊員が同一地域、同一配属先で共通の協力計画のもと活動する形態であることを示して

いる。また、要望調査票にもチームあるいは複数人で行う活動が含まれていることが記載されて

いるため、隊員は応募時に個人での活動以外に他の人と一緒に行う活動があること、グループ型

の活動を行うことは理解していた。しかしながら、質問票調査では、応募時にプロジェクトであ

ることを理由に応募した者は帰国隊員では 0名（0%）、派遣中隊員では 2名（13％）と少ない結果

であった。 

応募の理由は、応募要件を満たしている要請であること、職種、活動内容や国などであった。

また、インタビューの結果、多くの場合、第 1 から第 3 希望には入っておらず、希望していた要

請ではないと答えていた。希望していなかった要請に受かった場合、合格通知を受け取った際に

チーム型の活動を行うこと、またはプロジェクトであることを知ったという。しかし、プロジェ

クトに対する具体的なイメージが掴めないこともあり、プロジェクトであることで辞退する理由

にはならず、そのまま派遣されている現状である。 

 

(2) プロジェクトに対する理解 

各プロジェクトでは赴任後に調整員からプロジェクトに関する説明が行われている。説明の仕

方は調整員ごとに異なっているが、インタビューを行った隊員の多くが、プロジェクトについて

赴任直後に説明を受けてもプロジェクトの経緯や活動の意味など、プロジェクトの全体像を理解

できるようになるまでかなりの時間を要している。多くの隊員が、中間評価や終了時評価などの

機会にプロジェクトの全体像を理解したと答えていた。 

また、インタビューの結果、多くの場合、要望調査票を元に現地での活動のイメージを形成し

ていることが分かった。そのため、要望調査票が隊員にとって活動の原点となっていた。プロジ

ェクトによって要望調査票の書きぶりは異なるが、各プロジェクトとも他の隊員と共同で行う活

動が含まれていること、プロジェクトの簡単な目的などが記載してあった。しかし、要望調査票

に記載できる情報量が限られていることもあり、要望調査票からプロジェクトの全容を把握する

ことは困難である。 

 

(3) 活動計画 

 プロジェクトとは別に隊員は個人で活動計画を策定している。活動計画を確認できた隊員に

ついて、個人の活動計画とプロジェクトの内容が整合している隊員もいたが、プロジェクトの内

容との整合性が低い活動計画を作成している隊員もいた。各プロジェクトでは、PDM 上では個別の

活動もプロジェクト活動として位置付けられている。したがって、個人の活動もプロジェクト活

動の一部であると認識している隊員がいる一方、全般的にそのような意識は薄く、他の隊員と一

緒になって行う活動をプロジェクト活動として認識している隊員が大半であった。 

また、活動のバランスについては、これまでプロジェクトの活動が多く個人の活動に割ける時

間が少ないなど、プロジェクトと個人の活動の間のバランスについて課題が挙げられていた。質

問票調査の結果では、帰国隊員の 76％が「非常に適切」または「適切」と回答していたのに対し、
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派遣中隊員については 45％という結果であった。派遣中隊員の 55%が両者のバランスについて「あ

まり適切ではない」または「全く適切でない」と答えている。 

 質問票の自由回答欄では、派遣当初はバランスを取ることに苦労したが、徐々に上手くできる

ようになった、などという意見が複数あり、時間と共にバランスの問題を個人的に解決している

ことが伺えた。 

 また、前任と後任の派遣の間が空く場合、引継ぎに関する問題が生じていた。そのため、活動

計画や隊員報告書からは、後任への引継ぎを意識して活動する隊員もいることが確認された。し

かしながら、大半の隊員は引継ぎに対する具体的な活動（引継ぎノートの作成など）を行うこと

なく任期を終えていた。 

 

(4) 情報共有・蓄積 

 前項で述べた引き継ぎに関する事項にも関わってくるが、本調査では、過去の隊員の活動の記

録や実績がまとめられていないことが問題として確認された。各隊員は隊員報告書を提出してい

るが、記載内容が断片的であるため、報告書から各隊員の活動実績を取り纏めることは困難であ

った。したがって、隊員の活動や実績に関する情報が取り纏められ、蓄積されていないため、後

任や関係者が共有することも難しい状況である。 

 

(5) 隊員にとっての満足度 

 質問票調査の結果、帰国隊員の 96％、派遣中隊員の 95％がプロジェクトで活動して、「非常に

よかった」または「よかった」と回答していた。派遣中隊員の半数以上が活動のバランスについ

ては「あまり適切ではない」と答えていたものの、帰国隊員と派遣中隊員共にプロジェクトに派

遣され、活動したことに対しては総じて好意的な意見であった。 

 

(6) メリット・デメリット 

 質問票調査の結果、帰国隊員及び派遣中隊員が認識しているボランティア・プロジェクトのメ

リット及びデメリットは以下の通り。 

 

表 3-2-10：メリット・デメリット 

メリット デメリット 
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（隊員・日本側） 

 他の隊員との情報交換・連携ができる 

 明確な目標・活動があり、活動しやすい

 自分への刺激・モチベーションになる 

 調整員に相談しやすい・支援を受けられ

る 

 先輩隊員から支援を受けられる 

 予算が融通されやすい 

 車両が使える（ザンビア） 

 成果品の作成やインパクトの強い活動が

できる 

 集団の力がある（相手へのインパクト、

アイデア等生まれやすい） 

（隊員・日本側） 

 強制参加になる 

 任地の時間・自分のやりたい活動の時間

が削られる（個人の活動とのバランス）

 自分の立ち位置が分からない（任地かプ

ロジェクトか） 

 自分のペースで活動できない 

 フレキシビリティが減る 

 PDM により活動や時間が限定されている 

 活動に制限される。監視されており、提

出物が多い。 

 責任感が薄くなる（誰かがやってくれる

と思うから） 

 プロジェクトがどういうものだか分から

ず戸惑う（皆初心者のため） 

 意見がまとまらず、活動が停滞すること

がある 

 隊員の活動場所が重複する（ザンビア）

 隊員の派遣の継続性が保てない 

 日本人社会ができる（ザンビア） 

（相手国側） 

 先方のモチベーションを高める 

 先方からの投入を引き出す 

 関係機関の連携を促進する 

（相手国側） 

 日本人のプロジェクトという意識がある

 予算面で他のプロジェクトと同じく捉え

られる 

 

デメリットの大半がプロジェクトにより個人の自主性が抑えられることに対する意見であっ

た。その一方、「一国の保育理念を改善するためには長期的かつ広範囲な視点が必要であると感じ

るが、プロジェクトとしての枠組みがあることで、このような視点からの技術援助がしやすくな

る。（エジプト）」とプロジェクトの本来の意義を理解している隊員もいた。 

 

(7) プロジェクトを実施する場合の留意点 

 質問票調査の結果、帰国隊員及び派遣中隊員からボランティア・プロジェクトを実施する際の

留意点として挙げられた事項は以下の通り。 

 

表 3-2-11：プロジェクト実施の際の留意点 

事業サイク

ル 

留意点 

計画  時間をかけたベースライン調査が必要 

 他職種の隊員も入れる 

 政府との連携を図る 

 活動の自由度も確保する 

 開始前から先方に活動予算の確保を促す 

 相手側の事業への支援について配慮する 

 本邦研修との連携を図る 

 明確な目標と活動計画を設定する 

 確保しやすい職種を投入する 

 初の隊員は同じ隊次で入り同時にスタートし、内容を共有する 
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事業サイク

ル 

留意点 

 隊員同士を適当な距離に配置する 

 継続的な人材の確保・派遣計画を作成する（派遣の空白期間を避ける） 

 必要機械の故障時の対応や消耗品の安定的な入手について検討しておく

（前提条件） 

 前提条件が満たされていることを確認する。 

 スケジュールにある程度の余裕を持たせ、不測の事態などへの柔軟な対応

を可能にする 

実施  PDM の適切な見直しを行う 

 関係者間のコミュニケーションを維持する 

 定期的な隊員同士の技術確認を行う 

 先方上層部へのプロジェクトの進捗成果の報告を行う 

 適当なリーダーを任命する 

 引き継ぎのため後任の派遣期間を重ねる 

 引き継ぎ出来ない場合は引き継ぎノートを作成するか、他の隊員がきちん

とフォローすること 

 プロジェクトの内容について、予算面を含めて分かりやすい資料にして配

属先に提示しておく 

 専門家と協力隊の連携を図る 

 FC のマネジメント力を向上させる 

 FC、事務所、隊員がチームとして動ける体制を構築する 

 日本でもいいので、プロジェクト期間を通して相談できるアドバイザーを

置く 

評価  評価結果に基づき、継続・縮小・撤退などを適宜検討する。 

 プロジェクトの現状に対する評価は客観的かつ適切に行われるべき。 

 活動内容の状況を隊員の話を聞くなり現地を視察するなりして把握する

必要がある。 

ボランティ

ア 

事業サイク

ル 

留意点 

派遣方針の

形成、要請発

掘 

 

 FC と隊員がそれぞれの活動を把握しておくことにより、後任要請などを適

切に行う。 

 プロジェクトの目標と要請との整合性をとる。 

 プロジェクトと個人の活動が違うことも要請書に明記すべき。 

募集・選考  チームワークに適した人材を選定する 

 プロジェクトの内容に対する関心や意欲が高い人を選定する。 

 採用時にプロジェクト派遣であることを説明し同意を得る。 

 FC は学歴や CV よりも人物やコミュニケーション能力を重視して採用する

赴任前  プロジェクトの経緯、目的、内容及び期待される役割などについて、派遣

前および派遣直後に隊員に説明し、同意を得る。 

派遣中支援  赴任当初より慣れるまでの期間はプロジェクト参加を選択できるように

する。 

 

評価 

（隊員の活

動進捗・結果

の確認） 

（特になし） 
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３－３ その他グループ型派遣の評価結果 

 

前項で述べた 4案件の VP 以外に、グループ型の派遣形態を取っている事例について協力隊事務

局の担当者に聴き取りを行った。対象の案件は以下の通り。加えて、事務局関係者から聴取した

グループ型派遣に関する意見を取りまとめた結果についても述べていく。 

① バングラデシュのコンピュータ技術隊員の活動 

② ベトナム・シニアボランティア裾野産業支援 

③ インドネシアの理数科教師の活動 

④ 大洋州（パラオ、ミクロネシア、マーシャル）での小学校教諭の活動 

⑤ 水の防衛隊 

 

３-３-１ 聴き取り結果概要 

(1) バングラデシュのコンピュータ技術隊員の活動 

1) 活動の経緯 

コンピュータ技術隊員は、職業訓練校で教えていたが、訓練後の就職先が少ないため生徒にや

る気がない状態であった。職業訓練校で技術だけ教えていても労働市場が活発化しないことには

意味がないので、バングラデシュの ITセクターを盛り上げ、労働市場を活発化するような仕掛け

が必要である、という隊員の問題意識から始まった。生徒へのインセンティブとして、IT 技術者

の資格制度である ITSS（IT Skill Standard）及び ITEE（IT Engineers Examination）の導入を

試みることとなった。 

 

2) 主な活動・成果 

・ バングラデシュ及び日本の要人などへの宣伝・営業 

・ ITEE コンテスト開催：IT産業普及への啓発を行い、メディアなどにも取り上げられ大きなイ

ンパクトがあった。 

・ 情報改善：ITEE 合格率 11％を記録（アジアの ITEE 導入国に引けを取らない合格率） 

 

3) 実施体制・活動の形態 

隊員は配属先の活動とは別に ITSS/ITEE 導入へ向けた活動を行っている。事務所（主に所長）

がバックアップを行っている。事務局は、教材の著作権に関する手続き、経済産業省との調整な

どを行っている。 

 

4) 課題 

担当者が認識する課題は次の通り。 

まず、資格の導入というのは、目標が非常に高く、隊員の出来る範囲を超えている。また、JICA

ではやり切れない。どこかで ITEE 実施団体（IPA）など他の団体などにハンドオーバーする必要
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があるのではないかと考える。また、業務量が多くなり、手間がかかることが挙げられる。事務

局の担当として 300 名程度の隊員を担当しているが、バングラデシュのコンピュータ技術隊員 8

名にかかる労力が大きい。公平性が保たれているのか、疑問に思うことがある。 

 

(2) ベトナム・シニアボランティア裾野産業支援 

1) 活動の経緯 

2015 年の ASEAN 域内の関税自由化へ向け、ベトナム政府は裾野産業の育成を産業競争力強化の

ための 優先課題の一つと位置づけており、日本側も官民あげて積極的に支援してきた。こうし

た取り組みの中で、裾野産業企業に対する現場指導が求められ、シニアボランティア（SV）の派

遣が開始された。2009 年には SV3 名がフェーズ I として企業の選定、レベルチェックなどを行っ

た。ベトナム商工会議と JICA 事務所が MOU を締結し、2010 年から 2012 年までの 3年間、SVの複

数派遣が実施されている。PDM は作成されていない。 

 

2) 主な活動・成果 

 裾野産業企業の品質・価格・安定供給能力のレベルアップのための支援を行い、日系企業等セ

ットメーカー各社の現地調達率向上に貢献することを目的とする。 

3年間で達成すべき目標値として、①支援企業数 100 社、②支援企業における改善件数（累計）

500 件、③日系企業と新規取引又は取引拡大した企業数 30 社が設定されている。聴き取り時点で

は、①の支援企業数は 33社。 

業務調整が企業リストを作成、チェックリストに基づく評点を取りまとめている。それに基づ

き、モニタリングが実施されている。 

 

3) 活動の形態 

 品質管理などの SVがハノイ（10名）とホーチミン（7名）に配置され、活動を行っている。業

務調整も 1名ずつ配置されている。活動のベースはプロジェクト事務所。SV1 名が平均 3社、1社

あたり週 1～2回のペースで支援している。 

 

4) 課題 

リーダーの役割が負担となる（人間関係の調整や決定する際など）。皆、技術を有する人々なの

で、調整するのは難しい。現在は、人間関係の調整は業務調整員が行い、技術的な調整はリーダ

ーが行っている。しかし、将来的には違った立場に立つリーダーが必要だと思う。事務所のボラ

ンティア調整員も調整はできるかもしれないが、技術的には難しい。 

 

(3) インドネシアの理数科教師の活動 

1) 活動の経緯 

インドネシアで理科の教科書がないため、作ろうという話になり、結局、日本の中学の生物・

物理・化学の教科書をインドネシア語訳することになった。隊員からの発意に基づいている。 
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2) 主な活動・成果 

 日本の中学の生物・物理・化学の教科書のインドネシア語訳を行った。著作権の関係で、印刷・

製本して配布することはできないが、隊員が数ページコピーして配布することはできる。 

 

3) 実施体制・活動の形態 

 活動自体は 2006 年ぐらいから開始され、全体で 2～3 年、隊員 2 世代ぐらいかかって翻訳が終

了した。事務所からは分科会出席への交通費の支援などがあった。 

 

4) 課題 

 特に確認されなかった。 

 

(4) 大洋州（パラオ、ミクロネシア、マーシャル）での小学校教諭の活動 

1) 活動の経緯 

 パラオ、ミクロネシア、マーシャルでは小学校教諭が長年活動している。3 ヵ国で広域研修が

2004 年、2007 年～2010 年と実施され、各国共通の課題や問題点について話し合い、共通の課題や

問題について参加者が一緒に取り組む試みが行われてきた。広域研修に伴い、各国でも隊員が部

会を作り、それぞれの活動を向上させる取り組みが行われている。 

 

2) 主な活動・成果 

 3 ヵ国でそれぞれ取り組みが行われ、状況は異なる。例えば、パラオでは隊員が低学年の算数教

育の教材を作成し、全小学校（20校程度）で使用され、ミクロネシアのヤップ州でも導入された。

このように、国を超えた成果が生まれている。 

 

3) 実施体制・活動の形態 

 基本的に各隊員は配属先で個別の活動を行っている。 

 

4) 課題 

 長い協力の歴史があるため、何代も派遣されている学校に派遣されている隊員の中には、学校

の状況が改善していない現状に、いつまで協力すればいいのかと疑問に思う隊員もいるという。

そのため、成果を示すことも必要ではないか。 

 

(5) 水の防衛隊 

1) 活動の経緯 

 2008 年 5 月に開催された第 4 回アフリカ開発会議（TICAD IV）の開幕演説において、福田元首

相が水の防衛隊構想を打ち出しことに始まる。 
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2) 主な活動・成果 

・ 安全な水の確保と継続的な維持管理：水源調査、給水施設の修繕、水利用組合の支援等 

・ 衛生設備の設置・改善：衛生設備の設置や修繕、設備管理に関する人材育成等 

・ 水衛生に関する行動改善：コミュニティなどでの衛生啓発、衛生教育指導者の育成支援等 

2008 年 7 月に平成 20 年度 1 次隊が「水の防衛隊」として派遣されてから累計人数は 56 名。派

遣国は、ウガンダ、エチオピア、ケニア、セネガル、タンザニアなどである。 

各国共通の指標を設定し、半年ごとに取りまとめている。定期報告用の共通のフォーマットで

隊員は活動の実績を事務所に報告し、事務所が取りまとめて本部に報告している。 

 

3) 活動の形態 

 国によって状況は異なる。ウガンダ、エチオピア、セネガルではグループで派遣を行っている

が、基本的には共通の開発課題の下に隊員は個別での活動を行っている。 

 

4) 課題 

 関係する国が多く、また活動内容も多岐に亘っている。国ごとに目指すべき目標は設けていな

い。現在、共通の指標を取りまとめているが、取りまとめた後どうするのか、「水の防衛隊」全体

としての成果を示す指標等についての具体的な検討が行われていない。「水の防衛隊」の実施体制

は、協力隊事務局と地球環境部及びアフリカ部が主な実施部としているが、スキームとしては協

力隊事業しかない。また、技術支援体制については、地球環境部が行うことになり、支援体制の

構築が課題である。 

 

(6) その他：グループ型派遣に関する意見 

上記以外にも、ボランティア・プロジェクトやこれまでのグループ型派遣について、協力隊事

務局関係者に意見聴取を行った。その結果をまとめると以下の通り。 

 

・ 協力隊事務局ではプロジェクトをマネジメントできるような体制になっていない。 

 現在のボランティア・プロジェクトは技プロの形態を取っているが、それを協力隊事業の中で

行うことは制度上、無理があるのではないか。そもそもチームだからプロジェクトだからといっ

て特別な予算措置を行ってこなかった。予算計画なども策定していない。また、マネジメントを

行う適切な人員配置や事務所との役割分担など、プロジェクトを運営できるような体制作りを行

ってこなかった。協力隊事務局全体としてもボランティア・プロジェクトの数自体が少ないため、

マネジメントに係る経験も蓄積できていない。 

 

・ 協力隊は基本的には個人単位の活動である。 

 協力隊事業は隊員個人の発意に基づいており、活動も個人単位の活動である。成果も個人に帰

属する。したがって、個々の活動をきちんと評価すべきである。 
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・ 群のメリット・デメリット 

群は管理しようとする観点からは望ましくないが、参加する隊員にとっては自由度が高く望ま

しい。他方、デメリットとしては、現在、まとまりとして評価する知見がないことが挙げられる。

そのため、派遣計画と年次レビューを繰り返していく試みを始めた。隊員の活動を個別に見るの

ではなく、全体を俯瞰して見ることが重要である。 

 

３-３-２ まとめ 

聴き取りの結果、グループ型派遣の実際の実施方法には様々な形態があることが分かる。開始

の経緯も様々で、隊員自らの発意により自発的に開始された例、分科会の活動が発展していった

例、広域研修から発展していた例などがある。他方、水の防衛隊のように始めから計画されて派

遣された例がある。つまり、隊員の発意で活動が開始されたバングラデシュのようなボトムアッ

プの形態と、水の防衛隊のように政治的コミットメントから開始されたトップダウンの形態に分

類できる。各々のメリット、デメリットを下表にまとめる。 

一点、留意しなければならないのは、当初は隊員の発意で開始された活動であっても、開始当

初に活動していた隊員以後の隊員にとってはボトムアップとなり得ない場合があるということで

ある。そのため、隊員にとっては、トップダウンとボトムアップの違いというよりも、活動自体

の必要性を認めることができるか、納得して自主的に活動を実施できるか否か、という違いにな

ってくると考えられる。むしろ、トップダウンかボトムアップかの違いは、事業をマネジメント

する側（事務所や事務局）の予測可能性の違いである側面が大きい。 

 

 

表 3-3-1：グループ型派遣のメリット・デメリット 

 メリット デメリット 

トップダウン 

（ベトナム、水

の防衛隊） 

・ 活動が計画されている場合、継続

性が確保できる 

・ マネジメント上、予測可能性が高

い 

・ 要請との整合性が保てる 

・ 一人ではできないことが達成で

きる 

・ 隊員のやる気・同意が得られると

は限らない 

・ グループで活動する場合、人間関

係等の調整が難しい 

ボトムアップ 

（バングラデシ

ュ、インドネシ

ア、大洋州） 

・ 隊員のやる気・同意が得られる 

・ 一人ではできないことが達成で

きる 

・ 予測不可能な部分がある（隊員、

事務所、事務局が対応出来る範囲

を超える可能性がある） 

・ 元々の要請と実際の活動のギャ

ップが大きくなる場合がある 

・ 目指すべき目標が定まらない場

合がある（どこまで続けるのかの

線引きが難しい） 
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３－４ グループ型派遣全体についての考察 

4 つのボランティア・プロジェクト及びその他のグループ派遣型の評価調査の結果、共通の強

み・弱みとして明らかになったことは以下の通り。 

 

表 3-4-1：グループ型派遣の強み・弱み 

強み 弱み 

- 相手国との合意文書（M/M や MOU）締結は

コミットメントを引き出すことができる 

- 相手国の様々なレベルに対して影響を与

えることができる 

- 相手側の組織間の連携を促す 

- 目標があることで活動がしやすい 

- 隊員間で情報共有・連携できる 

- 取りまとめ役（三役）の確保が難しい 

- PDM の作成・運用が難しい 

- 期限を設定してプロジェクト実施する意

義が薄い 

- モニタリングが難しい 

- 評価する知見がない（ボランティア群） 

- 隊員の自主性が制限される 

 

以下、グループ型派遣の弱みに対して必要な対応策を述べる。 

 

(1) 取りまとめ役の確保 

マネジメントを行う人員として、フィールド調整員が配属されていたが、現在フィールド調整

員制度は廃止されている。だが、フィールド調整員が配属されていた案件であっても、調整役、

リーダー役、技術的サポーター役の三役が上手く機能していた例は確認されなかった。ラオスの

場合、市保健局に配属されていた隊員に調整役及びリーダー役が期待されていたが、隊員が隊員

を纏めるのは難しい状況であった。取りまとめ役の確保に係る課題に対し、以下の対応策が考え

られる。 

対応策①：現体制で対応可能なグループ型派遣 

ボランティア調整員が調整役、リーダー役及び技術的サポーター役の一部を担う形で、対応可

能な範囲でグループ型派遣を行う。調整員の中には、リーダー役を担うことを躊躇する調整員も

いたが、TOR に入れることで自らの職務として認識できれば、リーダー役を担うことも可能である

と考える。それが難しい場合は、大半のプロジェクトのメンバーが分科会とほぼ同様のメンバー

であることを考えると、分科会の長がグループのリーダー役を担うことも一案だと考える。 

また、技術サポーター役を調整員が担うことが難しい場合、技術顧問や事務所のセクター担当

所員、技プロの専門家などと共同でプロジェクトの方向性などの技術的な検討を行うことが必要

となる。これまで技術的な支援体制には課題が多かったため、定期的な会議開催、中間レビュー

や終了時評価以外の巡回指導などを計画的に実施することが求められる。 
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対応策②：集団性・団体性の低いグループ型派遣 

 グループでの活動が多くなるとグループに対する取りまとめ役の確保が必要となる。したがっ

て、調整員以外の取りまとめ役の確保を必要としない、つまりグループでの活動がない、あるい

は少ない、個人の成果を積み重ねることで全体の成果につながるようなグループ型派遣を行うこ

とも一案である。これまでの例で言うと、水の防衛隊の例があてはまる。 

具体的には、隊員が明確な課題や目標、モニタリングのための指標を共有し、それぞれが活動

計画の設定を行う。活動の方法、課題へのアプローチの考え方については、各隊員が独自に提案、

実践していくことで、隊員の自主性や独創性を担保することにする。そのためには、共通の課題

（開発課題など）及び目標を明確かつ適切なレベルで設定し、それに基づいた要請を上げていく

ことが求められる。 

 

(2) PDM の作成・運用 

 「ボランティア事業プロセス評価報告書（2007 年 3月）」では、PDM やそれに類する文書は、隊

員活動の方向づけ、目標設定を行う上で有益であると考えられる、とした上で、①数値目標等の

明確な指標を設定する場合は、隊員活動の自主性を確保できるよう留意する必要がある、②PDM は

カウンターパートとともに作成を行い、活動の前段階から活動内容、目標、予算や人員配分につ

いて共通認識を持っておくことが望ましい、とされていた。しかし、本調査の結果、実際にこれ

らの条件を満たしていたプロジェクトはなかった。 

また、本調査の結果、隊員及びカウンターパートに理解されていたのは PDM ではなく、プロジ

ェクト目標（大きな方向性）と活動であった。したがって、隊員活動の方向づけや目標設定を行

うために、必ずしも PDM を作成する必要はない。つまり、PDM を作成しても実質的な運用ができな

いため、作成する意義は低いという結果になった。 

対応策としては、PDM に代わるツールの使用が考えられる。本調査では、目標を記載した PDM 以

外の文書として、シリアの幼児教育の協力枠組みに関する合意書が確認された。合意書には、ビ

ジョン、目標、成果、活動などが、PDM のナラティブサマリーのような形式で記載されている。加

えて、背景、これまでの実績、モニタリングとレビューの方法、双方からの投入、費用分担、3か

年の活動計画及び隊員派遣計画が記載されている。代替策の一つとして、このような形式も考え

られる。 

また、他に考えられるのは、目的系図である。関係者全員で目的系図を作成し、大きな目標と

それに伴うアウトプットを共有する。活動については例として挙げておき、どの活動を行うかは

隊員の自主性に任せるということでも、グループ型の活動は可能であると考える。 
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(3) 期間の設定・プロジェクト化 

プロジェクトの特徴は、「一定の成果」を「一定の期間内に」達成するという、「独自性」、「有

期性」にある。しかし、4ボランティア・プロジェクトでは、期間を設定することに対する意義は

低かった。また、3件の終了時評価では、何を以って終了とするのか、その「一定の成果」が明確

ではなかった。プロジェクト終了後の方向性についても関係者間での共通認識が形成されていな

かった。本来なら、プロジェクト計画策定の前に、まず協力分野における全体計画が策定され、

その中でプロジェクトが位置づけられるはずである。3つのプロジェクトについては、プロジェク

ト期間全体の活動計画（PO）が策定されなかったことからも、協力隊事業においては、期間を設

定し、計画に基づいた活動を行うことは困難であると言える。 

対応策としては、協力の枠組み、方向性を一定期間で共有・見直し・更新することが考えられ

る。期間限定のプロジェクトという形式ではなく、相手国と協力の枠組みや方向性を合意・共有

し、その中で活動を実施していくという形式の方が適当であると考える。例として、シリアの幼

児教育分野の協力が考えられる。合意文書でボランティア事業の目的を共有し、その中で一定期

間（シリアの場合 3 年）の活動の計画を共有、期間が来たら互いに進捗を確認した上で、新たに

合意文書を結ぶ、という方法である。 

 

(4) モニタリング 

 進捗モニタリング、達成度モニタリング及びリスク・モニタリングの全てに課題が認められた。

モニタリングについては、個別派遣やグループ型派遣など派遣の形態は関係なく、モニタリング

制度全般の改善が求められている。 初に改善する点としては、収集の段階にある。現在の隊員

報告書では、断片的な情報しか得ることができず、実績の取りまとめを行うことが難しい。した

がって、まず、グループや職種ごとに共通の指標を設定し、共通のフォーマットで各隊員が定期

的に報告するなど、モニタリングの手順を決め、モニタリングの一連の流れ全てを検討する必要

がある。ただし、指標の設定には、国のモニタリング制度がある場合には整合性を取る必要があ

るなど、技術顧問などからの技術的な支援が必要である。 

 

(5) 隊員の自主性 

元々、隊員の活動のテーマ、課題や大きな目標は要請の内容として設定されている。したがっ

て、個別派遣でもプロジェクト派遣でもある程度の枠が始めから存在していることになる。 

「効果をきちんと出したいのであれば、きちんとボランティアにもどんなプロジェクトなのか

事務所から説明するべき。POMOSO（ラオスのプロジェクト）の場合、途中から隊員間で独り歩き

してしまった気がする。それでいいならいいが、結局指標もとれない、できる範囲の効果だけで

いいと言うならとくにプロジェクトにして個人の活動を縛らなくてもいいのではないかという気

もする。」という意見に代表されるように、隊員はプロジェクトという枠を与えられること自体を

問題だと捉えているのではなく、枠を与えておいたにも関わらず適切な支援や関与を行っていな
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いことを問題だと考えている。 

個別派遣とプロジェクト派遣の大きな違いは、課題へのアプローチの方法や活動のペースが決

められているか否かというところにあると言える。隊員からの意見をまとめると、課題へのアプ

ローチの方法や活動のペースは本人の資質や技量によるため、その部分は尊重すべきだ、という

ことになると考える。本調査からも、プロジェクトと個人の活動のバランスを取るため、本人が

活動に対して納得できるような環境を整え、考える時間を与えることが必要であることが示唆さ

れた。調整員の報告書中には、隊員の適応の過程（拒絶、抵抗、探究、受容など）などを踏まえ

つつ、プロジェクト活動との調整を図ることを考えている記載などもあった。隊員のサイクルと

プロジェクトのサイクルを如何に上手く適合させるか、プロジェクトのマネジメントと隊員のマ

ネジメントの両方を踏まえた、適切な支援が必要となる。 

また、バングラデシュの農村開発、中米のシャーガス病対策のグループ派遣のケースでは、ボ

ランティアの活動地域を予め決めることなく、現地訓練中に隊員の性格や得意分野、経験等を踏

まえ、プロジェクトとも相談しながら個別の活動地域を決定していたという。場合によっては、

派遣後に活動地域の決定を行うことができるような派遣形態も望ましいと考える。 

 

 

40



 
 

 
 

第４章 ボランティア・プロジェクト及びグループ型派遣の今後の方向性 

 

４－１ ボランティア事業の実施の方向性 

 

ボランティア事業のあり方や目的については、ここ10年間に様々な議論がなされてきた。事業

目的をどうとらえるか、またJICAが国毎に定めている協力方針(援助重点分野、開発課題、協力プ

ログラムなど)との関連性をどこまで求めるか、などが主な論点となってきた。平成20（2008）年

度までの流れについては、第2章、2-1グループ型派遣に関するこれまでの経緯と定義、表2-1-1：

グループ型派遣に関するこれまでの経緯と定義のとおりである。 

平成20（2008）年度の「戦略性向上のための指針‐ボランティア事業実施の手引き」において

は、ボランティア事業の質的向上、戦略性の強化のためにボランティア事業を「協力プログラム」

10の構成要素とすることとしたが、その後、ボランティア事業のもつ可能性（国際協力への関心を

もった国民に対し幅広い活動の場を提供する事業）を狭めているといった指摘や「選択と集中」

の議論の中で援助重点分野や開発課題には含まれないものの、開発途上国側からのニーズが高い

分野（職業訓練、理学療法士、作業療法士、学校教育以外のスポーツなど）への派遣が困難にな

る、といった懸念が示されるに至った。 

このような中、同年10月のJJ統合以降約半年をかけて、JICA全体で「協力プログラム」のあり

方の大幅な見直し（大幅なプログラム数の削減や質的転換）がなさされたことから、平成22（2010）

年度の「ボランティア国別派遣計画」については、従来の「協力プログラム」の構成要素として

整理する方式を改め、その上位にある「開発課題」について他の援助スキームと共有することと

した。 

「開発課題」に対してボランティア事業総体としてどのような貢献をするのかを整理すること

は、ボランティアの活動にあたって専門家、コンサルタントからの知見・助言を活用することが

可能となり、また、ボランティア側からは現場や一般住民の実態等をフィードバックすることで

我が国ODA事業が複層的に相手側の課題解決に貢献することができるなど協力の相乗効果を高め

ることを目的としたものである。 

さらに、平成23（2011）年度の「国別ボランティア派遣計画」策定に当たっては、前年度の「年

次レビュー」を併せて行うこととした。「年次レビュー」導入の概要は以下の通りである。 

 

 プロジェクト期間を前以て設定しない本事業にあっては、ボランティア事業ならではの

開発課題への貢献を年度ごとに記録し、それらを基に次年度の計画を策定していくプロ

セスを続けていくことが求められている。これは、第 3 章でも分析されている通り、ボ

                                            
10 「協力プログラム」とは、「途上国の特定の中長期的な開発目標の達成を支援するための戦略的枠組み（＝協力

目標とそれを達成するための適切な協力シナリオ）」と定義されており、ここでいう「戦略的」とは（ア）途上国

の特定の開発戦略・プログラムや我が国の援助戦略に沿った明確な協力目標を有すること、（イ）協力目標を達成

するための適切な協力シナリオを有すること、（ウ）投入にあたり複数の援助手法（技術協力、有償資金協力、無

償資金協力の手法の 適な運用を行っていること、の３つを満たすものである。（「協力プログラムの戦略性強化に

係るガイドライン（2009年7月）」より） 
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ランティア事業においては技術協力プロジェクトと同様に PDM を作成したり、期間を設

定したりすることの意義は薄いこと、モニタリングについて改善の余地が大きいことか

らも妥当なマネジメント手法であると判断できる。 

 平成 22年度の年次レビューにおいては、ボランティア事業として取組む課題 400 のうち、

JICA の設定した開発課題に合致したものは 344 と 86％を占めている。それ以外のボラン

ティアは、我が国 ODA の重点分野、開発課題には含まれないものの、相手側のニーズが

高く、かつ、日本側の人材も安定的に供給できる分野（職業訓練、理学療法士、作業療

法士、スポーツなど）である。 

 これら 400 の課題の中には、さらに派遣の目的を明確化させたグループが存在している。

あるものは JICA プログラムの構成要素となっているもの、あるものは他機関（大学、NGO、

他ドナーなど）との連携案件、地域共通課題への対応（水の防衛隊、シャーガス病対策、

理数科教育、5S など）などであり、これらについては昨今の財務省予算執行調査、事業

仕分けなどで指摘された「開発への貢献」に対する一つの有力な解答となることが期待

できる。 

 

その後、平成 22（2010）年度～23（2011）年度にかけ、「ボランティア事業実施のあり方検討委

員会」が設置され、その 終報告において、「グループ型派遣」の推進がうたわれており、これは

上記議論・実践を踏まえたものとなっている。 

このような議論を経て、現在では第三期中期計画（平成 24（2012）年度～平成 28（2016）年度）

においても、この「グループ型派遣」の推進により、開発への貢献を目指すこととしている。 

 

 

４－２ ボランティア・プロジェクトを含むグループ型派遣制度の見直しと今後の方向性 

 

以上の点を踏まえ、より協力効果が高く、ボランティア事業の特性に配慮したグループ型派遣

を推進していくという観点から、以下の通り現行の制度を見直すことが望ましいと考えられる。 

 

(1)ボランティア・プロジェクトという派遣形態について 

よりプロジェクト性の高いボランティアの派遣を推進するために、2007 年から 2008 年にかけて

新設されたボランティア・プロジェクトという派遣形態であるが、今回の調査によって、2007 年

に策定された「ボランティア事業のプログラム・アプローチ強化に関するガイドライン」を踏ま

えて計画されたボランティア・プロジェクトは、これまでに「エジプト国実技から学ぶ保育改善

プロジェクト」のみであり、かつ必ずしもガイドラインに沿った計画、運営を行うことが容易で

はないことが確認された。 

また、JICA 事業において「プロジェクト」と言った場合、通常、「技術協力プロジェクト」を示

すが、「ボランティア事業のプログラム・アプローチ強化に関するガイドライン」において、ボラ
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ンティア事業が下表の通り SWOT 分析11されている通り、派遣人数、派遣タイミングの不確実性に

加え、大半が開発事業の初心者であり、経験能力の個人差が大きいボランティア事業において、

一定期間内に一定の成果を達成することを目指す「プロジェクト」という名称を用いることにつ

いては、内部からの違和感も根強い。 

このように、今後も引き続いて、「ボランティア・プロジェクト」というプロジェクトに近似し

た形態による派遣を推進していく妥当性は高いとは言えないことから、今後は、「ボランティア・

プロジェクト」という派遣形態を廃止し、後述する通り、現行の制度を見直すことにより、新た

なグループ型派遣のあり方を模索することが望ましい。 

 

表 4-2-1：ボランティア事業の強み・弱み 

強み 弱み 

- 草の根の視点からの情報収集が可能 

- 人々との協働を基本とした直接の働きか

けが可能 

- 他事業の地域展開を強化 

- 人間の安全保障の視点 

- JICA 限りでの案件採択が可能 

- 数代に亘る長期の取り組みも可能 

- 計画変更の柔軟性 

- 相対的により多くの人数での面的な取り

組みが可能 

- 派遣人数・派遣タイミングが不確実 

- 経験・能力の個人差が大きい 

- 大半は開発協力事業の初心者 

- 異文化適応力が未知数 

- 政策・制度へのアプロー 

- 高度な技術・課題や広域への対応が困難 

 

(2)グループの捉え方とモニタリング 

今回の調査を通じて、集団性・団体性の高いグループ型派遣であるボランティア・プロジェク

トのほか、集団性・団体性の低いグループ型派遣である水の防衛隊等についても分析を行ったが、

グループとしての成果発信やモニタリングという観点から、今後は、各開発課題、または各開発

課題の下にあるサブ開発課題を「グループ」として捉えていくことが有効である。 

また、昨年度から実施している「国別ボランティア派遣計画」年次レビューを、モニタリング

のツール/機会として活用することにより、既存の枠組みの中で、成果の確認やモニタリングを行

っていくことが可能になる。このため、これまでのボランティア・プロジェクトにおいては、先

方政府との合同にて、中間レビュー及び終了時評価調査を技術協力プロジェクトにならって実施

してきたが、その事業規模にも鑑み、今後は、このようなコンサルタントを傭上した評価は行わ

ず、国別派遣計画の年次レビューで代替することが望ましい。また、青年海外協力隊事務局から

巡回指導調査団等の出張者がある場合には、「年央のモニタリングを行い、年度末のレビューに反

映させる」ことを含めていくことを調査団の派遣目的に加えるなど、モニタリングの実施体制を

強化していくことも一案である。 

なお、各開発課題、または各開発課題の下にあるサブ開発課題を「グループ」として事業運営

                                            
11 Strength（強み）、Weakness（ 弱み）、Opportunity（機会）、Threat（脅威）の頭文字を取ったものであ

り、組織のビジョンや戦略を企画立案する際に利用する現状を分析する手法の一つ。 
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をしていくためには、開発課題またはサブ開発課題について、集中と選択を図っていく必要があ

る。 

 

(3) グループ型派遣の取りまとめ役について 

前章３－４において指摘された集団性・団体性の高いグループ型派遣の場合は、グループを纏

めるという観点から、技術協力プロジェクトにおけるチーフ・アドバイザー及び業務調整員につ

いての考え方が参考になると思われる。通常の技術協力プロジェクトの場合は、規模の小さなも

のであっても、チーフ・アドバイザーと業務調整員の 2 名が配置される。しかしながら、これま

でのボランティア事業によるグループ型派遣制度においては、青年海外協力隊のチーム派遣、シ

ニア海外ボランティアのグループ派遣、ボランティア・プロジェクトのいずれにおいても、「取り

まとめ役」としての 1 名12しか派遣されてきておらず、その 1 名が、TOR の曖昧なままにチーフ・

アドバイザーまたは業務調整員の１役、または兼務による 2 役を期待されてきたと言える。この

曖昧な位置付けのため、技術協力プロジェクトにおけるチーフ・アドバイザーと業務調整員とい

う専門家体制を通じて長年に亘って JICAが蓄積してきたプロジェクト管理に関する知見や経験を、

ボランティア事業においては十分に適応できず、俗人的なグループ型派遣の運営、言い換えると、

組織としてボランティアのグループ型派遣を管理できていなかった一因である可能性がある。 

このため、今後、集団性・団体性の高いグループ型派遣を運営するにあたっては、技術協力プ

ロジェクトにおけるチーフ・アドバイザー及び業務調整員をだれが担うのかを明確にすることが

有効であり、案件に応じて、以下の人材を組み合わせることが考えられる。 

 

・チーフ・アドバイザー役を担う人材： ボランティア調整員（シャトル型にて現場を管理）、個

別専門家、シニア海外ボランティア（青年海外協力隊と組み合わせる場合）、ローカルコンサルタ

ントなどの現地人材など 

・業務調整員役を担う人材： 青年海外協力隊員（プログラム・オフィサー）、青年海外協力隊員

（プログラム調整隊員/リーダー隊員13）、シニア海外ボランティア（渉外促進）など 

 

(4) 合意文書及び PDM について 

今回の評価調査により、先方政府との合意文書の重要性はあらためて確認をされたものの、PDM

については、PCM 手法に沿った実質的な運用ができていないケースが多く、作成する意義は低いと

いう結果となった。 

このため、今後のグループ型派遣においては、例えば、添付資料３「エジプト合意文書例」の

                                            
12 青年海外協力隊事業においては、シニア隊員やフィールド・コーディネーター、シニア海外ボランテ

ィア事業においては、「渉外促進」ボランティア 
13 シニア隊員、フィールド・コーディネーターに代わる制度として、青年海外協力隊事務局において検討中の制度 
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ように、今回のエジプト「実技から学ぶ保育改善プロジェクト」中間レビューにおける合意文書

に、「ボランティア事業実施計画」の「現状と課題」及び「ボランティア事業による取り組み（協

力の方向性）」、「主な職種・指導科目」程度の情報を加えたものが例になると思われる。また、添

付資料４「マラウイ合意文書例」のように、関係機関とともに活動の在り方や方向性を整理した

ものも、エジプトの事例と同様に PDM に代替する合意文書例として考えられ、このような事例を

参考に、可能なものからグループ型派遣（または開発課題/サブ開発課題）毎に作成し活用してい

くことが望ましいと考えられる。 

また、この合意文書については、これまでのボランティア事業ではあまり重視されてこなかっ

た各グループ型派遣（または開発課題とも言い換えられる）の背景調査という観点でも重要であ

り、ボランティア要望調査を実施する際の根拠ともなり得るものであることから、各国において

多様なリソース（専門家、ODA タスクフォース等）を活用した調査を行ったうえで作成することが

求められる。 

なお、前章３－４において指摘されている目的系図についても、実際に活動を進める上で、関

係者間の自主性ややる気を引き出すため、ワークショップ等で作成することは有意義である。 

 

(5) 対象地域、期間の設定・プロジェクト化 

上述の「グループ型派遣の取りまとめ役」にも関連し、特に集団性・団体性の高いグループ型

派遣の場合については、在外実施体制に鑑みた「ボランティアの任地を散在させないような活動

地域の物理的絞り込み」を行っていくこともグループとしての活動に重要であるとの結論に至っ

ている。 

また、ボランティア事業においては、期間を設定し、計画に基づいた活動を行うことは困難で

あることが今回の評価調査によって改めて明らかになった。前章３－４においては、シリアの例

が挙げられているが、今後は、このように、期間限定のプロジェクトという形式ではなく、相手

国と協力の枠組みや方向性を合意・共有し、その中で活動を実施していくという形式の方が適当

であると考える。 

 

(6)  青年海外協力隊事務局及び在外事務所による対応 

今回の調査では、ボランティアやボランティア調整員を含めた関係者にインタビューやアンケ

ートによる調査を行ったがボランティア・プロジェクトやグループ型派遣の制度や運営について

の課題は多く指摘されたものの、複数のボランティアが共通の目標を持って活動を行うこと自体

を否定する意見は聞かれず、むしろ、グループ型派遣に派遣となっているにも関わらず、そのグ

ループに対しての適切な支援や関与が行われていないことを問題視する関係者も多かった。 

過去、チーム派遣を積極的に実施していた時代には、派遣前研修においても、チーム派遣に含

まれるボランティアに対して別途プログラムを設けて詳細な説明を実施していたこともあったが、
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現在の派遣前研修では、グループ型派遣に含まれるボランティアに対して十分にそのグループに

ついての説明がされているとは言えない状況である。今後、グループ型派遣を推進していくにあ

たっては、上述の合意文書等を用いながら、ボランティア及びボランティア調整員に対して、派

遣前のブリーフィングも含めた、適切な情報提供や意識付けを図っていく必要があり、具体的に

は、以下のような対応が適当であると考えられる。 

・青年海外協力隊事務局地域課： グループ型派遣形態（合意文書等を確認したもの）に対する

本部よりの支援の考え方をボランティアと調整員の双方に説明する。また、調整員に対しては、

調整員がすべきこと説明（例えば、国別ボランティア派遣計画へのグループ型派遣形態の盛り込

み方、個々のボランティアの活動結果を踏まえた「グループ型派遣」の各目標に向けた進捗度合

の把握など） 

・在外事務所：各事務所セクター班との情報共有を図り、上記の青年海外協力隊事務局からの説

明を踏まえた事務所の考え方をボランティアに説明する。また、国別ボランティア派遣計画に記

載された各開発課題（又はサブ開発課題）に沿ったグループ型派遣形態の活動進捗の確認や見直

しを、国別ボランティア派遣計画のレビューや調査団派遣のタイミングに併せて実施する旨を説

明する。  

 

(7) 派遣分野と地域の絞り込み 

 これまでもグループ型派遣に対しては、在外事務所及び青年海外協力隊事務局地域課としてボ

ランティア確保の優先順位を高め、優先的にボランティアが確保されるようにしてきた。しかし

ながら、例えば、理数科教師など、充足率が低い職種によっては、世界全体のニーズに対して、

合格者数が慢性的に不足しており、アジア、大洋州、アフリカといったすべての地域のグループ

型派遣に対して常に合格者を確保するのは困難な状況である。このため、例えば、理数科教師の

グループ型派遣については、アフリカ地域で優先的に実施し、合格者も優先的に派遣するなど、

地域と分野の選択と集中も求められる。また、グループとして対外的に成果を発信するためにも、

フラッグシップとなる案件を作って積極的にアピールするなどの方策も一案である。 

 

４－３ 総括 

本調査は、マラウイ、ラオス、ザンビア、エジプトにおいて実施中のボランティア・プロジェ

クト 4 案件の評価を行い、これらのプロジェクト毎の活動の実績、成果を評価、確認し、提言を

行うとともに、これら 4案件を含むグループ型派遣 について横断的な評価を実施することを通じ

て、グループ型派遣に関する課題や教訓を抽出し、今後の JICA ボランティア事業におけるグルー

プ型派遣の方向性 を取りまとめることを目的として実施した。 

1985 年に開始したチーム派遣以降、より協力効果の高いボランティア事業を目指して、グルー

プ派遣、ボランティア群、ボランティア・プロジェクトといった様々な形態でグループ型派遣の

あり方が模索され、また多くの評価分析もなされてきた。本調査では、これらの過去の評価結果
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も踏まえ、ボランティア事業の特性を考慮し、現行の制度を上手く活用しながら、いかにグルー

プとして協力効果の高い活動ができ、またグループとしての成果をとりまとめて発信できるかと

いう観点から、今後の望ましいグループ型派遣のあり方について検討した。 

詳細については、本章４－２を再度確認いただきたいが、今後は、以下の通りとすることが妥

当であるとの結論に至っている。 

 

・開発課題または、その下のサブ開発課題を新たな「グループ」の単位として捉える。 

・モニタリングについては、既存の「国別ボランティア派遣計画」年次レビューを活用して、こ

れら開発課題における「グループ」毎の成果や進捗を確認していく。 

・これまで活用を推奨されていた PDM は用いず、PDM のナラティブサマリー程度の合意文書を作成

することとするが、その際当該分野の分析等要請の背景についても記載する。 

・ボランティア派遣分野の選択と集中を進めると同時に、グループ型派遣の内容に応じて、活動

地域の検討と絞り込みを行う。 

 

 一方、このような新たな方向性を本部、在外ともに共有し着実に実行していく際の課題として

は以下のようなものがあり、その解決についてはボランティア事業会議などの場で本部、在外事

務所が十分に協議していく必要がある。 

・グループ型派遣の全派遣人数等に占める割合についての考え方の整理 

・グループ型派遣の案件形成（合意文書作成も含む）の質の向上のための方策の検討 

・在外、本部、ボランティアが共有できるグループ型派遣の案件概要表の検討 

・各部署のマネジメントキャパシティの範を超えないモニタリング体制の構築 

・グループ型派遣の取りまとめ役の考え方の整理 
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M
に
沿
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
案
件
J

・
た
だ
し

Fl
ex
ib
il
it
y
を
霊
視
す
る
た
め
、

f活
動
の
詳
翻
に
つ
い
て
は
隊
員
の
自
由
裁
量
に
よ
り
計
蔵
可
能
と
す
る
J

i
P
D
M
に
つ
き
随
時
見
直
し
可
能
と
す
る
j
と
い
っ
た
措
震
を
諺
じ
る
。

項
E

内
容

①
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

妥
約

プ
ロ
ジ
ェ

7
ト
の
聖
書
約
{
上
位
目
標
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
様
、
成
果
、
活
動
)
が
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
隊
員
の
自
治
裁
蚤
L

よ
り
計
薗
可
能
。

③
安

入
日
本
側
、
指

T
国
閣
の
投
入
計
画
が
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
固
た
だ
し
、
相
手
間
の
投
入
L
つ
い
て
下
践
は
設
定
し
な
い
。

③
協

力
期

間
協
力
期
間
古
ず
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

③
P
D
M
 

①
~
③
を
踏
ま
え
、

P
D
M
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力
の
場
合
に
は

J
O
C
V
単
独
で
作
成

j
る
必
要
は
な
い
。

務
4

⑤
隊
員
の

T
I
R

隊
員
の

T
爪

が
P
D
M
1:
基
づ
き
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
隊
員
は

P
D
M
に
定
め
る
プ
ロ
ヲ
ェ
ク
ト
目
標
、
成
果
に
沿
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

-
4
A
 ι
 

国語 剖ー
炉を

問

--
' 



平
成

2
3
年

8
月

3
1
日

M
/
M

R
/
D

P
D
M

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

マ
レ

ー
シ

ア
職

業
訓

練
校

支
援

（
S
V
）

無
無

無
無

無
随

時
4
～

7
人

派
遣

フ
ィ

リ
ピ

ン
村

落
開

発
普

及
員

（
ニ

ー
ズ

発
掘

型
）

無
無

無
無

無
2
2
-
4
次

隊
頃

か
ら

タ
イ

ベ
ト

ナ
ム

裾
野

産
業

人
材

育
成

支
援

2
0
0
9
年

9
月

～
無

無
無

無
当

初
3
年

の
派

遣
計

画

ラ
オ

ス
地

域
母

子
保

健
改

善
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2
0
0
6
年

9
月

1
日

-
2
0
1
1
年

8
月

3
1
日

(
5
年

間
)

有
無

有
有

有
（

2
0
1
1
年

5
月

）

カ
ン

ボ
ジ

ア

東
テ

ィ
モ

ー
ル

イ
ン

ド

ネ
パ

ー
ル

ブ
ー

タ
ン

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
・

感
染

症
対

策
1
9
9
9
年

1
月

～
無

無
無

有
ス

リ
ラ

ン
カ

社
会

的
弱

者
支

援
明

確
な

期
間

設
定

な
し

。
無

無
有

P
D
M
は

存
在

す
る

も
の

の
ミ

ニ
ッ

ツ
は

な
し

モ
ル

デ
ィ

ブ

中
国

モ
ン

ゴ
ル

ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ

ン
キ

ル
ギ

ス

J
V
＆

S
V
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

含
む

グ
ル

ー
プ

型
派

遣
リ

ス
ト

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
そ

の
他

グ
ル

ー
プ

型
派

遣
協

力
期

間

合
意

文
書

等

備
考

終
了

時
評

価
中

間
レ

ビ
ュ

ー

ア ジ ア

国
名

地 域



パ
プ

ア
ニ

ュ
ー

ギ
ニ

ア
フ

ィ
ジ

ー
ソ

ロ
モ

ン

バ
ヌ

ア
ツ

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア

マ
ー

シ
ャ

ル

パ
ラ

オ

サ
モ

ア

ト
ン

ガ

キ
リ

バ
ス

メ
キ

シ
コ

①
S
V
：

中
小

企
業

・
裾

野
産

業
支

援
複

数
派

遣
②

S
V
：

オ
ア

ハ
カ

州
地

場
産

業
支

援
複

数
派

遣
①

2
0
1
1
.
9
-
 
今

後
展

開
予

定
②

-
2
0
1
1
.
9

無
無

無

グ
ア

テ
マ

ラ
初

等
教

育
算

数
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2
0
0
3
.
1
0
-
2
0
0
5
.
1
2

有
（

2
0
0

4
年

1
2

月
）

無

有
（

2
0
0

4
年

1
2

月
）

2
0
0
4
年

1
1
月

 
中

米
教

育
調

査
団

2
0
0
5
年

1
1
月

 
中

米
地

域
教

育
分

野
青

年
海

外
協

力
隊

終
了

時
評

価
調

査
団

2
0
0
1
年

2
月

「
教

育
分

野
青

年
海

外
協

力
隊

教
育

分
野

巡
回

指
導

調
査

団
『

初
等

教
育

算
数

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

』
」

グ
ア

テ
マ

ラ
技

プ
ロ

「
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
フ

ェ
ー

ズ
1
・

2
と

の
緩

や
か

な
連

携
を

図
る

隊
員

派
遣

2
0
0
6
.
0
4
-
※

明
確

な
期

間
設

定
な

し

2
0
0
6

年
1
月

「
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク

2
0
0
6

年
3
月

「
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク

P
D
M
内

に
は

協
力

隊
派

遣
は

記
載

せ
ず

，
緩

や

2
0
0
7
年

7
月

算
数

指
導

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
評

価
調

査
団

（
第

一
フ

ェ
ー

ズ
）

2
0
0
8
年

7
・

8
月

算
数

指
導

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

評
価

調
査

団
(
第

一
フ

ェ
ー

ズ
)

協
力

隊
グ

ル
ー

プ
派

遣
と

し
て

の
評

価
は

実
施

さ
れ

て
い

な
い

グ
ア

テ
マ

ラ
こ

ど
も

の
健

康
/
母

と
こ

ど
も

の
健

康
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

技
プ

ロ
連

携
）

2
0
0
5
年

～
※

明
確

な
期

間
設

定
な

し
無

無
無

技
プ

ロ
で

実
施

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

特
化

し
た

レ
ビ

ュ
ー

は
無

し

技
プ

ロ
で

実
施

（
第

1
フ

ェ
ー

ズ
時

）
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
特

化
し

た
評

価
は

無
し

技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
緩
や
か
な
連
携

（
西
部
高
原
地
域
農
村
生
活
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
）

グ
ア

テ
マ

ラ
高

原
地

域
先

住
民

等
小

農
生

活
改

善
に

向
け

た
農

業
技

術
普

及
体

制
構

築
計

画
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

技
プ

ロ
連

携
）

2
0
0
8
年

～
※

明
確

な
期

間
設

定
な

し
無

無
無

技
プ

ロ
で

実
施

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

特
化

し
た

レ
ビ

ュ
ー

は
無

し

技
プ

ロ
で

実
施

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

特
化

し
た

評
価

は
無

し

技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
緩
や
か
な
連
携

（
西
部
高
原
地
域
農
村
生
活
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
）

ベ
リ

ー
ズ

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
該

当
な

し

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

職
業

訓
練

庁
（

Ｉ
Ｎ

Ｆ
Ｏ

Ｐ
）

の
工

業
分

野
Ｓ

Ｖ
グ

ル
ー

プ
派

遣
（

自
動

車
整

備
、

冷
凍

空
調

、
金

属
加

工
（

溶
接

板
金

・
機

械
加

工
）

、
 
電

気
電

子
（

電
気

・
電

子
）

の
４

分
野

６
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
指

導
能

力
向

上
）

明
確

な
協

力
期

間
の

設
定

無
し

　
（

2
0
0
3
年

～
）

無
無

無
無

無

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

保
健

医
療

関
係

隊
員

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
『

母
子

保
健

の
改

善
に

向
け

た
、

地
域

保
健

機
能

強
化

』
2
0
0
6
年

7
月

～
2
0
1
1
年

7
月

（
5
年

間
）

無
無

無
J
O
C
V
及

び
配

属
先

の
み

で
実

施

J
O
C
V
、

配
属

先
、

J
I
C
A

事
務

所
の

3
者

で
報

告
会

を
実

施

中 米 ・ カ リ ブ大 洋 州



ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

基
礎

教
育

強
化

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

派
遣

（
技

プ
ロ

「
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
フ

ェ
ー

ズ
２

と
は

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

終
了

し
た

2
0
1
1
年

3
月

ま
で

緩
や

か
な

連
携

）

2
0
0
6
年

4
月

～
当

初
は

2
0
1
1
年

3
月

ま
で

で
あ

っ
た

が
現

在
は

延
長

し
、

明
確

な
期

間
設

定
な

し
無

無
無

技
プ

ロ
で

実
施

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

特
化

し
た

レ
ビ

ュ
ー

は
無

し

技
プ

ロ
で

実
施

（
2
0
1
0

年
1
0
月

）
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
特

化
し

た
評

価
は

無
し

2
0
0
9
年

7
月

に
そ

れ
ま

で
の

「
算

数
大

好
き

！
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
派

遣
」

(
2
0
0
6

年
度

開
始

)
と

「
P
R
O
E
P
A
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」

(
2
0
0
3
年

度
開

始
)
を

融
合

し
標

記
グ

ル
ー

プ
派

遣
と

し
て

再
定

義
。

左
記

「
協

力
期

間
」

は
「

算
数

大
好

き
！

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
と

し
て

の
協

力
期

間
。

派
遣

方
針

ペ
ー

パ
ー

有
。

ニ
カ

ラ
グ

ア
初

等
教

育
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
技

プ
ロ

連
携

）
2
0
0
6
年

0
4
月

0
1
日

か
ら

2
0
1
1
年

0
3
月

3
1
日

（
5
年

間
）

※
フ

ェ
ー

ズ
２

の
準

備
中

有
有

有
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
評

価
（

2
0
0
8
年

5
月

）
有

（
2
0
1
0
年

9
月

）
左
記
記
入
内
容
は
す
べ
て
技
プ
ロ
に
つ
い
て

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
継
続
中
）

ニ
カ

ラ
グ

ア
シ

ャ
ー

ガ
ス

病
対

策
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2
0
1
0
年

3
月

～
期

間
の

設
定

な
し

無
無

無
無

無
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
緩
や
か
な
連
携



コ
ス

タ
リ

カ
中

小
企

業
支

援
2
0
0
6
年

3
月

～
2
0
1
1
年

9
月

無
無

無
無

無

無
償

資
金

協
力

施
設

第
三

国
研

修
帰

国
研

修
員

の
関

連
コ

ス
タ

リ
カ

一
村

一
品

2
0
0
7
年

3
月

～
2
0
0
9
年

3
月

無
無

無
無

無
コ

ス
タ

リ
カ

生
活

改
善

・
一

村
一

品
2
0
0
9
年

9
月

～
無

無
無

無
無

コ
ス

タ
リ

カ
職

業
訓

練
2
0
1
0
年

1
0
月

～
無

無
無

無
無

帰
国

研
修

員
の

関
連

パ
ナ

マ

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
S
V
：

職
業

技
術

訓
練

庁
グ

ル
ー

プ
派

遣
設

定
な

し
無

無
無

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

連
携

複
数

派
遣

2
0
0
5
年

5
月

～
2
0
1
0
年

5
月

無
無

無

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
環

境
保

全
型

農
業

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

連
携

複
数

派
遣

2
0
0
4
年

1
0
月

～
2
0
0
9
年

1
0
月

無
無

無

ジ
ャ

マ
イ

カ
養

護
学

校
職

業
訓

練
教

育
(
異

職
種

の
複

数
派

遣
)

無
無

無

セ
ン

ト
ル

シ
ア

セ
ン

ト
ビ

ン
セ

ン
ト

ド
ミ

ニ
カ

コ
ロ

ン
ビ

ア

1
）

「
教

科
教

育
の

改
善

支
援

」
で

の
メ

デ
ジ

ン
市

教
育

局
へ

の
J
V
複

数
派

遣
2
）

職
業

訓
練

技
術

の
向

上
支

援
で

の
「

国
立

職
業

訓
練

庁
バ

ジ
ェ

・
デ

ル
・

カ
ウ

カ
地

域
局

」
へ

の
S
V
複

数
派

遣

規
定

な
し

1
）

ボ
ラ

特
別

課
題

「
情

操
教

育
支

援
に

よ
る

青
少

年
育

成
」

内
2
）

開
発

課
題

「
国

際
競

争
力

の
向

上
に

向
け

た
基

盤
整

備
」

内
何

れ
も

法
的

枠
組

み
な

し

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
ラ

ラ
州

保
健

局
「

看
護

師
」

複
数

派
遣

規
定

な
し

法
的

枠
組

み
は

あ
り

ま
せ

ん

ガ
イ

ア
ナ

エ
ク

ア
ド

ル

「
チ

ン
ボ

ラ
ソ

県
農

村
部

に
お

け
る

生
活

向
上

支
援

」
の

一
環

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

複
数

派
遣

（
J
V
,
S
V
区

別
な

し
）

チ
ン

ボ
ラ

ソ
県

審
議

会
の

支
援

す
る

組
織

に
ボ

ラ
を

集
中

投
下

（
J
V
,
S
V
区

別
な

く
）

規
定

な
し

チ
ン

ボ
ラ

ソ
県

審
議

会
の

支
援

す
る

組
織

へ
の

ボ
ラ

を
集

中
投

下
だ

が
、

法
的

枠
組

み
な

し

ペ
ル

ー
該

当
な

し

チ
リ

な
し

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

な
し

ウ
ル

グ
ア

イ
な

し

パ
ラ

グ
ア

イ
ラ

･
パ

ス
市

総
合

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

『
P
O
E
P
Y

P
Y
A
G
U
A
P
Y
P
E
』

2
0
1
1
年

5
月

～
2
0
1
7
年

1
2
月

○
×

×
な

し
な

し
上

位
目

標
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

、
成

果
の

設
定

は
あ

る
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

パ
ラ

グ
ア

イ
ピ

ラ
ポ

市
総
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「遊びを通した学びによる保育の改善J(2008 年 9 月 ~2014 年 3m

【現状と課題】 *新たに入力した【現状と課題】 | 
基礎教育の現場では、これまで知識の詰め込みが中心となってきたため、発育

時期に応じた保育を提供することが出来ず、義務教育期におけるドロップアウト|

などの問題が生じている。

【ボフンァィア事業による取り組み(協力の方向性)】

基礎教育のうち、特に 0歳から 4歳児を対象とした幼児教育分野において支援

を行い、現地保育士に対する保育技術の向上を目指す。

【主な職種・指導科目]

派遣中:幼児教育

要請中:小学校教諭(図画工作、体育)

【関連プロク‘フム及び関連する他の事業]

特になし

(活動)

1. 隊員による保育麹(モデル簡を含む)での活動

2. 支局主催の「遊びを通した学びJに関するセミナ-

3. 支局主催の保青土トレーナー養成石刻彦 (TOT)

4 支局によるモデル箇の強化

5. r遊びを通した学び」に対する保護者の理解促進:保護者向けセミナ一、「お便りJの

配布など

6. r遊びを通した学びJIこ関する教材(アイデア祭など)の開発・全27県への配布

7 支局による保育園視察

8. 本邦liJH彦・広域E別~の参加者への事前"率後フォロー

(プロジェクト期間内に達成する毘標)

5県の現地保育士により、遊び(歌、ごっこ遊び、運動、お話、製作)が実践されるように

なる
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PAPER 

PRESENTED 

AT 

CLUSTER MEETING 

Developed by 

Ernest Matengo 

Senior Education Methods Advisor 



INTRODUCATION 

The project of Strengthening Mathematics and Science in Secondary 

Education (SMASSE) has been rolled out nation wide. AII Mathematics 

and Science teachers will be trained in the ideologies of PLAN， 00， SEE 

and IMPROVE (POSI) and ACTIVITY， STUOENT聞 centred，EXPERIMENT 
and IMPROVISATION (ASEI). 

In-service trainings (INSξTs) will be conducted annually at four INSET 

centres namely Lilongwe Girls'， Oedza， Namitete， Mchinji secondary schools. 
But these activities are only organized at Oivision level， they do not go up to 

grassroots' level i.e. there are no other activities to support SMASSE at 
cluster level. 

Two selected divisions namely Central West Education Oivision (CWEO) 

and South East Education Oivision (SEEO) together with Japan Overseas 

Cooperation Volunteers (JOCV) have embarked on strengthening SMASSE 

activities in some selected clusters within these divisions. In CWEO， three 
clusters， namely Mwatibu， Nsalu and Bilira have been selected to spearhead 
these activities at cluster level. 

RATIONAL 

Since CWED and SEEO have been chosen to work with JOCV volunteers in 

supporting SMASSE activities as pilot divisions， there is need to have 

meeting in these clusters with all stakeholders (Headteachers). These 

meetings will therefore act as a starting point in our division and also to 

sensitize all the stakeholders about these activities. 

OBJECTlVES 

By the end of the meeting， the following objectives 
will be achieved:嗣

i. Headteachers will be sensitized on how these activities will be carried out 

in their cluster with technical support from JOCV volunteers. 

ii. The cluster will come up with their plan of operation 



CLUSTER SET UP 

Each selected cluster can have two JOCV volunteers but located at two 

different schools; one at a cluster leader school and another at one of the 

schools within the cluster. The two teachers will be of di恥 rentsubject 

combination in their subjects of teaching and they will perform the following 
tasks:-

i. Teaching at their host school and be given a light teaching load. 

ii. Give technical support to teachers within the clusters through lesson 
observations and peer teaching. 

iii. Support cluster INSETs by coming up with areas which need 

impr.ovements. This will be done together with SMASSE divisional trainers 

and subject coordinators from within the cluster. 

Activity 1 

In most cases activities such as these are difficult to sus伺in，if you recall， 

C'Iuster activities have been there and were at climax when DANIDA v悶 S

supporting these clusters but phased out naturally once it pulled out. 
Suggest ways how these cluster activities can be sustained. 

To sustain these activities， there is need to have a steady in flow of 

resources which will， among others， cater for the followings:-

i. Travel expenses of teachers within the cluster 

ii. Teaching and learning resources during cluster INSETs 

It is also important to organize these INSETs in a cost effective manner. 

One day INSETs are encouraged because participants do not require 

accommodation. 



CONCLUSION 

After INSETs are conducted at division level， serious efforts should be made 

to follow up if those trained teachers are indeed implementing what they will 

learn apart from M&E and inspection activities which only target few schools. 

And these activities will be done for evaluation purposes of the SMASSE 

project. This means teachers might not get maximum support from those 

responsible such as Division EMAS hence problems faced by teachers in 

classrooms might not be known. 

Cluster activities if enhanced， will promote school networking as well as 

improve mathematics and science teaching in our clusters. For this to work 

there is need of cooperation among school managers as well as subject 

teachers. School managers， led by Cluster Leader School Headteacher， 
should suppoはtheseactivities wholeheartedly through provision of required 

resources. 



SAMPLE FLOW TO CONDUCT CLUSTER INSET 

Headteachers Meetin.e:: 

to discuss Subject INSETs at Cluster Level (can be meaningful? 

successful? any challenges? Then decide to do or not) 

....0--Jf均s

to discuss logistics [frequency (subject each or together?). 

target (for all (science) teachers ). 

budgeting (allowances. school contribution etc.)…J 
to select subject coordinat冶rs(SMASSE Divisional Trainers? 

qualified teachers or teachers in DCE Program 

with some teaching experience. They have to show high level 

oif dedication and commitment to duties ) 

v 
Headteachers and Subiect Ooordinators Pre-INSEγMeetin.e:: 

to口rientsubject coordinators to Cluster Subject INSETs 

[explanation of rol邑sof the subject coordinatorsJ 

1. identify challenges/problems in the subjects 

2. Plan subject INSETs 

3. Conduct subj巴ctINSETs 

必←Submi:La品田p.o仁仁to-tl:le-CJuste仁.Leade仁everytime-一一一

(5. Share Cluster Activities with other clusters if possible) 

to schedule the 1 st INSET 

t:0 select topics in the 1 st INSET 

~ 
Gluster Subiect INSET: 

Opening remarks by the cluster leader school head 

Z
巾

va
↓
巾
『
司
4
4Headteachers and Subiect Ooordinators Review Meetin.e:: 

to review the INSET with the su凶ectcoordinators' & finance rち

to plan for the next term (schedule. topics. SChClOI contribution etc.) 
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略 語 表 

略語 英文 和文 

ADD Agriculture Development Division 農業開発局 

AI Artificial Insemination 人工授精 

AIT Artificial Insemination Technician 人工授精師 

ASWAp Agriculture Sector Wide Approach 農業セクターワイドアプローチ 

CREMPA 
Central Region Milk Producers 

Association 

中部酪農組合 

DAHLD 
Department of Animal Health and 

Livestock Development 

家畜衛生及び畜産開発局（畜産

局） 

DANIDA 
Danish International Development 

Assistance 

デンマーク国際開発援助活動 

DAO District Agricultural Office 県農業事務所 

FAIT 
Farmer Artificial Insemination 

Technician 

農民人工授精師 

FICA 
Flanders International Cooperation 

Agency 

ベルギー・フランダース政府国際

協力庁 

FIDP Farmer Income Diversification 

Programme 

農家収入多角化プログラム（欧州

委員会支援のプログラム） 

JCC Joint Coordinating Committee プロジェクト合同調整委員会 

JFY Japanese Fiscal Year 日本の会計年度 

JICA Japan International Cooperation 

Agency 

独立行政法人国際協力機構 

JOCV Japan Overseas Cooperation Volunteers 青年海外協力隊 

LN Liquid Nitrogen 液体窒素 

M/M Minutes of Meeting 協議議事録 

MGDS 
Malawi Growth and Development 

Strategy 

マラウイ成長と開発戦略（国家中

期開発計画） 

MK Malawi Kwacha マラウイ・クワチャ（通貨） 

MoAFS 
Ministry of Agriculture and Food 

Security 

農業食糧安全保障省 

NAIC 
National Artificial Insemination 

Center 

国立人工授精センター 

NAIS 
National Artificial Insemination 

Scheme 

国立人工授精センター（古称） 

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 

PD Pregnancy Diagnosis 妊娠診断 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリ

クス 

PSC Project Steering Committee プロジェクト運営委員会 

SHIMPA 
Shire Highlands Milk Producers 

Association 

南部酪農組合 
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SSLPP 
Small Scale Livestock Promotion 

Program 

小規模畜産向上プログラム（NGO）

VP Volunteer Project ボランティア・プロジェクト 

WWS World Wide Sires, ltd. 

ワールドワイドサイアーズ社（主

に凍結精液販売を行う米国の会

社） 
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Ⅱ-1-4 
 

 

写     真 

 

   

JICA マラウイ事務所での事前協議   大柿隊員の巡回指導先の農家の様子 

 

 

   

NAIC でのインタビューの様子    供与機材の液体窒素保存容器（NAIC） 

 

 

   

佐藤隊員の活動現場の様子（ミコロングウェ） ムワンザ DAO でのインタビューの様子 
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  沼川隊員の巡回指導先の農家の様子    プロジェクトにより養成された FAIT（左側） 

 

 

   

畜産局長へのインタビュー          JCC で発表する畠隊員の様子 

 

 

    

JCC の様子                 ミニッツ署名 
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第１章 評価調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 

 

1-1-1 調査団派遣の経緯 

ボランティア・プロジェクト（VP）は、ボランティア要望調査の段階でプロジェクトチーム

としての活動を想定し、各ボランティアがプロジェクト目標や活動計画を共有して活動するこ

とを意図した事業形態である。このため、プロジェクト毎に先方政府との合意文書を交わすほ

か、PDM を採用する等、より技術協力プロジェクトに近似した協力形態として実施している。 

 現在、マラウイを含む、エジプト、ザンビア、ラオスの 4 カ国において実施中の VP に関し

て先方政府との合同評価が 2011 年中に予定されていることから、個別のプロジェクト評価に

加え、VP 全体に対して一貫した評価を行うことを通じて、VP に関する共通の課題や教訓を抽

出し、今後の JICA プログラムにおけるボランティア事業の位置付けやプログラムの運営に関

して知見を取りまとめることが必要となっている。 

 

マラウイで実施中の「農民人工授精師養成計画」は、家畜飼育隊員の派遣を主な投入とした

VP として、「研修を受けた農民人工授精師により人工授精業務が提供される」ことをプロジェ

クト目標として実施している。農民人工授精師育成のための研修は、実施計画からは遅れてい

るものの、農業省畜産局の予算で人工授精研修６回、妊娠診断研修５回が実施され、これまで

に 60 人の農民人工授精師が誕生し、協力隊員やそのカウンターパートなどの支援を受けなが

ら、各地で人工授精サービスを提供や人工授精サービスの啓発等の活動を行っている。既にこ

れらの人工授精師が授精した牛から子牛が誕生しており、その子牛の大きさに喜んでいる畜産

農家もある。 

しかし、プロジェクト開始後順調に始まったかにみえた液体窒素の配布は、2008 年 10 月以

降、PDM の前提条件である液体窒素の生産が、装置の故障という予期せぬ事態で中断しており、

各地で活動を始めた農民人工授精師に凍結精液を供給できない状況が続いている。 

 

1-1-2 調査団派遣の目的 

（１）調査時点までのプロジェクト進捗を、PDM を元に確認し、実績評価、実施プロセス評価

及び評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から評価を行うとと

もに、今後のプロジェクト活動に対する提言を行う。 

 

（２）本プロジェクトの評価に加え、VP 及び「ボランティア群」としての活動に関する共通の

課題や教訓を抽出するため、同国において「グループ派遣1」として実施している「北部 HIV/

エイズサービス強化」及び「Essential Health Package(EHP)サービスデリバリー強化」の運

営状況についての確認を行う。

                                            
1 旧チーム派遣、旧グループ派遣は、ボランティア・プロジェクトに統合されたが、現地では、複数の隊員

が、特定の地域において、PDM などの計画に基づいて活動する形態について、便宜上、「グループ派遣」と

いう呼称を用いている。  
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1-2 調査団構成 

（１）総括・家畜飼育技術：齋藤博（国際協力専門員） 

（２）協力企画：佐々木大吾（青年海外協力隊事務局 アフリカ・中東課 職員） 

（３）評価分析：山田順子（コーエイ総合研究所 研究員） 

 

1-3 調査日程 

 別添資料１を参照。 

 

1-4 主要面談者 

別添資料２を参照。 

 

1-5 評価の方法 

本調査は、日本側及びマラウイ側の合同評価として、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」

（2010 年 6 月）に基づき、①プロジェクト･デザイン･マトリックス（PDM : Project Design 

Matrix）に沿ってプロジェクトの現状把握・検証、②評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、

インパクト、持続性）に基づく分析、③総合評価及び提言･教訓の導出、の段階を踏んで実施

した。本調査では、プロジェクトの現状・実績に基づき、評価 5 項目の中でも特に有効性（事

業効果の達成状況）を総合的に検証する。インパクト及び持続性は、見込みについて検証を行

った。本調査で使用した評価 5 項目の定義は下表の通りである。 

 

表 1-5-1 評価 5 項目定義 

評価基準 定義 

1. 妥当性 プロジェクトと、ターゲットグループ・相手国・日本及び JICA の優先

度ならびに政策・方針との整合性の度合い。 

「プロジェクト目標」や「上位目標」が相手国及び受益者のニーズに

合致しているか、相手国の政策及び日本の援助政策との整合性はある

か等を確認する。 

2. 有効性 

 

プロジェクトの目標の達成度合いを測る尺度。 

「プロジェクト目標」はどの程度達成されているか、あるいは達成さ

れる見込みがあるか、プロジェクトの「アウトプット」が「プロジェ

クト目標」達成に貢献しているかどうかを確認する。 

3. 効率性 

 

「投入」に対する「アウトプット」（定性ならびに定量的）を測る。 

プロジェクトの活動が も効率的な方法で行われたか、「投入」及び「活

動」が「アウトプット」の達成に有効に活用されているか等を確認す

る。 

4. インパクト 

 

プロジェクトの実施によって直接または間接的に、意図的または意図

せずに生じる、正・負の変化。プロジェクトが、地域社会・経済・環

境ならびにその他の開発の指標にもたらす主要な影響や効果を含む。 
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5. 持続性 

 

プロジェクトによる支援が終了しても、プロジェクトによる便益が継

続するか、プロジェクトによって発現した効果が持続していく見込み

があるかどうかを確認する。 

（出典:「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」（2010 年 6 月）を参考に調査団作成） 

 

調査結果は「合同終了時評価調査報告書」として取りまとめ、2011 年 4 月 4 日に開催された

合同調整委員会（JCC : Joint Coordinating Committee）において、別添資料３の協議議事録

（M/M : Minutes of Meetings）の一部として内容の確認、協議及び合意を経て、翌日（2011

年 4 月 5 日）署名した。 

本調査においては、まず、プロジェクト開始に際し締結された M/M（2006 年 11 月 13 日署名）、

PDM（version 1 : 2006 年 11 月 13 日署名 M/M 付属）、PDM（version 2 : 2008 年 9 月 19 日改

訂）、PDM（version 3 : 2010 年 7 月 16 日改訂）、プロジェクト進捗状況報告書（1～4 回）、フ

ィールド調整員及び隊員報告書、JCC 議事録、その他関連資料から本プロジェクトに関連する

基本的な情報を入手した上で、具体的な調査項目を列挙した評価グリッド（別添資料４参照）

を作成した。 

評価グリッドに従って、文献レビュー、協力隊員およびカウンターパート等に対する質問票

調査及びインタビュー、現場視察（農家等）を実施し、データ・情報の収集及び分析を行った。

質問票調査、インタビュー、現場視察の対象は下表の通り。 

 

表 1-5-2 調査方法・対象・主な調査項目 

調査方法 調査対象 主な調査項目 

質問票調査 協力隊員（4 名に配布、内 4 名が

回答） 

ボランティア調整員 2 名 

カウンターパート及び関係者 

（23 名に配布、内 17 名が回答）

 活動進捗、アウトプット・プロジェクト目

標・上位目標の達成状況（評価 5 項目関連

事項） 

 プロジェクト実施プロセス 

 促進・阻害要因 

 正・負のインパクト 

インタビュ

ー 

派遣中協力隊員 4 名 

帰国協力隊員 2 名 

ボランティア調整員 

カウンターパート 

 活動進捗状況 

 プロジェクト実施の促進・阻害要因 

 農民人工授精師、人工授精、飼養管理等の

現状 

 ボランティア・プロジェクトの課題等 

 今後の活動、方向性について 

農民人工授精師  人工授精など活動の状況 

 機材の活用状況 

 プロジェクトに関する意見 

酪農家 

他ドナー（FICA、FIDP） 

酪農組合（中部、南部） 

 人工授精実施状況 

 農民人工授精師や人工授精に関する意見 

 プロジェクトに関する意見 

現場視察 農業開発局、県農業事務所  人工授精関連機材の状況 

ミコロングウェ牧場国立人工授  人工授精関連施設・機材の状況 
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精所  種牛の飼養管理状況 

酪農家  人工授精により産まれた子牛の状況 

 牛の飼養管理状況 

民間の農場 

酪農組合（中部、南部） 

 人工授精実施状況 

 液体窒素製造機の状況 

 

1-6 プロジェクト概要 

1-6-1 プロジェクト実施の背景 

マラウイにおける家畜の飼養頭数は過去 20 年の間に、豚、山羊、羊、鶏は増加しているが、

牛は 1980 年代とほぼ変わらず約 90 万頭である。また、1 人あたりの年間牛乳消費量は５リッ

トルであり、サブサハラ諸国平均の 15 リットルや FAO が推奨している 200 リットルを下回っ

ている。牛乳消費量の半分は輸入に頼り、牛肉の輸入も増加している。マラウイの開発計画で

ある Malawi-PRSP では、過去の畜産政策は疾病対策を強調しすぎ家畜生産についての政策がお

ろそかだったこと、民間活力の未利用、家畜の盗難などのために家畜の減少や僅かな伸びしか

みられなかったことを指摘し、家畜生産の強化を課題としている。また、Malawi Growth and 

Development Strategy の中で、国内需要に見合うように家畜生産性を向上させ、家畜の輸入を

減少させることが記載されている。人工授精は牛の乳量や体重を増加させるために有効な手段

であり、前述のような問題を解決するために、Ministry of Agriculture and Food Security

（以下農業省）から JICA マラウイ事務所へ、牛の人工授精の普及に係る協力が要請され、2006

年 11 月にボランティア・プロジェクト「農民人工授精師養成計画」の実施にかかるミニッツ

が署名された。 

なお、人工授精分野での JICAの協力は、1995年から 2005年まで、農業省 Department of Animal 

Health and Livestock Development（以下畜産局）ミコロングウェ牧場国立家畜人工授精所に

長期専門家２人、短期専門家２人、シニア隊員１人、協力隊員２人を派遣し、人工授精用精液

製造への協力を行った。また、全国８か所ある農業開発局のうち３か所へ協力隊員を計６人派

遣し、人工授精の普及に個別に支援をしてきた。こうした協力でプロジェクトが開始された

2006 年には、畜産局独自で凍結精液の製造を行っており、普及に向けた基礎作りが進んでいた。 

プロジェクト活動は PDM にそって実施されており、５年間に８回ずつの人工授精研修と妊娠

診断研修で 86 人の農民を人工授精師として養成し、この農民人工授精師を農業省職員と協力

隊員が現場で支援する計画である。農業省職員の中にも人工授精師は存在するが、他の業務と

の兼任や会議などで、牛の発情に合わせて農家に駆けつけることが難しく、また転勤などで業

務の継続性が確保できないなどの問題があるため、養成された農民人工授精師はそれぞれの地

域で人工授精サービスを提供し、牛の乳量や体重の増加を通じて農家の収入向上や栄養改善に

貢献することになる。また同時に農業省は人工授精事業実施体制を強化する計画になっている。 

研修は実施計画からは遅れているものの、農業省畜産局の予算で人工授精研修６回、妊娠診

断研修 4 回が実施され、これまでに 60 人の農民人工授精師が誕生し、協力隊員やそのカウン

ターパートなどの支援を受けながら、各地で人工授精サービスを提供している。既にこれらの

人工授精師が授精した牛から子牛が誕生しており、その子牛の大きさに喜んでいる畜産農家も

多い。 

しかし、プロジェクト開始後順調に始まったかにみえた液体窒素の配布は、2008 年 10 月以
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降、PDM の前提条件である液体窒素の生産が、装置の故障という予期せぬ事態で中断しており、

各地で活動を始めた農民人工授精師に凍結精液を供給できない状況が続いている。 2009 年

10 月には協力隊事務局から中間モニタリング調査団が訪れ、マラウイ側と合同でモニタリング

を実施した。その中で、プロジェクトは実施計画に沿ってボランティアとカウンターパートら

により、堅実に活動が実施されていることが評価された一方、液体窒素の不足が問題点として

指摘された。また、農民人工授精師会議の開催と、十分に活動できていない農民人工授精師に

対する支援などが提言されている。  

 

1-6-2 プロジェクト概要 

  

プロジェクト概要は以下の通りである。なお、PDM 等については、協議議事録（添付資料３）

を参照されたい。 

 

（１）プロジェクト名：農民人工授精師養成計画（Farmer Artificial Insemination Technician 

Foster Project） 

 

（２）上位目標：牛の生産性が高くなる（指標：乳量および体重の増加） 

 

（３）プロジェクト目標：研修を受けた農民人工授精師により人工授精業務が提供される 

 

（４）アウトプット 

１）農民人工授精師が研修を受ける 

  ２）人工授精業務体制が強化される 

 

（５）活動：以下の番号は PDM の活動に沿っている。 

  １－１．農民組織が人工授精研修へ参加する農民を選出する 

  １－２．選出された農民に人工授精研修を実施する（５年間で８回開催。１回の受講者は

12 人、5 年間で 96 人が受講。96 人中 9 割が試験に合格すると想定し 86 人を人工

授精師として認定。） 

  １－３．農民人工授精師に妊娠診断研修を実施する（５年間で８回開催。人工授精研修終

了後６ヶ月毎に開催。上記の人工授精研修で認定された 86 人が対象。） 

  １－４．農民組織会議を開催する 

  １－５．人工授精マニュアルを作成する 

  ２－１．農民人工授精師を現場で支援する 

  ２－２．定期会議を畜産局、農業開発局、人工授精師で開催する 

  ２－３．凍結精液と液体窒素の効果的な配布制度を確立する 

  ２－４．人工授精報告書の管理を強化する 

  ２－５．農民人工授精師の実績を評価する 

  ２－６．人工授精師名簿を作成する 

  ２－７．人工授精機材の管理をする 

  ２－８．人工授精の消耗品を導入する仕組みを確立する      
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（６）ターゲットグループ 

  １）農民組織から推薦された農民（研修に合格した 86 人が直接のターゲットであるが、

この 86 人の農民人工授精師が、近隣 50 農家ずつに人工授精を提供するという想定で、

4,300 を直接の裨益農家数と試算している。） 

  ２）農業省職員 

 

（７）対象地域 

  １）人工授精研修および妊娠診断研修の受講者は全国から受入 

２）協力隊員が活動する地域は以下の農業事務所管内および牧場 

   ①カロンガ農業開発局（Agricultural Development Division  : ADD） 

   ②サリマ県農業事務所（District Agriculture Office : DAO、RDP という古称も使われ

る） 

   ③ゾンバ県農業事務所 

   ④ムワンザ県農業事務所 

   ⑤畜産局ミコロングウェ牧場 － 2010 年７月に追加     

 

（８）実施機関 

  １）農業省畜産局 

   Ministry of Agriculture and Food Security  

   Department of Animal Health and Livestock Development (DAHLD)  

   フィールド調整員（後にボランティア調整員）用執務室あり 

  ２）農業省畜産局ミコロングウェ牧場国立家畜人工授精所 

   Mikolongwe Farm, National Artificial Insemination Center (NAIC) 

   プロジェクト開始時は Center ではなく Scheme 

   プロジェクトマネージャー勤務先、凍結精液および液体窒素を製造 

  ３）研修受講者を管轄する全国の関連農業事務所 

   農業開発局、県農業事務所、普及所など 

  ４）研修実施施設 

   農業省ツチラ研修所 Thuchila Farm Institution 

   畜産局ミコロングウェ牧場ツチラ分場に隣接 

 

（９）協力期間：2006 年 11 月 13 日～2011 年 11 月 12 日（５年間）  
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第 2 章  評価結果 

2-1 投入実績 

2-1-1 マラウイ側投入実績 

(1) カウンターパート 

2011 年 3 月時点で、11 名がカウンターパートとして配置されている。プロジェクトダイレク

ターは農業省畜産局長、プロジェクトマネージャーは畜産局国立人工授精センター（NAIC : 

National Artificial Insemination Centre）所属の国家人工授精コーディネーターである。

カウンターパートの詳細は協議議事録（添付資料３）の Annex 3 の通り。 

 

(2) 施設・機材の提供 

プロジェクトに事務所（ボランティア調整員の執務室）が提供されている。また、協力隊員に

も各々執務スペースが提供されている。機材については、人工授精サービスに必要な資機材（ビ

ニール手袋、人工授精器用プラスチックカバーなど）が、マラウイ側から提供されている。マ

ラウイ側提供機材の詳細は協議議事録（添付資料３）の Annex 4 の通りである。 

 

(3) 人工授精関連業務費 

農業省畜産局側からは、人工授精に関連する業務費として、2007 年から 2011 年 3月まで、12,303

千円（22,410,000 MK2）の支出があった。詳細は下表の通り。 

 

表 2-1-1 人工授精関連業務費 

年 

項目 

2006 

参考 

2007 2008 2009 20103 2007-2010

合計 

凍 結 精 液 製

造 

2,500,000 3,000,000 3,000,000 3,000,000 0 9,000,000

研修 0 1,000,000 1,600,000 800,000 1,310,000 4,710,000

液 体 窒 素 配

布 

150,000 200,000 300,000 0 0 500,000

液 体 窒 素 製

造機修理 

1,500,000 0 1,300,000 0 5,900,000 7,200,000

自転車 0 0 1,000,000 0 0 1,000,000

合計（MK） 4,150,000 4,200,000 7,200,000 3,800,000 7,210,000 22,410,000

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

2-1-2 日本側投入実績 

(1) 協力隊員及びフィールド調整員・ボランティア調整員 

PDM での規定上、プロジェクト開始当初から 12 名の協力隊員と 2 名のフィールド調整員・ボラ

ンティア調整員が派遣されている。その他、家畜飼育分野の協力隊員として 5 名が派遣されて

                                            
2 1 MK= 0.549 円（2011 年 3 月 JICA 統制レート）  
3 2011 年 3 月 1 日現在  
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おり、プロジェクト活動に直接及び間接的に貢献してきた。したがって、PDM 対象外の 5 名の

協力隊員についても本調査に含めることとし、計 17 名の協力隊員を本調査の対象とすること

とした。2011 年 3 月時点における派遣実績の詳細は協議議事録（添付資料３）の Annex 5 を参

照のこと。 

 

(2) 機材供与 

2011 円 3 月時点までに、7,902 千円（14,394,763 MK）相当の機材が日本側から供与されてい

る。日本側供与機材の詳細は協議議事録（添付資料３）の Annex 6 の通りである。 

 

(3) 現地業務費 

日本側支出の現地業務費は、プロジェクト開始以降 2011 年 3 月時点までの累計で 4,450 千円

（8,106,821 MK）となっている。詳細は下表の通りである。 

 

表 2-1-2 現地業務費 

会計年度 

Item 

2007 2008 2009 20104 2007-2010

合計 

会議・研修費 0 0 0 5,096,821 5,096,821

活動経費 800,000 1,300,000 900,000 10,000 3,010,000

合計（MK） 800,000 1,300,000 900,000 5,106,821 8,106,821

（出所：プロジェクト提供データ） 

                                            
4 2011 年 3 月 1 日現在  
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2-2 活動実績 

PDM（version 3）と照らし合わせて活動の進捗を確認した結果、人工授精研修及び妊娠診断研

修の実施に遅れが見られるものの、概ね活動計画に沿って活動が実施されてきたことが確認さ

れた。活動計画と実際の活動実施状況は協議議事録（添付資料３）の Annex 7 を参照のこと。

アウトプット１及びアウトプット 2 の活動の実績は各々以下の通りである。 

 

2-2-1 アウトプット 1 の活動の実績 

本プロジェクトにおいて期待されるアウトプット 1 は、以下の通り。 

 

アウトプット 1：農民人工授精師が研修を受ける。 

 

そのために計画された活動及び本調査において確認された実績を下表に示す。 

 

表 2-2-1 アウトプット 1 の活動実績 

活動 実績 

1-1 農民組織が人工授精研修へ参加

する農民を選出する。 

 68名の農民が農民組織により選出された。 

1-2 選出された農民に人工授精研修

を実施する。 

 6回の人工授精研修が実施された。 

1-3 農民人工授精師に妊娠診断研修

を実施する。 

 5回の妊娠診断研修が実施された。 

1-4 （人工授精研修後に）農民組織

会議を開催する。 

 57名の農民人工授精師が農民組織会議を

1,822回開催した。 

1-5 人工授精マニュアルを作成す

る。 

 協力隊員により人工授精マニュアルのドラフ

トが作成された。 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

上記に示すように、アウトプット１の主な活動は人工授精研修と妊娠診断研修である。研修は

農業省ツチラ研修所にて合宿制で実施されている。研修期間は、人工授精研修は 3 週間、妊娠

診断研修は 2 週間である。人工授精研修では研修の 後に理論及び実技試験を行い、試験に合

格したものを農民人工授精師として認定している。また、認定された農民人工授精師のみを対

象に妊娠診断研修を実施し、同様に理論及び実技試験を行っている。各々の研修の日程、受講

者数、合格者数は表 2-2-2 及び 2-2-3 の通りである。 

 

表 2-2-2 人工授精研修 

日程 受講者 合格者 合格率（％） 

第 1回 2007 年 3 月 26 日～4 月 13 日 14 名 11 名 79％ 

第 2回 2007 年 6 月 11 日～29 日 12 名 10 名 83％ 

第 3回 2008 年 6 月 11 日～29 日 9 名 8 名 89％ 

第 4回 2008 年 11 月 17 日～12 月 5 日 10 名 10 名 100％ 
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第 5回 2010 年 5 月 6 日～26 日 11 名 10 名 91％ 

第 6回 2010 年 8 月 26 日～9 月 15 日 12 名 11 名 92％ 

合計 68 名 60 名 88％ 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

表 2-2-3 妊娠診断研修 

日程 受講者 合格者 合格率（％） 

第 1回 2008 年 1 月 21 日～29 日 7 名 5 名 71％ 

第 2回 2008 年 5 月 12 日～20 日 10 名 9 名 90％ 

第 3回 2009 年 2 月 23 日～3 月 1 日 5 名 5 名 100％ 

第 4回 2009 年 9 月 28 日～10 月 9 日 10 名 10 名 100％ 

第 5回 2011 年 1 月 24 日～2 月 4 日 9 名 9 名 100％ 

合計 41 名 38 名 93％ 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

研修は協力隊員とマラウイ側講師により実施されている。下表の通り、マラウイ側研修講師は

全員、人工授精関連の本邦研修を受講しており、本邦研修で学んだ知識や技術がプロジェクト

の人工授精及び妊娠診断研修の実施に活用されている。 

 

表 2-2-4 マラウイ側研修講師の本邦研修受講実績 

氏名 所属 本邦研修 研修期間 

A. E. Chimwenje 畜産局ミコロングウェ

牧場 

牛人工授精普及シス

テム 

2007 年 5 月 23 日~8 月

18 日 

A. M. Banda 畜産局ミコロングウェ

牧場 

凍結精液製造 2000 年 5 月 6 日~2001 年

3 月 2 日 

E. M. Mwanandiye 農業灌漑省.・ブンブエ

酪農組合 

牛育種・人工授精 1999 年 5 月 5 日~8 月 22

日 

Helex Thomas 

Msopa 

カロンガ農業開発局 牛育種・人工授精技

術 

2001 年 4 月 22 日~8 月

12 日 

I. Mboma 畜産局ミコロングウェ

牧場 

牛人工授精普及シス

テム 

2009 年 5 月 19 日~8 月

15 日 

Lawrence 

Kanyimbo 

ムズズ農業開発局 小規模畜産経営指導

者養成 

2009 年 7 月 2 日~7 月 31

日 

（出所：プロジェクト提供データ） 

 

2-2-2 アウトプット 2 の活動の実績 

本プロジェクトにおいて期待されるアウトプット 2 は、以下の通り。 

 

アウトプット 2：人工授精業務体制が強化される。 

 

そのために計画された活動及び本調査において確認された実績を下表に示す。 
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表 2-2-5 アウトプット 2 の活動実績 

活動 実績 

2-1農民人工授精師を現場で支援す

る。 

 日常の活動として、協力隊員とカウンターパ

ートが農民人工授精師への支援を現場で行っ

ている。 

2-2農業省畜産局、農業開発局、人

工授精師で定期会議を開催す

る。 

 JCC及びプロジェクト運営委員会（PSC: 

Project Steering Committee）会議が計7回開

催された。 

 農業省畜産局、農業開発局、人工授精師三者

での定期会議は開催されていない。 

2-3凍結精液と液体窒素の効率的な

配布制度を確立する。 

 2008年7月、畜産局は凍結精液及び液体窒素の

定期配布を開始した。 

 しかし、配布用車両の事故、度重なる液体窒

素製造機の故障等により、定期配布は中断し

た。 

 さらに、2010年5月以降、液体窒素製造機の故

障により、液体窒素及び凍結精液の製造が停

止している。 

2-4人工授精報告書の管理を強化す

る。 

 月次人工授精報告書が、農民人工授精師から

NAIC及び近隣の県農業事務所（DAO: District 

Agricultural Office）等に提出されている。

 データ入力や取り纏めは、ボランティア調整

員が実施してきた。 

2-5農民人工授精師の実績を評価す

る。 

 2008年8月と2009年9月に、計2回の評価調査を

実施。調査基準は協力隊員により設定された。

 調査結果から、問題点が明らかとなり、それ

らに対する対策が講じられた（例：農民人工

授精師が人工授精を行う際の移動手段がない

ことが問題であり、農民人工授精師へ自転車

が供与された）。 

 調査結果は、JCC会議等を通じて、関係者間で

共有された。 

2-6人工授精師名簿を作成する。  プロジェクトで養成された農民人工授精師の

名簿が作成された。 

2-7人工授精機材を管理する。  管理記録が作成されたが、実質上は機材貸与

承認の記録、受領書であった。 

2-8人工授精の消耗品の調達制度を

確立する。 

 消耗品を取り扱う４業者が特定された。 

 調達制度は確立されていない。 
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NAIC に設置の液体窒素製造機は、国内唯一の人工授精サービス用の機械であるが、これまで

頻繁に問題が生じていた。2010 年 5 月以降は、液体窒素製造機械の故障のため、液体窒素及び

凍結精液の製造が停止している。液体窒素及び凍結精液の製造は、PDM の前提条件として設定

されており、プロジェクトの対象範囲外となっている。しかし、プロジェクトにおいては、活

動 2-3（液体窒素及び凍結精液の配布）に関連して、液体窒素製造機械の故障に対する様々な

対応がなされてきた。例えば、医療機器整備分野のシニアボランティアが NAIC へ 2 度出張し、

故障状況の確認及び回復見込みの判断を実施した。また、ベルギー・フランダース政府国際協

力庁（FICA : Flanders International Cooperation Agency）は、機械改修のための経済的支

援を行っている。 

 

2-3 アウトプット達成状況 

アウトプットの達成状況を PDM（version 3）に照らし合わせて確認した。その結果は次の通

りである。 

 

2-3-1 アウトプット 1 

アウトプット 1「農民人工授精師が研修を受講する」は、ほぼ達成されている。 

プロジェクト開始前の 2006 年には、全国に農民人工授精師は 97 名存在した（うち 32 名が

プロジェクト開始前に JICA の研修により養成された）5。本調査時には、インタビュー結果な

どから、全国で農民人工授精師が 232 名存在することが推定された6。プロジェクト開始前後を

比較すると、この約 5 年間における農民人工授精師の増加数は 135 名である。本プロジェクト

により 60 名が農民人工授精師として認定を受けたことから、増加分のうち 44％がプロジェク

トにより養成されたことになる。したがって、プロジェクトは全国的な人工授精師の不足を補

うことに大いに貢献してきたと言える。アウトプット 1 の指標の中には達成されていない指標

があるものの、認定された農民人工授精師の数（指標 1-3）を も評価すべき点と重視し、ア

ウトプット 1 はほぼ達成されていると判断した。 

 

表 2-3-1 アウトプット 1 の達成状況 

指標 達成状況 

1-1. 96名が人工授精研修に参加す

る。 

 68名が参加した（71%達成）。 

1-2. 2011年までに86名が農民人工

授精師として認定される。 

 60名が農民人工授精師として認定された

（70%達成）。 

1-3. 2011年までに86名の人工授精

師が妊娠診断研修に参加する。

 41名の農民人工授精師が妊娠診断研修に参

加し、うち38名が試験に合格した（48%達成）。

1-4. 農民組織会議の回数  会議が1,822回開催され、計20,863名の農民

が参加した。 

                                            
5 プロジェクト文書（2005 年）  
6 内訳は、World Vision International 32 名、World Wide Sires, Ltd. 13 名、Land O’Lakes, Inc. 70 名、SSLPP/Heifer 
International 20 名 , FIDP 5 名 , JICA 32 名、プロジェクト 60 名  



 

Ⅱ-1-18 
 

1-5. 2011年までに1冊以上の人工授

精マニュアルを作成する。 

 ドラフトが完成し、現在、編集中である。 

 農民人工授精師が会議を開催する際に使用

するための啓発用DVDが作成された。 

 

人工授精研修を受ける農民は全国から選出されている。プロジェクトにより養成された農民

人工授精師の農業開発局（ADD: Agricultural Development Division）ごとの数は下表の通り

である。プロジェクトにより、これまで酪農へのニーズがあるものの人的資源的制約などから

酪農が盛んではなかった地域、カロンガ、サリマ、ムワンザなどの地域における農民人工授精

師の数が増加したことは特筆すべき点である。例えば、カロンガ ADD 管轄圏内では、調査時点

では 11 名の農民人工授精師が存在したが、そのうち 10 名がプロジェクトにより養成されてい

る。 

さらに、人工授精研修後に農民人工授精師は、研修で得た情報や知識を広めるために会議を

開催してきた（活動 1-4）。農民人工授精師へのインタビューから、会議では人工授精や妊娠診

断に限定した事項だけではなく、発情発見や記録管理など幅広い事項を扱っていることが判明

した。下表の通り、これまで計 20,863 名もの農民が会議に参加している。このことから、農

民人工授精師は人工授精や飼養管理全般の改善に重要な役割を果たしていることが推測され

る。 

 

表 2-3-2 ADD ごとの農民人工授精師数、会議開催数、参加者数 

農業開発局（ADD） 農民人工授精師数 会議開催回数 会議参加者数 

カロンガ 10 238 3,401 

ムズズ 10 208 2,421 

サリマ 6 101 1,693 

カスング 4 51 376 

リロングウェ 7 264 4,318 

マチンガ 7 136 1,551 

ブランタイヤ 14 811 6,873 

シレ・バレー 2 13 230 

合計 60 名 1,822 回 20,863 名 

（出所：「農民人工授精師名簿」2011 年 3 月時点） 

 

2-3-2 アウトプット 2 

アウトプット 2「人工授精業務体制が強化される」は一部達成した。 

アウトプット 2 は、現場から国家レベルまで、国家人工授精サービス制度全般の改善を目指

している。アウトプット 2 の活動として、現場における農民人工授精師への技術的支援、凍結

精液及び液体窒素のロジスティック管理、必要機材の調達システムの改善などの幅広い活動が

設定されている。しかし、実質上、ボランティア調整員とそのカウンターパートのみがこの活

動を行う人員となっていることを考えると、このアウトプット 2 の達成は難しい。さらに、PDM

に設定されている指標では人工授精サービス制度の強化の状況について適切に測ることは難

しく、ゆえにこのアウトプット 2 の達成度を測ることは困難となっている。 
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しかしながら、アウトプット 2 の活動、例えば JCC や PSC 会議での議論や農民人工授精師の

評価調査を通じて、部分的にではあるが、人工授精業務体制が改善したことが確認された。改

善例としては、1）液体窒素及び凍結精液の配布を NAIC から各 ADD へ直接定期配布するよう配

布制度を変更したこと、2）農民人工授精師の評価調査の結果、農民人工授精師に自転車を供

与することにしたこと、などが挙げられる。 

 

表 2-3-3 アウトプット 2 の達成状況 

指標 達成状況 

2-1. 協力隊員とカウンターパートか

ら農民人工授精師に対して行わ

れた助言の回数 

 協力隊員とカウンターパートから農民人

工授精師に対して、1,100回助言が行われ

た。 

2-2. 人工授精定期会議の開催数  JCC及びPSC会議が計7回開催された。 

 畜産局、ADD及び人工授精師間での会合は

開催されていない。 

2-3. 凍結精液及び液体窒素の配布回

数 

 信頼性の高いデータが存在しなかったた

め、不明7. 

 NAICの液体窒素製造機の故障により、

2010年5月以降、凍結精液及び液体窒素の

製造は中断している。 

2-4. 人工授精報告書数  2010年10月現在、提出予定数1,391に対し

て329の報告書が提出された。提出率は

24％。 

2-5. 農民人工授精師の評価実施回数  2008年と2009年の計2回、評価調査を実

施。 

2-6. 人工授精師名簿  プロジェクトで認定された農民人工授精

師の氏名、年齢等の個人属性や人工授精

回数等のデータを含む農民人工授精師名

簿が作成された。 

2-7. 機材管理簿  機材貸与の承認記録、受領書は作成され

ているが、機材管理簿は作成されていな

い。 

2-8. 人工授精機材を扱う業者の数  ４業者が特定された。 

 

                                            
7 参考データ  (NAIC): 液体窒素製造量 : 8,246 kgs (2007 年 7 月～2008 年 6 月 ), 10,054 kgs(2008 年 7 月～2009 年 6 月 ), 

凍結精液製造量 : 5,287 ストロー (2007 年 7 月～2008 年 6 月 ), 8,610 ストロー (2008 年 7 月～2009 年 6 月 ) 
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2-4 実施プロセス 

2-4-1 プロジェクト形成・計画 

マラウイ国において牛に対する人工授精は 1965 年に開始され、1984 年にデンマーク政府が

人工授精の改善のため国立人工授精所（NAIS: National Artificial Insemination Scheme8）

への支援を開始した。その後、1990 年代に JICA が NAIS に対する凍結精液製造の支援を開始し

た。JICA は、更なる人工授精サービスの発展のため、政府職員や農民に対する研修も開始した。 

本プロジェクトは、過去 20 年以上に亘る NAIS への技術協力の結果、築き上げられた技術的

基盤の上に形成、開始された。2005 年、当時 NAIS へ派遣されていたシニア隊員の支援の下、

畜産局のイニシアティブにより、プロジェクトのデザインが形成された。2005 年 8 月、本プロ

ジェクトの要請書が畜産局から JICA 宛てに提出され、2006 年 11月に協議議事録が締結された。 

なお、本プロジェクトのデザイン形成については、過去の経験を活かしたプロジェクトデザ

インの形成が行われなかったことは反省すべき点である。プロジェクトは開始後、全国に一台

しかない液体窒素製造機の度重なる故障により液体窒素及び凍結精液製造に悪影響を及ぼし、

前提条件が満たされないという状態が断続的に続いてきた。約 10 年前にも液体窒素製造機の

故障による人工授精業務の停滞という同様の事態が生じており、唯一の液体窒素製造機の故障

というリスクを踏まえたデザイン形成（例えば、凍結精液を使えない場合には、冷蔵液状精液

を利用した人工授精を行うなど）を行っておけば、プロジェクトの効果もより高まったであろ

うと考える。 

 

2-4-2 活動の進捗（コミュニケーション、モニタリング体制など） 

PDM に規定された全ての活動が計画に従って実施されてきた。概して、マラウイ側及び日本

側プロジェクトメンバーの緊密なコミュニケーションにより、プロジェクトの実績は適宜モニ

タリングされ、プロジェクト活動の進捗へと結び付けられてきた。また、フィールド調整員、

ボランティア調整員により、プロジェクトメンバーや関係者間の円滑なコミュニケーションが

促進されてきた。 

農民人工授精師の活動については、月次報告書がモニタリング目的のため提出されてきた。

モニタリング強化のため、報告書様式の改訂、切手を貼った封筒を農民人工授精師に提供する

などの対策が講じられたが、提出率は 24％（2010 年 10 月時点。提出予定数 1,391 に対して提

出数は 329）と低い。また、報告書内容に関する農民人工授精師へのフィードバックも行われ

ていない 

 

プロジェクトレベルでは、JCC や PSC 会議が計 7 回、定期的に開催されてきた。会議での協

議の結果、2008 年 9 月と 2010 年 7 月に 2 度 PDM が改訂された。しかし、改訂は表現などに留

まり、プロジェクト活動、アウトプット、目標などに実質的な変更はなかった。また、2009

年 10 月に中間モニタリング調査が実施され、農民人工授精師名簿へのデータ入力などの作業

をマラウイ側カウンターパートに引き継ぐことが提言とされた。しかしながら、名簿の管理の

みならず、全般的なモニタリングについても主にボランティア調整員により実施されてきた。 

                                            
8 当時の名称。現在の NAIC（National Artificial Insemination Centre）  
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2-4-3 促進要因 

プロジェクトの効果を促進する主要な要因は以下の通り。 

(1) 農民人工授精師への人工授精機材と自転車の供与 

これまで、他組織で研修を受けた農民人工授精師には人工授精機材や移動手段がないため、

人工授精の実施ができない人が多く存在することが問題となっていた。そのため、プロジェク

トでは人工授精研修の後、農民人工授精師に人工授精機材と自転車の供与を行った。農民人工

授精師名簿のデータから、液体窒素及び凍結精液がある場合、研修後直ぐに人工授精サービス

を行った農民人工授精師が存在することが分かる。 

(2) 過去の協力の経験とリソースの活用 

プロジェクトは、人工授精及び飼養管理領域における、過去の JICA の技術協力及び協力隊

員の活動の経験を活用している。加えて、マラウイ側カウンターパートや関係者の多くが本邦

研修の受講者であり、研修を通じて得られた知識や技術が本プロジェクトで実施した研修や現

場での農民人工授精師への指導などに活用されてきた。 

(3) 緊密な協働・コミュニケーション 

前述の通り、フィールド調整員・ボランティア調整員がプロジェクトメンバーや関係者との

コミュニケーションを促進してきた。概して、プロジェクトメンバー間や関係機関との良好な

協働体制が維持され、また情報共有も行われてきた。 

 

2-4-4 阻害要因 

プロジェクトの実施に影響を及ぼす阻害要因は以下の通り。 

(1) NAIC の液体窒素製造機の故障 

液体窒素及び凍結精液の不安定な供給は全国的な問題である。このことはプロジェクトの前

提条件に悪影響を与え、プロジェクト活動の実施、ひいてはプロジェクト目標の達成を阻害し

ている。また、液体窒素及び凍結精液の欠如または不足により、需要と供給のミスマッチとい

う問題も生じている。 

 

(2) 研修費の支出の遅れ 

質問票調査の結果、畜産局からの研修費の支出の遅れにより、研修が計画通り実施されずに

予定回数を下回るなど、プロジェクトの実施を阻害したことが指摘されている。 

(3) 広範な対象地域 

プロジェクトでは研修員として全国から農民を募っている。農民人工授精師に対する日々の

フォローアップは協力隊員及びカウンターパートたちにより各々の活動地域で行われており、

全ての農民人工授精師をカバーできていない。したがって、プロジェクトにおいて、全国に各

所に散らばっている農民人工授精師のモニタリングや人工授精機材の管理といった活動を実

施することが難しい状態にある。 
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2-5 評価 5 項目による評価結果 

前提条件が満たされない状況においても、農民人工授精師始め、畜産局、NAIC、協力隊員、

カウンターパートや各関係機関の努力によりプロジェクトは継続実施されてきた。調査の結果、

本プロジェクトの妥当性は高く、有効性及び効率性は中程度、インパクトについては正のイン

パクトが確認され、持続性については NAIC の財政・人的体制に関する課題が示された。 

 

2-5-1 妥当性 

マラウイ国及び受益者のニーズ、マラウイ国の政策及び日本の援助政策に照らし合わせて、

プロジェクト実施の妥当性は高いと判断される。 

 

(1) マラウイ国の政策・戦略との整合性 

プロジェクトの方向性はマラウイ国政府の政策・戦略に十分に合致している。具体的には、

農業と食糧安全保障を重要課題とする国家長期戦略「Vision 2020」では、農民組織の強化と

改良家畜の導入により小規模酪農家の発展を重要視している。同様に、国家中期開発計画であ

る「マラウイ成長・開発戦略 2006-2011（Malawi Growth and Development Strategy: MGDS）」

においても、農業と食糧安全保障は 優先課題の一つとして設定されている。さらに、国家農

業戦略である「農業セクターワイドアプローチ（Agriculture Sector Wide Approach: ASWAp）」

の重点課題（食糧安全保障など）及び主要支援業務（農業技術の研究・普及など）にも整合し

ている。 

また、マラウイ国政府は、上記政策・戦略に沿い、農業及び食糧安全保障分野の取り組みの

一環として、国内生産により動物性たんぱく質の国内需給を満たすため、畜産部門、特に乳牛

や肉牛の生産性向上へ向けた取り組みを行ってきた。プロジェクトは牛の人工授精サービスの

促進により、マラウイ国政府の農業及び食糧安全保障等に対する取り組みを支援するものであ

る。 

 

(2) 日本の援助政策・戦略との整合性 

プロジェクトは日本の対マラウイ国の援助政策・戦略に合致している。具体的には、プロジ

ェクトは、日本の対マラウイ国事業展開計画において、援助重点分野「持続的経済成長」の開

発課題「農業・農村発展」の中の「農村生計向上プログラム」に位置づけられ、小規模農家の

食糧安全保障や商業的農業の振興に寄与することが期待されている。 

 

(3) 受益者のニーズ 

人工授精サービスを行う政府職員の不足が問題となっている。この人数不足を解消するため

の一つの手段として、畜産局は農民を人工授精師として養成することが重要と考えている。聴

き取り調査や現地調査の結果から、多くの農民が人工授精の重要性と効果を認識しており、人

工授精へのニーズも非常に高いことが認められた。農民人工授精師は人工授精を必要とする農

民に一番近い存在であり、必要な時にすぐに人工授精を行えるという点において、人工授精を

行う政府職員よりも農民のニーズに応えられると考えられている。 

 

(4) プロジェクトのデザイン 

プロジェクトでは液体窒素及び凍結精液の製造を前提条件としていたが、液体窒素製造機の
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故障により前提条件が満たされない事態が生じていた。前提条件を支えていたのが国で唯一の

機械であったことを考えると、機械の故障に左右されないデザインとしておくべきであった。

また、各地で協力隊員とカウンターパートが行っている活動の中には、PDM の指標には反映さ

れないが、プロジェクト目標の達成に貢献するような重要な活動が含まれていた。これについ

ては、ボランティア・プロジェクトに共通する課題であるため、考察は他箇所で行う。 

 

 

2-5-2 有効性 

以下の理由から、本プロジェクトの実施により一定の効果が確認され、有効性は中程度と判

断される。 

下表に示された通り、プロジェクト目標「研修を受けた農民人工授精師により人工授精サー

ビスが提供される」は指標上では達成されておらず、プロジェクト終了時点までの達成の見込

みも低い。しかしながら、協力隊員とカウンターパートたちは各配属先で人工授精業務の実施

体制整備を行ってきた。また、農民と共に人工授精や妊娠診断のみならず飼養管理全般の改善

のため、日々活動を行ってきた。その活動の成果は PDM の指標に直接反映されてこないが、プ

ロジェクト目標達成に貢献する活動として考慮すべき事項である。したがって、プロジェクト

は国家の酪農発展に必要な基盤を整えたという点において、非常に貴重な成果を達成したと判

断される。 

 

表 2-5-1 プロジェクト目標の達成状況 

指標 達成状況（2011 年 3 月時点） 

1. 研修を受けた農民

人工授精師により

牛 13,200 頭（累計）

の人工授精が行わ

れる。 

 

 2,281 頭に対して人工授精が行われた（17.2%達成） 

 

人工授精数 

 2007 2008 2009 2010 2011 合計 

目標値  /a 1,320 2,640 3,960 5,280 13,20 

達成値 117 732 788 601 43   2 1 

% n/a 55.4 29.8 15.1 0.8 17.2 

（出所：「農民人工授精師名簿」2011 年 3 月時点） 

 

農民人工授精師 1 名当たりの数: 平均 67.08, 範囲 0-684 

2. 研修を受けた農民

人工授精師により

牛 6,600 頭（累計）

の妊娠診断が行わ

れる。 

 

 2,211 頭が妊娠と診断された（33.5%達成） 

 

妊娠診断数 

 2007 2008 2009 2010 2011 合計 

目標値 n/a 660 1,320 1,980 2,64  6,600 

達成値 32 554 711 83  8  2,211 

%  /a 83.9 53.8 42.0 3.0 33.5 

（出所：「農民人工授精師名簿」2011 年 3 月時点） 
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指標 達成状況（2011 年 3 月時点） 

農民人工授精師 1 名当たりの数: 平均 36.85, 範囲 0-417 

 

プロジェクト目標達成における主な阻害要因は、液体窒素及び凍結精液の欠如または不足で

あり、プロジェクト期間全体において人工授精サービスの実施を妨げてきた。この困難な状況

において、まき牛9による自然交配や冷蔵液状精液の利用などの代替策が講じられてきた。さら

に、液体窒素及び凍結精液の輸入も試みられた。例えば、カロンガ ADD では、液体窒素の輸入

により状況の改善を図ろうとしていた。しかしながら、調査時点では、ザンビアからの輸入を

待っている状態であった。 

質問票調査やインタビュー調査の結果から、多くの関係者は、農民人工授精師には適切な技

術、機材、移動手段（自転車）、そしてモチベーションがあるため、液体窒素及び凍結精液の

安定的な供給があれば、農民人工授精師たちは人工授精サービス提供を行うだろうと回答して

いる。プロジェクト目標達成のためには、定期的、安定的、経済的な液体窒素の供給源が必須

である。 

これまでプロジェクトでは 60 名の農民人工授精師を養成してきた。しかしながら、そのう

ち 31 名の農民人工授精師が研修後に 1 度も人工授精を行っていないという事実は看過できな

い。また、農民人工授精師により人工授精の実施数にも大きな差がある（平均 67、範囲 0－684）。

地域別では、ブランタイヤ地域が 多（1,715）で、サリマ及びシレ・バレー地域が 少（そ

れぞれ 0 と 1）である。有効性を高めるためには、人工授精回数における農民人工授精師の個

人差や地域差を精査し、プロジェクトの残り期間で可能な対策を講じることが必要である。 

 

表 2-5-2 ADD ごとの農民人工授精師数、人工授精数、妊娠診断数 

農業開発局（ADD） 農民人工授精師数 人工授精数 妊娠診断数 

カロンガ 10 18 267 

ムズズ 10 196 147 

サリマ 6 1 46 

カスング 4 25 35 

リロングウェ 7 225 130 

マチンガ 7 101 283 

ブランタイヤ 14 1,715 1,303 

シレ・バレー 2 0 0 

合計 60 名 2,281 2,211 

（出所：「農民人工授精師名簿」2011 年 3 月時点） 

 

2-5-3 効率性 

アウトプット及びプロジェクト目標の達成に対して一部投入の量とタイミングが不適切で

あり、効率性は中程度であると判断される。 

プロジェクト期間中、プロジェクトの前提条件である液体窒素と凍結精液の製造が断続的に

                                            
9 自然交配に用いられる雄牛  
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行われてきたため、マラウイ側の投入である液体窒素と凍結精液の配布の量とタイミングが不

適切であり、効率性を厳密に判断することは困難であった。しかしながら、調査結果から、前

提条件が満たされていた場合は、マラウイ側と日本側の双方からの投入が適切に活用され、活

動が実施されてきた。結果、アウトプット 1 についてはほぼ達成し、アウトプット 2 について

は部分的に達成された。本プロジェクトはボランティア・プロジェクトであり、予算、機材の

投入は 小限であったということを考えると、本プロジェクトにより養成された農民人工授精

師の数は大いに評価される。したがって、以下の結果も踏まえ、効率性は中程度であると判断

された。 

 

(1) マラウイ側投入 

インタビューや質問票調査の結果から、カウンターパートや研修講師の配置、執務場所の提

供は適切に行われている。マラウイ側投入における問題点としては、1）研修費の支出の遅延

や計画額より少ない額での支出、2）液体窒素及び凍結精液の欠如や不足、が挙げられた。 

 

(2) 日本側投入 

調査の結果、協力隊員、調整員や機材、活動費など、ほぼ全ての投入について、質、量、タ

イミングについて適切であるという結果がでている。しかし、機材の活用状況という点に関し

ては、調査時点において液体窒素と凍結精液がないことから日本側が供与した液体窒素容器な

どの機材が活用されていなかったという問題が見られた。 

(3) 過去の協力の経験及びリソースの活用 

本プロジェクトにおいては、これまでの個別派遣専門家による技術協力や本邦研修の経験や

リソースが活用されており、本プロジェクトの効率性の向上に寄与してきた。さらに、本プロ

ジェクトは国家人工授精プログラムの枠内で実施されており、人的資源を含む既存のリソース

を十分に活用している。 

 

 

2-5-4 インパクト 

上位目標「人工授精によって産まれた牛の生産性が向上する」については、プロジェクト終

了後 3～5 年以内に達成されるかどうかの見通しは立たない。 

主な理由としては、プロジェクトでの人工授精の回数が少なく限定的であること及び上位目

標に関する指標データが入手できないことが挙げられる。一般的に、人工授精による妊娠時点

からその結果産まれた子牛が乳を出すようになるまで 3 年から 4 年かかるため、人工授精によ

る乳量や牛の体重といったインパクトが明確になるまで 3、4 年の期間が必要となる。そのた

め、インパクトを測定するには継続した情報収集とモニタリングが必要となる。しかし、プロ

ジェクトでは上位目標の指標に関するモニタリングを実施してこなかったため、今回の調査で

は指標データが入手できなかった。 

現場視察では、人工授精により産まれた子牛を視察した。その子牛たちは在来種であるマラ

ウイゼブより明らかに大きな体格をしていた。また、そのうちの一頭は、妊娠・出産を経て、

搾乳中であり、マラウイゼブの平均乳量より多い、一日当たり 10～12 リットルの乳量が出て

いた。しかしながら、人工授精のインパクトはこういった事例レベルに留まり、現時点ではか

なり限定的なものである。したがって、本調査では人工授精によって産まれた牛の生産性に関
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してどの程度の変化が生じたのかを評価することはできなかった。 

一方、質問票調査の結果では、上位目標達成に関する回答として、達成する見込みがあると

答えた者が多数であった。回答者は、マラウイにおいて人工授精は牛の生産性向上のために有

効な方法であると答えている。ただし、これは液体窒素と凍結精液の安定的供給があってとい

う条件の下である。また、人工授精の有効性は農民人工授精師の技術と農家の発情発見能力に

かかっているが、プロジェクトでは、農民人工授精師は他の農民に対して知識や技術を移転・

普及し、発情発見を含めた家畜飼育全般の技術向上への貢献を行ってきた。 

 

表 2-5-3 上位目標の達成状況 

指標 達成状況 

1. 人工授精により産まれた子牛の数が増加する。 データなし 

2. 人工授精により産まれた子牛の乳量が増加す

る。 
データなし 

3. 人工授精により産まれた子牛の体重が増加す

る。 
データなし 

 

その他の正のインパクト、負のインパクトは以下の通り。 

(1) 正のインパクト 

 農民組織会議、ワークショップや農家巡回などにより、農民人工授精師は研修で得た情報

を伝達し、人工授精のみならず飼育管理など幅広く知識や技術を他の農民に広めた。 

 農民人工授精師は、カロンガ、サリマやムワンザなどの酪農があまり盛んでない地域にお

いて、酪農の導入あるいは向上といった役割を果たした。 

 

(2) 負のインパクト 

液体窒素と凍結精液がない場合、以下の負のインパクトが生じることが確認された。 

 政府の人工授精担当職員や協力隊員たちと協力した会議の開催や、農家巡回指導など農民

人工授精師による促進活動の結果、人工授精の促進を行ってきた。そのこともあり、人工

授精への需要は増えてきた。しかし、液体窒素と凍結精液がない場合は、農民人工授精師

は人工授精を行うことができず、この増加した需要に供給が応じられないという事態が生

じている。 

 上記の事態の結果、農民人工授精師に対して、農家が不信を抱くという事態を引き起こし

ている。 

 

 

2-5-5 持続性 

カウンターパート及びプロジェクトで養成された農民人工授精師の技術的側面における持

続性は見込まれる。また、人工授精及び妊娠診断研修に関する財政的側面の持続性についても

見込みがある。しかし、持続性に関する課題として、液体窒素及び凍結精液の製造・配布、凍

結精液製造に関する NAIC の予算及び人材に関する課題が挙げられる。それらの課題に対する

適切な対策が講じられれば、プロジェクトの持続性が見込まれると考えられる。 
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(1) 制度・組織的側面 

 プロジェクト終了後の農民人工授精師に関する明確な政策や戦略、統一的な制度は確認さ

れなかったが、畜産分野の政策及び戦略は継続されていく見込みである。また、インタビ

ュー結果から、国家人工授精プログラムは国に認められたプログラムであり、今後も継続

実施されていく見込みがあることが確認された。 

 プロジェクトの活動は、NAIC、畜産局、ADD 及び DAO の既存の人工授精業務の範囲内の活

動で実施されている。ゆえに、プロジェクト活動は通常の人工授精関連業務の範囲内で計

画・実施されてきた。しかし、人工授精業務を監督・指導する立場の人材として、国家人

工授精コーディネーターと 3 名の州人工授精コーディネーターが存在するが、全国に存在

する農民人工授精師の活動を監督・指導するためには人数が不足している。また、農民人

工授精師を監督する政府職員の中には人工授精研修を受講していない人も含まれるなど、

人的体制には課題がある。 

 

(2) 財政的側面 

 人工授精研修及び妊娠判断研修の経費はほぼ全額マラウイ側の負担で賄われ、研修参加者

の所属する農民組織が研修にかかる交通費を一部負担した。したがって、マラウイ政府の

人工授精プログラムへの関与及び支援が継続されれば、研修に関する財政的持続性は高い。 

 人工授精業務に関しては、現在の畜産局 NAIC の予算状況では、適切な人工授精業務を実施

してくことは困難である。現に、液体窒素製造機の故障により、人工授精プログラム運営

に必須の液体窒素及び凍結精液の製造が停止して、ほぼ一年が経とうとしている。しかし

ながら、畜産局の予算では液体窒素製造機の改修や新たな機械の購入などの適切な対策を

講じることができず、人工授精業務が停滞している。 

 

(3) 技術的側面 

 プロジェクトのカウンターパートの人工授精に関する技術は十分である。現在のマラウイ

政府の支援が続く限り、プロジェクトの人工授精研修及び妊娠診断研修の成果は持続され

るだろう。協力隊員へのインタビュー結果からも、カウンターパートの研修実施能力は向

上している。しかし、研修運営（準備、時間のマネージメントなど）については更なる努

力が必要である。 

 基本的に、プロジェクトで養成された農民人工授精師には人工授精や妊娠診断を行うため

の知識と技術がある。ただし、農民人工授精師自身を含めた多くの関係者が一定レベルの

技術水準を保つためには、リフレッシャーコースや定期的なスーパービジョンが必要であ

ると考えている。 

 NAIC の人材の凍結精液及び冷蔵液状精液製造に係る能力及び経験は十分である。しかしな

がら、人員は 2 名しかおらず、国家規模での人工授精プログラムを維持していくには十分

ではない。 
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2-6 ボランティア・プロジェクト及びボランティア群のマネジメント 

今回の評価調査では、本プロジェクトの評価に加え、ボランティア・プロジェクト及び「ボ

ランティア群」としての活動に関する共通の課題や教訓を抽出するため、本プロジェクトに加

え、「ムジンバ県南部エイズ対策グループ派遣」及び「ムジンバ県南部保健グループ派遣」に

ついての運営状況を確認した。 

 

2-6-1 概要 

「農民人工授精師養成計画」、「ムジンバ県南部エイズ対策グループ派遣」及び「ムジンバ県

南部保健グループ派遣」の概要は下表の通り。「ムジンバ県南部エイズ対策グループ派遣」及

び「ムジンバ県南部保健グループ派遣」の派遣の経緯については添付資料５を参照のこと。 

なお、「ムジンバ県南部エイズ対策グループ派遣」については、「Strengthening the capacity 

of community to implement HIV and AIDS activities（仮訳：HIV/エイズ活動実施のための

コミュニティ能力強化プロジェクト）」、また「ムジンバ県南部保健グループ派遣」については

「Mzimba South Community Health Improvement Project（仮訳：ムジンバ県南部地域保健向

上プロジェクト）」という名称を用いた PDM が作成されている。 

 

表 2-6-1 案件概要 

案 件 名 農民人工授精師養成計

画 

HIV/エイズ活動実施のための

コミュニティ能力強化プロジ

ェクト 

（エイズ・グループ派遣） 

ムジンバ県南部地域保健 

向上プロジェクト 

（保健・グループ派遣） 

実 施 期 間 2006 年 11 月 13 日～ 

2011 年 11 月 12 日（5 年

間） 

2007 年 7 月グループ派遣活動

開始 

2011 年 3 月～2014 年 8 月（3.5

年間） 

2011 年 1 月 1 日～ 

2016 年 12 月 31 日（6 年間）

合 意 文 書 

署 名 

2006 年 11 月 13 日（M/M

署名） 

PDM については事実上合意 ムジンバ県病院と JICA で PDM

を合意予定 

対 象 地 域 １）全国（研修受講者受

入） 

２）協力隊の活動地域：

①カロンガ、②サリマ、

③ゾンバ、④ムワンザ、

⑤ミコロングウェ牧場 

ムジンバ県南部（Luwerezi, 

Emfeni, Champhira, 

Embagweni, Mabili） 

ムジンバ県南部（Luwerezi, 

Edingeni, Jenda） 

 

裨 益 対 象 ・農民組織に推薦された

農民 

・農業省職員 

ムジンバ県南部対象地域の住

民 

ムジンバ県南部対象地域の住

民 

協 力 相 手

先 機 関 

農業省畜産局、国立人工

授精所、関連農業事務所 

ムジンバ県エイズ対策委員

会、 

CBO （ Community Based 

Organization） 

ムジンバ県病院、ヘルスセン

ターなど 

上 位 目 標 （人工授精により産まれ

た）牛の生産性が高くな

対象地域において HIV/エイズ

のインパクトが低減する 

ムジンバ南部の住民の健康水

準が向上する 
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案 件 名 農民人工授精師養成計

画 

HIV/エイズ活動実施のための

コミュニティ能力強化プロジ

ェクト 

（エイズ・グループ派遣） 

ムジンバ県南部地域保健 

向上プロジェクト 

（保健・グループ派遣） 

る 

プ ロ ジ ェ

ク ト 目 標 

研修を受けた農民人工授

精師により人工授精業務

が提供される 

CBO の HIV/エイズ活動の運営

管理能力が強化される 

住民が予防措置を取り、安全

な水の使用を開始する 

ア ウ ト プ

ット 

①農民人工授精師が研修

を受ける 

②人工授精業務体制が強

化される 

① CBO のマネジメントの知

識・技術が向上する 

②CBO、県エイズ対策委員会、

県福祉事務所、関係者間の協

働体制が向上する 

③下部委員会が機能する 

④CBO が持続的な資金源を有

する 

①拡大予防接種計画のカバレ

ッジが拡大する 

②住民が十分な健康教育を受

ける 

③コミュニティアセスメント

が強化される 

④モニタリング・スーパービ

ジョンが強化される 

⑤県環境衛生事務所と県水道

事務所の間で情報共有が図ら

れる 

 

2-6-2 調査の方法 

「農民人工授精師養成計画」については、終了時評価調査にボランティア・プロジェクトに

ついての調査を併せて実施した（調査日程、調査対象者などについては前項参照）。「ムジンバ

県南部エイズ対策グループ派遣」及び「ムジンバ県南部保健グループ派遣」については、3 月

22 日に関係者へのインタビューを行った。インタビュー対象者は以下の通り。なお、本調査は

1 日で可能な範囲の対象者へのインタビュー及び視察を行うという制約条件の下で実施された。 

 

＜インタビュー対象者＞ 

Moses Owen Chimphepo  District Commissioner, M’mbelwa District Council 

H. C. K Gondwe   Director of Planning and Development 

Alick C. Mhango   Desk Officer, District AIDS Coordinating 

Committee  

MacLeod Mphande  District Social Welfare Officer, Mzimba 

Humphreys Mwalughali Orphans and Vulnerable Children Coordinator, Mzimba 

Social Welfare Office 

Edmond Nkhata   Chairperson of Luwerezi CBO Network, Chihado CBO 

Boster Kaundah   Secretary of Luwerezi CBO Network, Fiskani CBO 

Alexander Kadammanja  Public Health Care Manager 

林 康次郎   エイズ対策（隊次 21－2、ムジンバ地方自治体） 

大森 淳子   看護師（短期）（ムジンバ県病院配属） 

安高由香利   企画調査員（ボランティア） 
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2-6-3 調査結果 

(1) 目標・ボランティア派遣方針等にかかる先方機関との合意の有効性 

1) 農民人工授精師養成計画 

本プロジェクトでは開始時に M/M の署名を行い、マラウイ側、日本側の双方が「プロジェ

クト」としての認識の下、PDM に従って、関係者が目標を共有しながら活動が実施されてき

た。結果、畜産局からの予算配分などの関与を引き出し、これまで研修費については、ほぼ

全額負担するなど相応の負担をしてきたことからも、合意の有効性が確認できた。 

一方、PDM を活用したプロジェクト・マネジメントに関しては課題が指摘された。例えば、

プロジェクトダイレクターである畜産局長からは PDM に固執し、柔軟な対応及び適切なマネ

ジメントが行われてこなかった点が反省点であると言及された。また、JCC や PSC 会議は定

期的に開催されたが、前提条件や外部条件の変化などに応じて PDM を変更するという作業が

行われなかった。 

また、プロジェクトについての合意形成が行われているものの、本プロジェクトの終了に

ついて関係者の認識が薄かった10。本調査時には、プロジェクト延長を望む声が多く、何を

もって終了とするのか、関係者間の共通認識がなかった。 

 

2) ムジンバ県南部エイズ対策グループ派遣 

グループ派遣としての活動は 2007 年 7 月に開始された。その後、隊員とフィールド調整

員により PDM が作成され、JICA 及び県エイズ対策委員会のコメントを得て 終化、それと

同時に M/M が作成された11。関係者へのインタビューの結果、PDM の内容は国や県の戦略や

計画に沿ったものであり、関係者は PDM を理解し、PDM に沿って活動を行っていた。調整員

によると、PDM を改訂する過程に全関係者が関わることを通じて、プロジェクトへの理解と

関与を促進することが 大の目的であるという。実際に、PCM ワークショップへの参加を通

じて、PCM 手法に関する基礎的な理解ならびにプロジェクト活動への理解を深めていること

が関係者の証言から伺えた。 

また、調整員によると、隊員の派遣の継続性がないため、不在期間が発生しても目標や活

動を明確に記した PDM があれば活動の一貫性が維持できるという利点があるため、作成して

いるとのことである。PDM は隊員の交代時に PCM ワークショップを実施して改訂していくの

が望ましいとのことであり、実際に改訂が行われてきた。本プロジェクトでは合意形成その

ものよりも、PDM の作成及び改訂を通じて行われる合意に至るプロセスを重視している。 

実施については、PDM の指標データも集計されており、PDM 従った活動及びモニタリング

も行われていることが確認できる。これまで、PDM は二度改訂されており、2011 年 3 月の改

訂ではプロジェクト期間を 1 年延長した 2014 年 6 月までの PDM が作成された。「HIV/エイズ

活動実施のためのコミュニティ能力強化プロジェクト」としては有期であるが、グループ派

遣としては特に期限を設けず、ニーズに応じて派遣を継続するという計画である。プロジェ

                                            
10 2010 年 12 月開催 JCC 議事録  

11 2009 年 2 月、マラウイ側は M/M への署名を行ったが、ボランティア・プロジェクトの実施のあり方の見直しに着手

を始めていた JICA は署名を行わなかったため、M/M 自体は締結されていない。しかし、事実上 PDM については合意し

たものとして、関係者に認識されているという。  
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クトには目標が設定されているが、グループ派遣としての 終的な目標が明確にされておら

ず、その点についての先方機関との合意は行われていない。 

 

3) ムジンバ県南部保健グループ派遣 

2011 年 1 月に PDM を 終化し、今後 PDM についての合意をムジンバ県病院と JICA の間で

取りつけ、保健省にも提出することを予定しているという。そのため、合意についての有効

性を確認できる段階ではなかった。 

プロジェクトの計画としては、2016 年までの 6 年間（ボランティア 3 サイクル）として

いる。一方、グループ派遣としては、エイズのグループ派遣と同様に期間は限定せず、想定

した目的を達成するまで継続した派遣を行う、としているが、想定した目的についてはは調

査時点では確認できなかった。PDM 作成の目的は、エイズのプロジェクトと同様に合意形成

のプロセスとして活用するとのことである。 

 

(2)「ボランティアによる活動」としての適正な目標、規模等の設定 

1) 農民人工授精師養成計画 

プロジェクトの目標や活動などに関しては、関係者間で理解しやすい明確なデザインとな

っている。活動の内容も、一部隊員からは実践経験が少ないことが不安な点として挙げられ

ていたが、ボランティア調整員やカウンターパートからの支援により、活動に支障は生じな

かった。プロジェクトでは、隊員の家畜飼育や人工授精に関する知識・技術を活かすことが

できていたと考えられる。 

一方、プロジェクト目標は全国規模の目標であり、隊員の任地や数などから考えて、目標

の設定に無理があることが指摘されている。しかし実際には、農民人工授精師のサポート体

制などに問題はありつつも、調整員による実施機関との調整と地方での協力隊員による支援

により、全国規模でのプロジェクト実施が行われてきた。 

また、調整員がプロジェクト活動を直接実施していた部分が多かったという点では、ボラ

ンティアが主体で行うプロジェクトとしての範囲を超えていたことは否めない。 

さらに、隊員が任地で行った活動の中には PDM に反映されない活動も多くあり、PDM のア

ウトプット、プロジェクト目標、上位目標の達成に貢献する活動については、実績として残

せるようなプロジェクトデザイン、指標の設定がされていなかった。これについては、VP

に共通の課題として、従来から指摘されていた点である。 

個々の任地での活動とプロジェクト活動とのバランスについては、当初、特に研修のため

に任地を離れる期間が長くなることが問題点として挙げられていた。しかし、個人が参加す

る研修の回数を減らすことで、各人の負担が減ったため、隊員の感想としても活動のバラン

スについては良好な意見が多い。また、質問票調査では、隊員自身もプロジェクトへの派遣

に「非常に満足」あるいは「満足」という結果であった。 

 

2) ムジンバ県南部エイズ対策グループ派遣 

活動の成果としては、プロジェクト目標の指標が改善するなど、一定の効果が見られてい

る。また、先方からもプロジェクトの活動への期待が大きく、実施について関係者間の良好

な協働関係が伺えた。実際に活動を行っている隊員も、明確な目標の下、一部望んでいた活
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動が実施できない状況ではあるものの、概して充実した活動を行っているようであった。 

本プロジェクトの目標や規模が「ボランティアによる活動」としての適切か、という点つ

いては十分な調査ができなかったが、以下、確認された懸念事項を記す。 

①  実施機関である県エイズ対策委員会（DACC: District AIDS Coordinating Committee）

は恒常的な機関ではなく、また、CBO（Community Based Organization）及びその上位で

連絡調整を行う「Network」と呼ばれる組織についても、構成員が専従している組織では

ない。そのため、組織的には不安定な要素が多い。 

②  CBO の活動資金がほぼ国家エイズ対策委員会を通じた資金のみであり、限定的である。

調査時には、プロポーザルが採択されたにも関わらず、CBO に資金が配分されていない状

況であった12。 

③  協力隊員が DACC に物理的に配属されていないため、各協力隊員は自宅を拠点に、担当

地域の CBO を巡回しながら活動を実施している。つまり、フルタイムのカウンターパー

トが存在せず、実際のカウンターパートは巡回先の CBO のメンバーとなっている。 

④  ボランティア調整員が DACC との連絡調整を担当している状況である。調整員がいない

場合、隊員の任地と DACC との物理的な距離も含め、活動実施は困難となることが予測さ

れる。 

⑤  ムジンバ県南部対象地域の CBO を支援することの妥当性について関係者間での確認が

必要である。つまり、国家エイズ対策委員会からの限られた資金をマラウイ国内の CBO

が取り合っている状況において、一部の CBO に支援を行うことが、公平性の観点から問

題にはならないのか、ということを関係者間で確認しておく必要がある。 

 

ちなみに、上記①・③と同様の事態がザンビアで実施中の「チョングウェ郡コミュニティ

HIV/エイズ対策強化プロジェクト」でも生じており、DACC に相当する機関である

DATF(District AIDS Task Force)以外の恒常的な組織（保健省など）へ配属先を徐々に移行

していくことが提案されている。今後、PDM の改訂やプロジェクトの方向性を検討していく

上で、ザンビアでの事例が参考になると思われる。 

 

3) ムジンバ県南部保健グループ派遣 

グループ派遣のアイデア自体は隊員からの提案に始まり、短期隊員の派遣による地域のニ

ーズ調査からプロジェクト形成が行われた。プロジェクトの目標については、PCM ワークシ

ョップにおいて設定された。PDM を見ると、活動は多岐に亘り、指標も多く、県病院からコ

ミュニティレベルまで多様な関係者が関わっている。そのため、プロジェクトのマネジメン

トを専門に行う、ボランティア調整員の配置が必須であると思われる。 

プロジェクトとしての活動が本格的に開始されていない状況であるため、目標の設定、規

模などについて、実際のところは把握できなかった。 

 

(3) マネジメント要員の配置、運営の在り方（主管部署、コーディネーターの専門性、運営

                                            
12対策として、インターネットでイギリスのファンドを探し、応募を考えているとのことであったが、インターネットの

アクセスがないと難しい。マラウイ側が独自で出来る活動か、持続性という観点からは慎重な対応が望まれると考える。 
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指導等） 

1) 農民人工授精師養成計画 

同一のフィールド調整員/ボランティア調整員がプロジェクト開始前からプロジェクト形

成に携わり、プロジェクト期間 5 年間のうち約 3 年 7 ヶ月の間、プロジェクトに従事してき

た。同調整員は獣医師であり、また、他国で同様のボランティア・プロジェクトで活動した

実績があるため、その時の経験や専門性が本プロジェクトの形成及び実施に活かされていた。 

上で述べたように、同調整員により多くの活動が実施されていたため、調整員不在の場合

は、一部業務が停滞していた。しかし、現在、本プロジェクトの主要な活動である研修の実

施については、先輩隊員が後輩隊員へ教えるという形で、徐々に協力隊員だけでの実施が可

能となっていた。したがって、現時点では、畜産分野の専門性のない調整員であっても、プ

ロジェクト運営が可能である。技術面については、これまでの活動の蓄積と各協力隊員の

元々の技術力があるため一定程度の活動は可能であるが、分科会活動などによる隊員間での

学びあいや技術顧問による巡回指導での技術支援が必要である。 

プロジェクト期間中は、中間モニタリング調査評価団として本部から次長と国担当が来マ

し、調査を実施した。それ以外には、調整員からの定期進捗報告書の提出や JCC などを通じ

て、事務所はプロジェクト進捗を把握していた。しかしながら、プロジェクト運営の詳細（予

算や機材管理状況等）となると、適切な記録が残されておらず、本調査時にも資料・情報を

入手するために時間と労力を要した。また、指標データの管理についても同様で、カウンタ

ーパートなどとも完全に共有されていなかった。 

カウンターパート機関との調整、モニタリング、予算管理、機材調達等、マネジメントの

全てをボランティア調整員が行っていたが、そのプロセスや内容については、調整員個人の

みが知る部分が多い結果となっていた。 

また、技術協力プロジェクトであれば、本部の課題部ないし在外事務所のどちらかが主管

部署として、モニタリングや活動計画の修正などに責任を持つが、VP の場合は、この主管

の不明確さも、プロジェクト計画の適時の修正を難しくしたと思われるため、関係者が情報

や業務に係る負担及び責任を共有できるような仕組みづくり（定期報告の内容統一等）、が

必要だと考える。 

 

2) ムジンバ県南部エイズ対策グループ派遣・ムジンバ県南部保健グループ派遣 

現ボランティア調整員は保健分野のバックグラウンドを有し、ザンビアでもエイズ対策の

協力隊員活動を実施した経験を有しているため、一定程度の専門性を背景としたマネジメン

トが可能となっている。また、調整員はグループ派遣の対象の隊員のみならずムジンバ県に

配属の隊員の担当としても業務を行っている。そのため、ムジンバ県の関係者を広く把握し、

関係構築が進んでいることもあり、プロジェクト活動の促進につながっているように伺えた。 

現在のプロジェクトのデザインでは、マネジメント要員としてのボランティア調整員の配

置は必須であると考える。また、遠隔地に点在する隊員の安全対策上も必要な措置であると

思われる。 

人工授精のプロジェクトと同様、カウンターパート機関との調整、モニタリング、予算管

理、機材調達等、マネジメントの全てをボランティア調整員が行っているが、そのプロセス
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や内容については、調整員個人のみで抱え込むような事態を避けるため、プロジェクトの責

任の所在を明確にするとともに、関係者が情報や業務に係る負担及び責任を共有できるよう

な仕組みづくりが必要だと考える。 
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第３章 結論及び教訓・提言 

3-1 評価結果総括 

3-1-1 結論 

アウトプット 1「農民人工授精師が研修を受講する」については、ほぼ達成されており、ア

ウトプット 2「人工授精業務体制が強化される」については一部達成したと判断される。しか

しながら、これらのアウトプットレベルでの達成度にもかかわらず、2-5-2 で記載の通り、プ

ロジェクト目標「研修を受けた農民人工授精師により人工授精サービスが提供される」は指標

上では達成されておらず、プロジェクト終了時点までの達成の見込みも低いと総括される。 

2006 年 11 月から開始されたボランテイア・プロジェクト「農民人工授精養成計画」は 2011

年 11 月までの 5 年間の協力期間として実施されてきた。当プロジェクトにはフィールド・コ

ーディネーター等のボランティア調整員（企画調査員）も含み 19 名の協力隊員が投入されて

きた。不運にも液体窒素不足による凍結精液の配布が停滞して養成された FAIT の活動面が著

しく制約されたが JOCV は FAIT 養成研修プログラムの調整や提携作業、人工授精マニュアルの

作成、酪農家の飼養管理、繁殖記録、妊娠鑑定技術の指導等これまで地道な活動を行ってきた。

これが評価され引き継きこのような隊員の支援活動の継続が要請されている。 

本プロジェクトは本年度の 11 月までの期間に残る 1 回の妊娠鑑定コースを実施することが

望まれる。そのためにも隊員が作成した人工授精マニュアルの中の妊娠鑑定部分をさらに充実

させる必要がある。人工授精コースも液体窒素の供給が始まれば開始する用意がある。プロジ

ェクト終了後もマラウイ側の強い要請により FAIT の支援のため人工授精や飼養管理分野の協

力隊員を継続して派遣する必要がある。 

今回の液体窒素製造機の消耗による酪農、人工授精界の混沌は前回（1998－2000 年）起こっ

たことに類似する。液体窒素製造機はいずれも約 10 年間の稼働期間で NAIC のメンテナンスの

努力は認めるが問題点は液体窒素の供給が止まった後の対応に１～2 年間かかっている点にあ

る。乳牛の繁殖上の空胎期間のロスは 1 日 3 ドルと酪農先進国では計算する。人工授精危機管

理対策としては①酪農関連プロジェクトを推進している局間共同等で液体窒素製造機を購入

する。②凍結精液製造不可時にはサリマ、ムワンザ、ゾンバ地区を含む南部酪農地帯では NAIC

からの液状精液の配布システムを構築する ③特に酪農振興地帯を中心に凍結精液製造の不

可時には国の牧場から自然交配用のマキ牛の配布システムを構築する等の方法があろう。我が

国も緊急事態発生時なるべき早い時期に調査団を派遣し対応策を提示する必要があった。 

NAIS の予算的、人的基盤の脆弱性を考慮すれば全国にまたがる酪農開発、人工授精プログラ

ムの普及計画はその重要性は認めつつも過重状態であることは事実である。酪農開発には適地、

適作（品種、雨量、温度、市場）の原則が重要でこの中の人工授精プログラムも将来の緊急状

態も考えた想定および繁殖システムの構築が重要である。また人工授精プログラムの拡大には

NAIS の予算的、人的能力の増加が必要である。各種酪農プログラムが施行されている状況から

判断しても酪農部門はマラウイ農業の重要部門であるが酪農開発は人工授精の普及能力やマ

ーケット性も考慮して性急に事を進めてはならない。また獣医・畜産局は方向性が不定な現行

の各種プログラムを一極集中すべきである。今回の緊急時にはなによりも液体窒素確保を優先

すべきではなかったか。 

今後も続く酪農開発の中で「農民人工授精師養成」の重要性はマラウイ側誰しもが認めると
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ころであり、この分野の継続的派遣は協力隊による VP としてマラウイにその一足跡を残すも

のになろうと考える。 

 

3-1-2 評価結果 

（１） 液体窒素製造機の故障による人工授精プログラムの停滞 

2006 年 11 月から開始されたボランテイア・プロジェクト「農民人工授精養成計画；FAIT」

は 2011 年 11 月、5 年間の援助を終了する。当該プロジェクトには調整員（企画調査員）も含

み 18 名の協力隊員が投入されてきた。JOCV 支援の FAIT プロジェクトは小規模酪農を支える人

工授精分野に焦点を絞っての農民人工授精師養成プロジェクトである。これは国のニーズに合

致し、かつ人工授精のみならず関連する飼養管理技術、繁殖記録の指導等の活動によって JOCV

レベルの業務として適切でかつ意義のある援助と評価されよう。 

それぞれの活動場所は①カロンガ農業開発局、②サリマ県農業事務所、③ゾンバ県農業事務

所、④ムワンザ県農業事務所、⑤畜産局ミコロンゲ牧場でそれぞれマラウイの酪農の先進、新

興地域を含む。農民人工授精師育成のための研修は、実施計画からは遅れているものの、農業

省獣医・畜産局の予算で人工授精研修 6 回、妊娠鑑定研修 5 回が実施され、これまでに 60 人

の農民人工授精師が誕生し、各地で人工授精サービスの提供や、人工授精の啓発活動を行って

いる。しかし、プロジェクト開始後順調に始まったかに見えた液体窒素の配布が 2008 年 10 月

以降不調となり（2008.10～2009.3 までに液体窒素不足で死滅した凍結精液は 3,125＄）,PDM

の前提条件である液体窒素の生産は 2010 年 8 月頃から製造機装置の故障によって停止し、各

地で研修後活動を始めた農民人工授精師に凍結精液を供給できない状況が続いている。 

 

（２）液体窒素製造の停滞に対する政府、関連団体の状況及び対応策 

政府およびマラウイの酪農の先進地帯で主に純粋ホルスタイン・フリージャン種を飼育する

３つの酪農組合（南部、中部、北部）、その他の酪農振興地帯（カロンガ、サリマの平地のホ

ルスタイン・フリージャン種とゼブー牛との交雑種）では酪農開発の危機回避の為これまで各

種の対策を打ち出した。①獣医・畜産局や土地資源保全局では液体窒素製造機の修理や新規購

入計画、②南部酪農組合（SHIMPA）や中部酪農組合（CREMPA）は小型の液体窒素製造機を購入

して凍結精液による人工授精の継続、③中央人工授精所（NAIS）では液状精液への転換、④エ

ステート牧場の１例では当牧場産の雄牛利用による自然交配、⑤酪農振興地のカロンガ地区の

酪農グループに対し雄牛供与による自然交配や⑥カロンガ ADD はザンビア国からの液体窒素の

購入計画(結果は頓挫)。⑦カロンガ同様酪農振興地のサリマ地区では中部・北部地区小規模酪

農セクター強化プログラムの下、酪農グループを形成しつつも人工授精プログラムは著しく停

滞、現在凍結・液状精液の配布を NAIS から待ちの状態、⑦酪農先進、新興地区が混合するゾ

ンバ地区では 2010 年 3 月から液体窒素の補給はなく凍結精液待ちの状態等、④の大規模酪農

家の自前の雄牛による自然交配以外、特に小規模酪農家には甚大な悪影響を及ぼしている。各

種プログラムは酪農開発、人工授精プログラムを支援しているが今回の緊急時にも集中度にか

け、畜産・獣医局のリーダーシップのなさが浮き彫りになっている。ＪＯＣＶの対応も緊急時

に際しなるべく早い対応策が必要であった。 
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（３）過去の歴史からみた人工授精プログラム 

液体窒素製造機の消耗による人工授精プログラム及び酪農振興計画の混沌は 1984 年デ 

ンマーク援助（DANIDA）に始まる人工授精プログラム史上 2 回目である。1 回目は 1997 年それ

まで約 13 年稼働していた液体窒素製造機が消耗し当時 NAIS に赴任していた JICA の専門家は

やむなく液状精液に切り替えた（1999 年には南部、中部、北部の酪農組合に 12,500 本の液状

精液配布;表-A）。200１年獣医・畜産局は AfDB からの融資で液体窒素製造機を購入して再び凍

結精液による人工授精プログラムが復活したが現在 10 年後再び製造機が消耗、再び酪農界の

混沌を招いている。この約 10 年間の液体窒素製造機耐用期間は普通機械の消耗率を年間 8％と

みれば決して問題ではなく、他の JICA 援助のその耐用年数に劣るものでもない。問題なのは

過去 2 回共次の凍結精液製造機械の稼働までの１～2 年間の空白期間の対応策が著しく遅滞し

たことにある。酪農経営上１～2 年間の繁殖の空白期間による損失は甚大で先進国の酪農経営

では 1 日 3 ドルの損失と計算する。獣医・畜産局では未だ予算的、人材的にも製造機消耗に備

えた国独自の予算措置が出来ない本質的問題が露呈したといえる。酪農の健全な発展には人工

授精プログラムの確立が重要である。とりわけ精液製造部門は人工授精プログラムのまさに心

臓部にもかかわらず NAIS の運営予算措置は極めて貧弱で 1998 年（日本円 1万 2千円相当/月）、

2010 年（日本円 4 万円相当/月）、技術的にも現在全国で凍結精液製造技術者はわずか 2 人で予

算的および人的基盤の面の脆弱性に問題がある。乳牛が集中し酪農組合が強固な地域(北部、

中部、南部酪農組合)では独自に液体窒素製造機を入手して人工授精プログラムを死守する姿

勢も今回の混沌の中で見られている。地域によっては熱帯環境に強い交雑種（ホルスタインと

マラウイセブー牛）の種雄牛の配布による自然交配のシステムも考えざるを得ない。表-A に示

すように真剣に取り組めば液状精液でもかなりの範囲をカバーできるものである。前回の教訓

が今回生かされていない点が問題である。複合農業の中の小規模酪農の振興等で同じ目的を持

つ農業省下 2 つの局（土地資源保存局と獣医畜産局）等が提携する等して一刻も早く液体窒素

製造機を稼働させ凍結精液による人工授精に戻ることに集中すべきである。 

 

 

表-A 国立人工授精所（NAIS（現在の NAIC））における精液生産状況 

                                                            

年       凍結精液      液状精液     合計 

                               

1991      6439        －       6439 

1992      4164        －       4164 

1993      3364        －       3364 

1994      2860        －       2860 

1995      277         －       277 

1996      6391        －       6391 

1997      3619       2738       6357  

1998       97       8002       8039 

1999      202       12500       12702 

                               

                   N.A.I.S. Malawi,2000  
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（４）FAIT の活動と今後の方策 

農民の人工授精師養成は 1997 年 JICA プロジェクトで開始したものであるが全国ではこれま

で約 230 名の農民人工授精師が養成されてきた。この内 60 名は当 FAIT プロジェクトでマラウ

イ政府の予算と JOCV およびカウンターパート合同の指導の下で養成されたことは評価できる。

上記の本質的問題の中で液体窒素不足による凍結精液の配布が停滞して養成された人工授精

師の活動面が著しく制約されたのは不運であったが JOCV 隊員は人工授精マニュアルの作成、

酪農家の飼養管理、繁殖記録の指導等これまで地道な活動を行ってきた。本年の 11 月で FAIT

プロジェクトは終了するが今後凍結精液の配布を想定して妊娠鑑定マニュアルを作成、あるい

は人工授精マニュアルに妊娠鑑定部分を充実させる等して FAIT プログラムの妊娠鑑定コース

(残る 1 回)は計画どおり継続する。FAIT プログラム継続の要請が非常に強いのでプロジェクト

終了後も FAIT で研修を受けた人工授精師の指導に当たる隊員や飼育・繁殖管理分野の隊員の

継続派遣が望まれる。 

 

（５）問題が生じた際の対応 

問題が生じた時（今回は凍結精液製造機械の故障）何が原因か、過去何があったかを正しく

分析して問題に対応しなければならない。マラウイの液体窒素製造機は前回は消耗までに 13

年（1997 年）、今回は 8 年～9 年（2010 年）であるが今回の消耗は前回よりも液体窒素製造の

過剰稼動状態も考えられる。これは酪農地帯がカロンガ、サリマ、ムワンザ地区に拡充したか

らである。しかも人工授精センターの予算はこれらの酪農開発拡張に相応したものではない。

又機械の耐用年数は十分でも消耗後の処理が迅速にとれない。これらの問題が雑居しているの

がアフリカのプロジェクトの特徴であろう。本元の（ここでは人工授精センター）の予算配分、

人員配置に勘案したプロジェクト運営を考慮しなければならない。今回の緊急問題が生じたら

早めに対応していくことが肝心である。酪農開発は凍結精液がなくても液状精液でも行えるし、

液状精液が利用できなければ近くの雄牛から何とかして精液を採取して、希釈してストローに

つめて、氷の入った魔法瓶に保存して人工授精する方法もある（フィリピンでは隊員がこれを

行った）又酪農開発は自然交配でも行える。酪農グループと相談して雄牛を政府に申請しても

よい。なんらかの対応策を草の根ルーツから政府に発信していくのがＪＯＣＶ援助の本質であ

り又醍醐味でもあると考える。 

 

 

3-2 教訓・提言 

3-2-1 提言 

(1) プロジェクトに対する提言 

・冷蔵液状精液の配布システムの確立 

液体窒素がある限り、電気が無い場合でも、凍結精液を保存でき、かつ遠隔地にも運搬できる

ため、凍結精液を用いた AI をマラウイにおいて普及する妥当性は高い。しかしながら、液体

窒素が供給できない現状においては、代替手段として、冷蔵液状精液を用いた AI を行うこと
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が、本プロジェクトを通じて確立しつつある AI システムを維持する上で必要である。同時に、

養成された FAIT に対する動機付けとして有効であると判断される。この観点から、プロジェ

クトとして、凍結精液の供給が再開されるまでは、冷蔵液状精液をいかに FAIT に届けること

ができるか、その方策の検討を行う必要がある。 

・研修コースの継続 

AI 研修と PD 研修は、プロジェクト期間中に各 8 回の実施が予定されていたものの、現時点で

はそれぞれ 6 回と 5 回の実施にとどまっている。PD 研修については、2011 年 4 月に実施が予

定されているが、AI 研修については、液体窒素の供給が再開され、凍結精液が利用可能になっ

てからの実施が望ましい。なお、これらの研修のニーズや妥当性は高いと判断されることから、

プロジェクト終了後も、定期的に研修を実施していくことが期待される。 

・DAHLD に承認された AI マニュアルの発行 

プロジェクトの活動において、現在、協力隊員が、AI マニュアルを編集中であるが、FAIT や

関係者へ配布した後の活用度という観点から、DAHLD に承認を受けたマニュアルとして、発行

することが望ましい。 

・FAIT の活動状況フォローアップ 

プロジェクトでは、FAIT ダイレクトリーを作成したものの、マラウイ国全体の AI プログラム

を改善するため、本プロジェクト以外の他の機関が養成した FAIT を含めた FAIT 全体の現況調

査が必要である。この調査は、これまでに一度も実施されたことが無いが、FAIT のフォローア

ップという観点からも、養成された FAIT が AI に関する活動を行っているのかどうかを含めて、

データや情報を収集することが求められる。 

(2) DAHLD に対する提言 

・全国的な AI サービスを行うための NAIC 強化の必要性 

NAIC はマラウイにおいて AI を推進していく上で、疑いの余地が無く、鍵となる機関であるが、

全国の AI サービスをカバーするという観点からは、予算や人材の配置が充分ではないと言え

る。このため、予算、技術、人材等の観点から NAIC を強化していくことが、AI の持続的な発

展に重要である。 

・液体窒素調達のあらゆる手段の検討 

既述の通り、DAHLD による液体窒素の供給は、プロジェクトの前提条件となっており、この前

提条件が満たされていない現状においては、プロジェクト目標の達成は困難である。凍結精液

が利用可能になるまでの代替手段として、一部地域においては、冷蔵液状精液を用いた AI が

実施、また試行されている。現在、修理を行っている液体窒素製造機が再び液体窒素を供給す

るまでに数年かかるという試算もあるため、民間業者からの調達や、新しいプラントの設置な

ど、DAHLD は引き続き、あらゆる手段を用いて液体窒素を調達する努力を行うことが引き続き
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求められる。 

(3) 農業食糧安全保障省への提言 

・液体窒素の調達に向けた省内の調整 

プロジェクト目標の達成のため、液体窒素の供給は非常に重要であり、プロジェクト計画上は、

DAHLD が液体窒素を提供する責任を負っているものの、より効率的かつ安定的に液体窒素を調

達するためには、省内各局間の調整も望まれる。省内の土地資源保全局が、FIDP の資金を活用

して液体窒素プラントの調達プロセスを行った経緯もあり、DAHLD を含めたこららの局間の調

整がより迅速な液体窒素の供給に繋がるものと思われる。 

(4) 農業開発局及び県農業事務所への提言 

・冷蔵液状精液の配布方法についての DAHLD との検討 

上述の DAHLD への提言と関連し、凍結精液の配布システムはプロジェクトの下で設定されたも

のの、液体窒素が供給されない現状においてこのシステムは機能していない。このため、代替

手段としての冷蔵液状精液の配布が求められていることから、各農業開発局/県農業事務所の

実情に沿った配布システムについて、DAHLD と検討を行うことが必要である。 

(5) JICA への提言 

・プロジェクトへの優先的な JOCV の派遣 

2011 年 11 月にプロジェクトは終了するものの、引き続き、AI や飼養管理等の分野でのボラン

ティアは必要とされているため、プロジェクトのフォローアップという観点からも、優先的に

マラウイに対して家畜飼育分野の隊員を派遣することが求められる。 

3-2-2 教訓 

(1) プロジェクト計画の見直し 

前提条件は、プロジェクトの開始に際して満たされているべき条件であり、前提条件が満たさ

れないとなった時点で、プロジェクト目標の達成も含め、プロジェクト計画そのものが崩れる

ことになる。本プロジェクトでは、前提条件である液体窒素と凍結精液の供給の不全について、

すべての関係者が関心を寄せ、液体窒素製造機が故障した際には、新しいプラントの調達では

なく、故障したプラントの修理を優先させた経緯がある。しかしながら、それ以後も、プラン

トの修理はできておらず、当時の判断として、プラントが技術的に修理可能かどうかを判断で

きていれば、プロジェクト計画の見直しを含めた迅速な対応ができていた可能性がある。プロ

ジェクト開始にあたっての前提条件の精査は非常に重要であるものの、通常の技術協力プロジ

ェクトにおいても PDM は数回程度以上も修正をするのが一般的であるなど、PDM が状況に応じ

て修正可能であることを再度認識する必要がある。 
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(2) プロジェクトの運営 

プロジェクト開始時の協議議事録に記載の通り、プロジェクトの実施にあたっては、JCC と PSC

を設置し、プロジェクトのモニタリングと進捗確認を行ってきた。しかしながら、日々のデー

タ収集、会議招集、研修のアレンジなどの日々のプロジェクト運営をする責任者については、

協議議事録には明示されておらず、プロジェクトマネージャー、NAIC スタッフ、JICA ボラン

ティア調整員が分担して業務にあたってきた。これらの日々のプロジェクト運営に関する責任

の明確化も、人事異動に影響されない効果的なプロジェクト運営に寄与した可能性がある。 

 

 

3-3 ボランティア・プロジェクト及びボランティア群 

2-6 において記述の通り、今回の調査の結果として、以下の 3 点が VP や「ボランティア群」

を運営するにあたって、ポイントとなっていることが確認できた。 

 

(1) 目標・ボランティア派遣方針等にかかる先方機関との合意の有効性 

(2)「ボランティアによる活動」としての適正な目標、規模等の設定 

(3) マネジメント要員の配置、運営の在り方 

 

「(1)目標・ボランティア派遣方針等にかかる先方機関との合意の有効性」については、VP

の形態をとらない「ボランティア群」としての活動の場合であっても、「ボランティアの派遣

を通じて何を目指すのか」という目標/方向性を合意文書として先方政府と確認をすることに

よって、先方のオーナーシップを引き出し、予算措置等も受けやすくなる等のメリットが確認

されている。シリアで実施されている幼児教育分野の「ボランティア群」の例では、PDM を作

成しないながらも、大きな目標やボランティア派遣方針を先方政府と合意している例もあるこ

とから、これらも参考にしつつ、各国のボランティア事業としてまとまりにできるものは、こ

のように先方政府と共通認識を持つことも、有効であると思われる。 

 

「(2)『ボランティアによる活動』としての適正な目標、規模等の設定」については、先方

政府からのプロジェクトへの期待が先行するあまり、ボランティアが主体であるという本来の

活動のあり方が忘れられがちであり、プロジェクト目標、プロジェクトサイトとして過大なも

のが設定された可能性が確認されている。「農民人工授精師養成計画」については、全国規模

での AI 推進のために全国で FAIT を養成することを目標にプロジェクトを実施したが、「HIV/

エイズ活動実施のためのコミュニティ能力強化プロジェクト」や「ムジンバ県南部地域保健向

上プロジェクト」では、ムジンバ県南部を対象地域としての活動が行われているなど状況は異

なるが、国内リソースの確保状況も踏まえて、どのような目標や規模が妥当なのか、不安定な

ボランティアの派遣のみ案件目標の達成は可能なのか、案件毎に精査する必要がある。 

 

また、「(3)マネジメント要員の配置、運営の在り方」にも関連し、これまで現場での VP 等

のマネジメントを行ってきたフィールド・コーディネーター（FC）制度が廃止されたことにと

もなって、FC が前面にたってボランティアを牽引するという従来の VP や「ボランティア群」

のマネジメントは難しくなることからも、首都に駐在するボランティア調整員が、定期的に運

営サポートをする程度で、ボランティア自らが運営できるレベルの目標や規模の設定が望まし
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いと思われる。逆に、FC が努力をしたことによってプロジェクトとして運営できていた VP 等

も少なからず確認されており、ボランティアが主体という事業の特性からすれば、無理があっ

た可能性も指摘されている。 

 

また、今回の調査で充分な確認ができなかった点として「費用対効果」の視点がある。例え

ば、ある VP の協力期間を 5 年間とし、FC1 名とボランティアが常時 6 名派遣されていたとする

と、5 年間の協力金額総額は、機材等も含めると 2 億円を超える可能性があり、これは小規模

技術協力プロジェクトに匹敵する規模となる。異なるスキームであるため単純に比較はできな

いが、同じ「プロジェクト」としてその費用対効果がどうであったのかを、今後の VP の評価

で検証することも必要と思われる。 

 

ボランティア事業予算も今後削減されていくことが予想されるなか、少ないボランティアで

より協力効果を出していく必要があることを考えれば、ボランティアが「まとまり」として活

動することは非常に有効であると考えられるため、今後、実施されるラオス、ザンビア、エジ

プトの VP 評価にあたっては、上述の 3 点に「費用対効果」を加えた４点について、検証し、

VP や「ボランティア群」としての活動のあり方を検討することが重要である。 

 



 

 
 

添付資料１ 

調査日程  

No Date Time Place 
Ms. YAMADA 

Evaluation Analysis 

Mr. SAITO 

Leader 

Mr. SASAKI 

Evaluation 

Planning 

1 
17/03/

11 
THU - - Departure from Japan 

  

2 
18/03/

11 
FRI 

13:20

Lilon

gwe 

Arrival in Lilongwe (SA170)    

14:00 Meeting with RR, staff in JICA

17:45
Meeting with Deputy Director in 

DAHLD  

3 
19/03/

11 
SAT  - 

Lilon

gwe 
Data analysis 

4 
20/03/

11 
SUN 

08:00 Karon

ga 

Lilongwe- Karonga with Mr.Hata

(JOCV) 

17:00 Interview with Mr.Hata (JOCV) 

5 
21/03/

11 
MON 

08:30
Karon

ga 

Karonga (Interview with DADO, 

FAITs, JOCV, CP) 

18:30
Mzimb

a 
Meeting with Ms.Sakatani 

6 
22/03/

11 
TUE 

07:30

Mzimb

a 

Interview with Ms. Yasutaka  

08:30 Interview with the DC and DPD 

09:00
Interview with the DAC, DSWO and 

DAC 

10:00 Interview with the DHO 

10:30
Interview with PHC Coordinator, 

Ms. Omori (JOCV) 

13:30
Interview with Mr. Hayashi 

(JOCV) and CBO Representatives

- Mzimba - Lilongwe 

7 
23/03/

11 
WED 

07:30

Lilon

gwe 

Interview with DAHLD 

09:00 Interview with FIDP Officer 

14:00
Interview with MMPA(Central 

Region) 

16:00 Interview with FICA 

18:30 Interview with Mr. Kono (SV) 

8 
24/03/

11 
THU 

07:00

Zomba 

Lilongwe - Zomba 

11:00
Zomba (Interview with FAITs, 

Staff)  

14:30 Mikol

ongwe 

Interview with Mr. Mboma 

(Acting PM) in NAIC 

15:30 Interview with Mr. Sato (JOCV)

9 
25/03/

11 
FRI 

07:30
Mwanz

a 

Blantyre - Mwanza 

09:00
Meeting with DADO, Ms. Numakawa

(JOCV), CP, FAITs 

17:00
Lilon

gwe 

Interview with Mr. Chimwenje 

(PM) 

10 
26/03/

11 
SAT -  

Lilon

gwe 
Writing report 

11 27/03/ SUN -  Lilon Writing report 



 

 
 

11 gwe 

12 
28/03/

11 
MON 

08:30
Salim

a 

Lilongwe - Salima 

09:30
Interview with DADO, Mr. Ogaki

(JOCV), CP, FAITs 

13 
29/03/

11 
TUE 

12:20
Lilon

gwe 

Writing report Arrival in Lilongwe(SA170) 

14:30 Meeting with RR, staff in JICA 

15:00 Meeting in JICA office 

14 
30/03/

11 
WED 

07:30 Lilon

gwe 

Courtesy call (Ministry) 

09:00 Courtesy call (EOJ) 

10:00
Salim

a 
Interview with Farmers in Salima 

18:00
Blant

yre 
Interview with Officer in Sable farm 

15 
31/03/

11 
THU 

09:00
Mikol

ongwe 
Interview with Acting PM, Staff and Mr. Sato (JOCV) in NAIC

14:00
Blant

yre 

Interview with Shire Highland Milk Producers Association 

(SHIMPA) 

16 
01/04/

11 
FRI 

08:00
Mwanz

a 
Interview with Ms. Numakawa (JOCV) and Farmers  

15:00
Lilon

gwe 

Meeting with Controller of Agriculture Investment Programmes 

and Director of DAHLD 

17 
02/04/

11 
SAT 08:30

Lilon

gwe 
Drafting Minutes 

18 
03/04/

11 
SUN 08:30

Lilon

gwe 
Drafting Minutes, Meeting with JOCVs 

19 
04/04/

11 
MON 

08:00
Lilon

gwe 

Meeting in JICA office 

14:00 JCC at MoAFS 

18:30 Report to JICA Malawi 

20 
05/04/

11 
TUE 

08:00 Lilon

gwe 

Signings of Minutes with MoAFS 

13:00 Departure from Lilongwe (SA 171) 

21 
06/04/

11 
WED - - Arrival in Japan 
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阻 NUTESOFMEET町GS

BETWEEN 

THETE即位NALEVALUATIONTEAM

AND 

THE REPRESENTATIVES CONCERNED OF 

THE GOVERNMENT OFTHE REPUBLIC OFMALAWI 

ON 

THEPROGRA卦仙1EOF JAPAN OVERSEAS COOPERATION VOLUNTEERS 

FOR 

THE FARMERARTIFICIAL到 SEMINATIONTECHNICIANFOSTER PROJECT 

百leTerrnina1 Eva1聞社。nl切m(hereinafter referred to as市日切m")，αgar也:edby the J ap飢

Intemationa1 C∞per泌 DnAgency (hereinafter 1官ferredto as官 CA")aI1dh回 dedbyMr.回roshiSAπ'0，

visited the R，中lblicofMa1awi蜘mMarch 18 to April5， 2011 to∞nduct a Terrnina1 Eva1uation口fthe

Farmer Ar岨cia1Insenlinationτ凶 miciaI1FωterP吋ωt(hereinafter referred to as池 eProjec門bぉed

on也eP明則DesigoM出 x(h悶inafter1市対toas "PDMヲ晶dop制 onJu1y 16， 2010，釦ddiscuss 

the future imp1ementation p1aI1 of批 P吋ectfor the remaining period. 

During由巳 eva1uationperiod，せle1切m assessed也epeめ'nnaI1ce，inlp1ementa伽naI1d 

achiev巴mentsof the Project since its commencement in No刊訂lbぽ 2006by reviewing documents， 

interviewing re1evaI1t individ回 1saI1d obs町四ng血eP町 ectactivities. A1so也.e1i切m aI1d authori豆es

∞日間nedofthe Repu削icofMa1awi (her説m長:ぽおおredto as市othsides") had a班 iesofdisc四¥Ons

aI1d exchaI1g(対V1e明son吐leProject.

As a resu1t of世lediscussions， bo血sidesagr'伐dupon the mattぽsreferred to in the Joint Terrnina1 

Eva1u紺onReporta吐achedhereto. 

£人u.L人 CいふCA.

Ms. Erica MAGANGA 

Principa1 Sはお伽y

h白首位yofAgriωl加reaI1d Food Security 

G口，vemmentofthe Republic ofMa1awi 

で ι￥
雌白roshiSAITO

Lead町

Li10ngwe， Aprilえ2011

市出活na1Eva1uation TeaI11 

Jap知加emationa1Cc口per，組onAgency

Jaμn 
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1. Introduction 

1.1 Background and Objective ofthe Evaluation 

TheDep血tmentof Animal H出 血 叩dLivestock Development (lコAl丑.D)，出e抽出町ofAgric叫加reandF，∞d

Security例oAFS)has b町 1implementing the Fann町 A岨 cialInsemination Tec凶 Cl印 Fost町 Proj田 t(出e

E阿部t)in c∞p闘世onwi白血eJap血InternationalCooperation Agency (JICA) for血eperiod of five (5) years 

from November 13， 2006 to November 12， 20日百四Jap血 Ov，問問C∞pe田tion羽田t回路σocv)刷出err

∞unte中ぽtshave been implementing the Proj也 tactiviti田，

JICA dispatched a T，町四国1Evaluation Team (the 1i田m)to Malawi from March 17ωApril6， 2011 to ∞nducta 

tenninal evaluation.刀leevaluation was a joint田 d町takingby the Malawian叩 dJapan田esides， wi出血H

∞op田 tionfrom DAl江Dand other relevant authorit悶

Theobj田紅V田 ofthetem古田1evaluation are田ゐllows:

1) To ex町田nethe implementation proc田S血 dthe achievement level of田chproj田tactivity， Outpu也andthe 

Proj副 Purposeof血eProj田t.

2) To evaluate the overall achievement of世田 Pr(羽田tby means of the宣veevaluation criteria (relev肌 .ce，

effi田町四国$， e伍ciency，impact冊 ds田t加盟b出ゆbasedon the PDMσroJ田tD田19nMa凶x)(version 3) 

(Aunex 1) 

3) To review and analyze evaluation results in order to draw 1，田sonsleamt and to make recommendations for 

thefu同reProj配 tactiviti田叩.tilthe end of the Proj田t.

4) To prepare吐leJoint Tenninal Evalua仕onReport and白Mir祖国ofM配 t加gs小仙11).

1.2 Evaluation Paはicipants

DAHLD and JICA agr'田dto fonn a joint evaluation team ∞mposed of represer印刷田 fromboth sid田.羽田

evaluation t白血members町elisted below. 

List of Evaluation Team Members: 

Malawian Side: 

Name Position， Organization 

Mr.I.MBOMA 
Ac加 gP町田tM:叩ager，Ac出19National AI Coordinator， National Arti宣cial

lnsemination Centre (NAIC)， DAHLD， MoAFS 

MS.A.M.B.必IDA Senior Assist叩tVe岡田町Officer，NAIC， DAHLD， MoAFS 

Japanese Side: 

Name Designation Position， Org姐包ation

Mr.出。shiSAITO Lead町 Senior Advisor， JICA 

Mr. Taigo SASAKI 
Evaluation Assis回llD江田tor，A出caand Middle E酪tDivision， S悶 抽 出t
Planning ofJapanOも師団sCoop田 tionVolun岡田，JICA

Ms. Junko YAMADA 
Evaluation 

Consultan~ KRI lnt田nationalCo甲ー
Analysis 



1.3 Evaluation Schedule 

刀leT，悶ninalEvaluation was印行ductedfrom M町叫117 to April 6， 2011. The de凶 edschedule is shown in 

Annex2 

2. Evaluation Process 

2.1 Methodology of Evaluation 

百leTenninal Evaluation was conducted in a∞ord皿 cewr血血e瓦CAG山delin田島，rProject Eval国 tions(2010)， 

following th田esteps 

1) Achievements of the P刈田tw町eassessed based on the PDM (v'悶 ion3). The res叫tsofせleOutputs and出e

Proj∞t Ptupose we回目lalyzedvis-a-吋s血eVeriiiable Indi日torsofPDM.百leInputs and Activities were 

evaluated in comparison with the plan and the r田ultsof the Outputs. 

2) Contributing and impeding facto四 ω世leachievement of the Proj∞twe肥富田lyzedbyre吋ewmg出eproJ田t

d田ignandp町田timpl町nentationproc田 s.

3) The design， implementation proc田s，and OutCOffil田 ofthePrqリ民twere自国防zed企om出eviewpoints of the 

自veevaluation criteria:田lev皿 .ce，effi配 tiven田s，e伍ciency，impact and s田泊四b出町y.

4) Recommendations for出eProj田tfor也eremaining period were formulat凶Alsolessons l=t from the 

Project were developed. 

Both ql田 川 畑iveand qualitative data were∞担問ted組 dut出Zedfor自国lysis.Data col1田tionmethods田edby 

the T=  were as follows: 

1) Document re吋ew;

;&)~Qu田tiennaire剖FVey-to-the-co叩terpartsオle-Japan田e-vol聞協悶叩d-volunt田r∞ordinato田;

Mala.羽田counterp百ts・sentto 23 counterp町ts，of which 17 responded 

Japan田 evolunt問団叩d∞o[出現to四 国signedto the Project: sent to four (4) volunt問問， two (2) 

r出 medvol間 隔 路 加dtwo (2) c∞rdinators， of which eigbt (8)悶 ponded

3) Key informant interviews: 

Malawian∞mterparts of the Proj民 t

Farm町ArtificialInsemination T，田h世田町田σA1Ts)q田凶edby出eProject

FAITs四 日edby other org百lizations

一 F紅古田国 whoownd田ry回世le

R，匂resentativ，回世umthe田latedor酔 uzatJons

Jap回国evolru世間rsand coordinators assigned to the Proj田 t

4) Direct observations offarms阻 d同社le.

2 



2.2 Criteria of Evaluation 

The data and infom田tioncoll田tedthrough above mentioned metbodology were ana1ysed and eva1uated 

according to tbe five eva1uation criteria described below. 

Evaluation Criteria Description 

1) Relevance Relevance of tbe Proj田 tis reviewed by由eva1idiザoftbeProj田tPurpose and the 

Overa11 Goa1 in cor祖国tionwitb tbe polici田 oftbe Govemment of Malawi and tbe 

needaoftbe∞m甘yand tbe target population， as well出 witbtbe Japan's assislance 

policy to Ma1awi 

2) Effi配l1ven田 S Effi田l1ven田sis assessed by ex白百ning血e岡田tto which tbe Proj配thas achieved 

its P吋ω Purpose，and clari命inghow tbe Oulpu恒凶vecontributed to the 

achievem叩 toftbeProj田 tPurpose.

3) E偲crency Efficiency of tbe Proj田 tis ana1yzed by 100組ngat how tbe lnputs and Activiti白

have contributed to血eproduction of出eOuφuts，町田Iysingthe q回 lity，ql田 nl1ty

阻 d白凶n呂

4) Impact Impact of出.eProj田 tis a回目sed血roughana1yzing eitber positive or ne伊tive

influences of吐，eProj田 t

5) S山 tainab出土y S国防inab出町Iof tbe Prc羽田tis a回出sedin tern百 ofor.伊沼atrOI羽1，白1ancia1and 

t岡田i田1asp田 tsby exan1It1It1g to what extent血eout∞mes of the Project to be 

sust担nedafter tbe Proj田 tis completed 
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3. Achievements and Implementation Process 

3.1lnputs 

3.1.1 Inputs from the Malawian Side 

1) Counterpart p田 onnel出血伊edto the Proj倒

T叩 (10)membe自由服ignedas∞叩t町p出 to血eProj配tas of March 2011. The list of批∞凶t句 紅t

personnel is shown凶Annex3.

2) Provision of equipment and fac血白田

羽田 Ma1awian side provided阻 0伍ceto出eProject together wi血 u凶iti田.Materials used in Arti:ficia1 

Insemination (Al) s町四国(e.g.plastic gloves and AI sh白血)havealso b田nprovided古田 details of equipment 

andfac山tiesprovided from the Malawian side are shown inAnnex 4. 

3) Operationa1 e中ens田

The ope田tiona1expens田 ofthe Ma1awian side arnounted to 1PY 12，303，090φ1K 22，410，000') from 2007 to 
M紅-ch2011. The details ofthe operationa1 expe回目areshown in the table below. 

マ¥¥ど 2006 

Rφv聞配

Frozl叩 SemenProduction 2，500，∞o 
Training 。
LN Dislribution 150，1∞o 
I:NPI副rRi可主主tr t5oo;∞o 
Bicycle 。

Tota1 4，150，∞o 

3.1.2 Inputs from the Japanese Side 

1) Volunt町田andCoordinators 

2007 

3，∞8，∞o 
1，∞8，000 
200，000 
。
。

4，200，∞o 

2008 2009 2010 200下2010

(国 ofl~M蹴h20 1l ) Total 

3，∞0，∞o 3，∞0，000 。9，∞0，∞o 
1，600，∞o 800，000 1，310，000 4，710，∞o 
300，∞3 。 。500，000 

1 7.300;'∞0- 。 5i切O，∞o-r，2∞';00σ 
l，∞0，000 。 。1，∞0，∞o 
7，2α0，000 3，800，0∞ 7，210，000 22，410，1∞o 

Twelve (12) vol叩 t田 rsand two (2) field coordinators have b田n田 signedin出efrarnework ofPDM. In addition， 

five (5) vol叩 teersw町.eassigned in the sarne t白川氏a1ar，処置lima1h山 bandry，and ∞nlributed to也ePrc羽田t

acl1V!l1田 directlyandindir田 tly.Th同theT，田magreed to include a1l the 17 volunt回目田由jstenuina1 eva1uation 

The list of volunt民団阻d∞Jrdinato回 isshown inAnnex 5. 

2)Pro羽田onofe司uipment

官官 eql凶pm叩 tdir田町providedto the Proj配 tarnounted to 1PY 7，902，725小依 14，394，763.10) as of M臣官h

2011.官官de匂ilsof the provided e司山pm田 tare described inAnnex 6. 

lIMK=且549JPY田 ofM蹴 1，2011

4 



3)句悶tional抑制国

The operational exp明白 oftheJapan田eside amounted to JPY 4，450，645 (MK 8，106，821) since the beginning 

oftheProj田tuptoM眠 h2011.Thede凶Isofthe op田 tionalexpens田町eshown in the table below. 

「¥と
2007 2008 2009 2010 2007-2010 

(田of!辺M四，h2011) Total 

M自由19andT国首lmg 。 。 。 5，096，821 5，096，821 

匂田恒onalCost 800，000 1，300，∞o 9∞，∞o 10，0∞ 3，010，∞。

To旬I 800，1∞o 1，300;∞o 900，∞o 5，106，821 8，106，821 

3.2 Achievement of Activities 

TheTI間 nreviewed血eprogr田softhe Activiti田basedon the PDM (version 3) and confumed世田tal血ou虫色e

AlandPD回iningswere done behind the schedule， e宜ortshave b田 nmadeto回目yout the activities based on 

the planned sched叫e.官官 plannedand actual implementation schedule四戸田町ltedin Annex 7.羽田

achievem叩 tsof acti-吋ti国間d町Output1 and Ou旬以2町esummarized respectively as follows. 

3圃2.1Achievement of Activities under Output 1 

Acti.吋ties Achievement 

Farmer a回目iationsselect nomin田sfor Al . 68 farme回 were nominated by their 白nner
1-1 

柱ammg. associal1ons 

1-2 ConductAl仕ヨiningto selected far百四国 . SlX (6)沼岡諸事E百lltS箆were-conductedo

l目3
Cond叫 pregnancydiagnosis (PD)凶凶ng Fiveσ)PD凶ining∞山田swere conducted 
toFAITs. 

Org!田zefarmer association meeting after . 57 FAITs 0培制zed 1，822 farmer 出 socml1on
1-4 

Al training m田tIl1gs.

1δ Produce Al manual A的立ofAIman田1is prepared by the Vol田岡田.

Main activiti田underOutput 1 are the Al and PD凶iningsτ11eAl凶iningw田∞nductedあr伽目。)w田b

andthePD凶 iningfor two (2) w田k8.百ledetai1s of the Al阻dPD切 iningsare shown below. 

List of刈T問 inings:

No Da恒 NoofPa凶cipan括 Pass Pass問lte%

M百ch2 -April13， 2007 14 11 79% 

2 June 11 -29， 2007 12 10 83% 

3 J四百 11-29， 2008 9 8 89% 

4 Nov.17四 Dec.5，2008 10 10 100% 

5 May6-26，2010 11 10 91% 

6 Aug. 26 -Sept 15，2010 12 11 92% 

つ日b祖l 68 60 88% 
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List of PD Trainings 

No Date NoofPar甘cipan邑 Pass Pass 悶悟%

J皿 21-292008 7 5 71% 

2 May 12 -20， 2008 10 9 90% 

3 Feb.23-M町 1，2009 5 5 100% 

4 Sept 28 -Oct 9， 2009 10 10 100% 

5 J田 24-Feb. 4， 2011 9 9 100% 

TotaI 41 38 93% 

As shown in the 出 below，all the Malawian lect町田 atlendeda回白血喜coursein the町田Sof AI in Japan and 

they utilized their technical knowledge and skills acq田red仕rroughthe加ining

List of Malawian Lec!u開陪:

No Name Title， Organization T同iningin Japan Duration of TI悶 ining

Alfred Esmael Chimwenje MホolongweF町m，DAHlD CattleAI Extension System 23/05120日7目 18/08/2007

2 A.M.Banda M止olongweFann， DAI狂D Semen Production 06/05/2000 -02/03/2001 

3 Emmanuel Mon凶ort Ministry of A日icul加目印dIrrigation Breeding釦 dAIinCa凶e 05/05/1999 -22/08/1999 

Mv.間阻diye Bvumbwe Bulking Group 

4 Helex 1110mas M田pa KarongaADD Breeding四 dAI for Cattle 22/04/2001 -12108/2001 

5 I恥1boma M止olongweFann， DAI丑D AIProgr祖nme 19/05/2009 -16/08/2009 

6 Lawren田 K皿 yimbo MzuzlはADD C叩ac町BuildingExtension 日2/07/2009-31/日7/2009

Train田 forSmallS田le

-bi-v田tock-Fanning

3.2.2 Achievement of the Activities under Output 2 

Acti吋ties Achievement 

2-1 Assist FAITs in出efie¥d As白日yactivities，世田volunteers血 d血eir
co叩 terp町tshaveb悶 1supporting the F AITs in the 
五eld

2-2 Hold regu1ar meetings with DAl江.D，ADD JCCandPSCm白血gswere held in total seven (η 
(Agric山ra1Development Division)叩 d tim田
AIt田凶cians(AITs) No meetings with DAHLD， ADD andAITs have 

beenheldsoぬr.
2-3 Establish an effective system for DAl江Dstarted a regu1ar c¥is仕ibutionof世ozen

dis凶butionof frozen semen and liquid semen and liquid ni甘ogenin July 2008. 
ni仕'Ogen However， the c¥istribution system was c¥isrupted due 

toa田ra田 ident， a frequent b田akdownofliquid 
ni凶 genplant田ldso fo他

The production ofliquid nitrogen如 dfrozen semen 
has been susp田 dedsince May 2010 b田a田 eofthe
breakdown ofliquid ni甘'Ogenproducing plant at 
NAIC 
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2-4 Str田 gthen吐1eAIr句ortm血祖gement Mon出lyreports have b田nsubmitted from FAITs to 
NAIC and to the n田restau血orities田.chasADDand
DAO(Dis凶はAgricul何回10伍ce).
Data entry and compi1ation has b聞 ldoneby也e
volunte町∞ordinator.

2同5 Evaluate F AITs Two (2) evaluations were回 rriedout白血1伊st2008
and in Septemb町2009using也.ecriteria set by the 
volunte町S.

Problems were identi宣edandseve回1m回 S四国have
been taken to r，田pondもD血epro脱出lS(e.g. provision 
ofbicycletoFAII). 

τber聞は1Iswepesdh印刷aregdhaJmCoCng2111ePrqEtmemb悶
叩 dstakehold出 meeting.

2-6 MakeAIt田 lmiciandirectory Adir∞tory ofFAITs加illedby也ePr'吋田t1S 
developed and updated. 

2-7 ManageAIeq四pment Manag'町nentr配 ordwas rnade but it is in fact a rental 
agr'田【羽田.tre∞必orr田 eipt

2-8 Es凶blishprocぽ'ementsystem of AI Four(4) deale四 wereidentified 
suppli田 Theproc叫 'ementsystem has not b田n田tablished

τbe liquid nitrogen producing pl叩.tat NAIC which was the on1y installation for AI services in the∞'untryhad 

often problemsτbe production ofliquid ni甘og叩阻dfrozens白nenh出 beens田 pendedsince May 2010 b田 a国 e

of the breakdown. Production and distribution of liquid nitrogen and froz四 semenwere defined as prerequisit自

由atare to be fulfilled outside of the Prc羽田t企arnework官官P町田t，however， has b悶 1makingV阻 O田 effortsto 

solve the problerns in relation to Activity 2-3. As one of the efforts， a nCA senior volunteer in the field of medical 

equipment rnaintenance has visited NAIC twice for a甘oubleshootingof the plant. Also， FICAσlanders 

E百d百函館預al-Co百戸l百世田企g出，cy}pro吋ded命lancial剖 pports.to.repair-血e.pl町並

3.3 Results of Outputs 

古田T田mcon血med白eachievements of the Ouゆutsbased on the PDM (version 3). Some areas have achieved 

吐1e加工get，but other areas still need finther efforts in the rem出血gp釦 odof the Proj田 t

3.3.1 Output 1 

Ou七put1， F.山7nerAI technicians (FAITs)α開 trained，has been mostly achieved 

At nationallevel， there were 97 FAITs in 2006 before批 Proj田 t(32 FAITs were trained by nCA)'. At tin1e of 

批 tennina1evaluation， according to the加.terview，the則的町 ofFAITs田tinlatedat 2323. m the P町田t，60

F AITs have been ql田 lified.立m田抽出at26% of FAITs are quali自edby the Project. One of the su∞田sful

achievements under Output 1 is the number of q国 lifiedFAITs百1eProj田 thas ∞ntributed to reduce血e

shortage of AI t田:hniciansin仕1e∞untryby offi問団gbo也AIand Pregnancy Diagnosis (PD)回 ningsto fi副mers.

2 P田uect白C山田t(~∞町
3 World Y!sion lotl四 国ona132，World Wide Si悶，Inc.13， LandO'Lakcs， Inc.. 70， SSLPP/Hei伽 In岡田00回 120，F1DP 5， JICA認，thc Prqj ect曲
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Outputl:“FannerAIt，配h武ia田(FAITs)a間仕説ned."

Indicator Achlevemeut 

1-1. 96仕富山e田 a壮end吐leAItr記mug. 71 % achleved 

68 tr租ne田 atteudedthe AI training 

1-2 86 FAITs are q回国edby2011. 70 % achleved. 

60FAITs紅eq間五日ed

1-3 86 FAITs a世田dP田guancyDiaguosis 48 % achleve也
(PD)仕話国ngby2011 41 FAITs atteuded PD Trainiug田ld38 oftheillare ql国凶ed

iuPD 
1-4 官官numberof associatiou meetiugs 1，822皿白血gswereheld

Atoぬ1of20，863 farrn田 atteudedthe m出回gs

lδ. More白血lonemau田1is produced by In progress. 
2011. Adraft ofAI manual is prepared血 diutheproc四 sof

editiug 
lu additiou， a DVD w出 creatediu ord町 forFAITsto田e
when they organize a meetiug 

F田merswere recruited for AI回mmg企uma1l over the∞uutry.羽田uumberofFAITs q田凶edby世lePrl吋ectby

ADD is shown iu白 tablebelow. It should be uoted出at世田 Prc炉thas iucreased the uumb町 ofFAITs 

esp田ially加the町田swhere dairy activities are not active such田Karouga，Salinla血 dMw祖国 Forius回 ce，

there are 11 FAITs血世田Karou伊 ADD(Agric叫恒国1Development Division)町田血dten (10) of which were 

q田 H五edby the Proj民t.

Fぽ也enno田，血.em田tiugshave been orgar也:edby F AITs after AI岡山岳 (Activity1-4)おrthe p田p田eof 

司i脱出面白耳flmowle司geana五街宣函liong盈lOO-OY'白百俣市首Ll.1g.11克reslUts-伽 ih吐J.e-Ifil恒府詑WSWith-FAl1S

∞n血med白atlSSU国間dtopi，田 coverediu a meetiug iuclude， but uot limited to AI， PD， detection of heat and 

r田ordk，田:piug.As s田n仕umthe table below， aね凶of20，863fl百mersbeuefited fiDm the meetiugs. FAITs s悶 E

to play a key role iu improviugAI and cattle management iu gene田1.

Number of FAlTs， Meetings and Pa同cipan恒byADD:

ADD NoofFAITs Noofm白血19S No ofparticipants 

Karouga 10 238 3，401 

h金田U 10 208 2，421 

Salima 6 101 1，693 

Kasuu思l 4 51 376 

Lilougwe 7 264 4，318 

Machiuga 7 136 1，551 

B1叩旬Te 14 811 6，873 

Shireぬl1ey 2 13 230 

Total 60 1，822 20，863 
(Da凪畳間nlhe FAITs di臨 tory田 ofM町 h20Il)
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3.3.2 Output 2 

Output 2， the system 01 A1 servic，四isstrengthened， has b回 1partially achieved. 

It was envisaged出atOutput 2 tries to improve all the田p民也 ofnationa1 AI s町vicesystem from出e宣eldto 

nationa11evel. 百1官ea配cuv羽lU田 und町 ou吻やut2c∞O肝V町 van記eぽ町買守yoぱfa制ctivi刊刈叫1社制ti白 l四I且m刷1沼叫叫du吋岨Jd凶曲d也必血di必i訂n砲1沼gt協配加凶d山ca1a出ss拙l出S凶凶1悶c回etωoFAII芯sm

血e宣巴eld，management of企ozensemen and liquid ni仕ogenlogistics，担dimprovement of procurement syste瓜

百世sOuゆut2 is ambitio田 consideringthe fact that only the volunteer coordinator and his counte中首tsworkedin

出lS町田 Mor，四，ver，it is difficult to m由 S田e註lede!戸'eof achievement since the AI service system白血l0tbe 

adequately eva1uated by也eindi回 to四 setin血ePDM.

羽田T間百∞nduded伽 t也eAI system bas b田npartially improvedせlfOUgbthe acti吋tiesunder Output 2 such出

the discussions in JCC (Joint Coordinating Commi抗出:)andPSCσr吋田tSt田 ringCommitt田:)m田 tingsandせle

eva1uation surveys. The ex町 pl田 ofimprovement indude 1) the change of dis凶butionsystem by delivering 

liquid nitrogen血 dfrozen semen directly企omNAIC to each ADD and 2) the pro羽田onof bicyde to FAIIs 

basedon白.eres山 fromthe survey.目

Output2:“Tbe system of AI services is strengtbened." 
Indicator Acbievement 

2】1. The number of pi町田ofadviceto • JOCV血 dtheir∞阻terpartsadvised to FAIIs 1，100 

FCAOuInRterbpyarJtOs CVs mdthelr 由主E回.

2-2 The number of AI m出l旧gs . In tota1 seven (ηJCCandPSCm田恒19Swere held. 

• Nom田tingswith DAHLD， ADD and AlTs bave b出羽

held 
ムザ2~3: マ'h"numb-enj印fstributlon百f企仮面 ~蒔li弱I己 da胞反語]記長五百Theëli面白日泊蕊子;

sem叩血ldliquid nitrogen. • Beca田 eofthet羽田kdownof the liquid niむogenplant，
the production ofliql山dni甘ogenand告。zensemenat
NAIChasb悶 1田spendedsin四May2010

2-4. 羽田number of AI reports • 329 reports were submitted by Oct. 201 O. 

• Submission rate ofthe reports is 24 % 
2-5. 111enumb町 ofeva1田tion∞nduct札 • 1¥voσ，) evaluation surveys we田 conductedin 2008 

叩 d2009
2-6 AIt田hniciandirector下 Acbieved 

• AFAlTdirecぬrywas developed 

• 百ledir田 tory∞ntainsthe data and information on the 
FAlTs trained by the Project 

2-7 Equipment management r配 ord • Equipment management record was made but it is in 
ぬcta renta1 am:田mentrecord or receipt. 

2-8 百lenumber of d田le回 whichdeal wi也 • Four (4) dealers are identi五ed
AIsupply. 

， Re食間1Ce由ta(NA(C): liquid nI加 S叩 production:8.246 kg; (July2曲7/June2∞8)，10，054 kgs (July 20081JlUle2叩9)，fiu回 1悶 nenpt吋uction:5，287 stmws 
(July2∞7/June2∞8)，8，6IOstffi'、，VS(July2∞8IJ凶 e2閃9)
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3.4 Implementation Process 

3.4.1 Formulation and planning ofthe Project 

百lehistory of AI in Malawi dated back to 1965 and in 1984 the Government of D町nnarksぬrtedto assist the 

Nat旧国1Artificial Insemination Scheme (NAIS) to凶proveAI se刊ic且百len，in血e90泡立CAstartedね出SISt

NAIS in production of frozen semen. nCA a1so started offering紅泊ningsto government staff andぬnnersto 

五.utherpromote AI servic自白血∞凹匂

τbis Prc羽田twas deve10ped based on出etechni回1advanc田 madeov町 20years by the techr世田lc∞pe田l!onto

NAIS. The Project d田ignw出 fOffilulatedin 2005 by DAl江部凶tiativetogeth町 witha Senior Volunteer who 

W出回signedto DAl五Dat th鉱山田.The proposal of the Proj∞tw出回brni仕edfromDAl江Dto nCAin 

Augt瓜 2005in order to set up a nation】wideAIs町羽田古田MIMwas signed in November 2006. 

3.4.2 Progress of Activities 

All the activi紅白 plannedin也ePDM have b田n回汀iedout based on也eschedule. Gene回lly，P町fOffil四 回 IS

monitored and it has contributed to progr'田softhe Proj田t吐lroughc10se ∞，rnmunication between the Malawian 

and Japanese prc炉tmembers. An assignment of field∞ordinator and volunt田 r∞ordinatorhas b町市.cilita凶 g

出esmooth communication among the Proj田 tmembers and s同keholde回.

As to the activities of FAITs， the monthly reports have been subrnitted企omthe field for the p山poseof 

monit011ng. To stren尉1聞社lemonitoring， the reporting fOffilat was improved and the envelopes with stamp were 

dis帥 utedto FAITs to submit reports. However， the subrnission回teis low (24%， as of Oct. 2010) and no 

たedbackhas been given to FAITs. 

At出eProject level， JCC叩 dPSC m田凶gswere held regularly in to凶 ofseven (ηtimes.官官ough世田

discussion of the m白血19S，血ePDM was revised twice in Sept町nber2008 and July 2010. However， ouly出e

minor cbang田 weremade.τ'heActiviti田，Ou甲山 andProj田tPurpose remain the same. A1so， the Mid-Teffil 

Monitoring was canied out in October 2009.羽田r配 ornmendationsof the monitoring inc1ude the tak，田，verofthe

tasks such as update of出.eF AIT directory. However，也emaintenance of F AIT d江田toryand the monitoring in 

general have been done mairuy by the volunteer coordinator. 

3.4.3 Contributing Factors 

M司or∞n加butingfactors for enbancing the effects of血eProj也 tare identi五ed田 follows:

1) ProvisionofAI eq山 pmentand a bicyc1e to FAITs 

111eProj田 tprovided AI 何回pmentand a bicyc1e to eVI町 FAIT after the AI回白血gexcept for a few回悶 ηle

F AIT directory shows世田t，when there was Iiquid ni凶 gen皿 d音。zens目立en， some FAITs delivered AI services 

immediately after the AI training 

2)Ut出zmgr'田 ourc団組dexperienc田 fromthe past c∞peral!on 

羽田Projecthas benefitted from the long experienc田 ofnCA'stec版社回Icoope開tionand JOCV acti吋tiesin the 

百四 ofAI and cattle feed泊gand management. In addition， many of the Malawian counterparts and p四 ple

concemed attended a岡 田mg∞国盟国Japanin白es田netechni，四l町田
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3) Close collabo回tionand cornmunication 

As stated above， an assi伊mentof fie1d coordinator叩 dvollll1t田rcoordinator has been長acilitatingthe smooth 

cornmunication among the Pr，母国tmembers and stakeholders. In gene田1，good c∞rdination and relationship 

among the Proj田 tmembe白血dorganizations concemed have b田 1白血nt出 1ed.AIso，世田inお，rmationhas been 

shared among th町工

3.4.4Impeding Factors 

Facto白血athaveaffi田 tedto血eProj田t泊lplement:ョuonareid聞 ti五edas follows: 

1) Breakdown ofliquid nitrogen producing plant at NAIC 

百1eerratic回IPplyof liquid ni柱。g四叩dfroz田1semen is a critical problem all ov，町血e∞皿匂'.This a官邸tsthe 

logic of the Project宜-ameworkto Il1lplement the Activities and also to achieve the Proj配 tPurpose， in which 

liquid nitrogen and企ozensemen 1S a prl町内山site.The lack or shortage of liquid nitrogen and frozen semen 

cr，田tesas町iousconcem due to misrnatch between the demand and servic田.

2) Late disbursement ofむョiningbudget 

Ac∞rding to仕1equ田tionnairesurvey， the delays of disbursement for the tr祖国ngsIl1lpeded the Prc羽田t

Il1lplem田 .tatJ.on.

3) Broad target area 

ThePr， 恥'ro可:oJ田副I悶 rwt凶疋詞d白nne悶悶長お伽b討r也批e凶泊泊g伊sf岱ro叩ma必1立10肝v刊町e町r血βC∞D閣句句乙 Foll泌10羽W件rん白叩 OぱfFAITs旨hasb悶 1done by 

吐也le、v刊凶吊olu叩1江m且lt白泊叩dthe防i廿r∞叩I給e定叩partおsin仕也E喧e位ぜ田悶s叩p民 uωvea即F田 Howe酌~問e町:r，l抗td必口出 notcovera註血，eFAITs'制 iviti田.

2le児島町並 isdifficult for the Proj国句Il1lplementthe activiti田 such田 monitoriugof F AITs activities田 d

management of AI 
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4. Evaluation by Five Criteria 

4.1 Relevance 

ThePr司配tis highly田lev叩 ttothen田 dsofMalawi叩 dof出e阻rgetgroups， and also in line with the polici田 m

Malawi and Japan's official development assistancepolicies. 

。)Consistency with the policy and strategi田 ofMalawi

The Project airns to provide血et田 hni阻 191且白血eand inputs req凶時dto support血eMalawi Govemm叩t's

efforts to develop and increase productiviてyw油m血eliv田t∞ksub-sector， more sp田 ifiαllydairy and beef回tttle

production， by promoting AI s町V1C目的問壮lein order to achieve nationa1 self su伍ciencyin nutritiona1因企na1

protein through local production. 

The Proj田 tIS∞ 田istentwith the Malawi Vision 2020，也elong-t田 ndevelopment plan of the Govemment of 

Malawi， which fi∞山田 onagriculture叩 dfood s白山ity.The Vision 2020 advocates for developing small s田le

ゐiJYproduction by promoting fanner∞ope凶 1V白血din甘uducingimproved animals. Along the same泊le，出e

Malawi Grow也 andDevelopment S凶Itegy例GDS)，吐legovemment's m吋ium-terms凶 tegy，prioritize 

agriculture阻 d五oods国四守田 oneofthe sほ keypriority町田sin MGDS. Also，せleProj田 tis in line with血e

f∞田町田s(e.g. Food s配 urityand Risk management)出 dkey support services (e.g. Technology gene悶tionand

dissemination) of Agric叫tureS田torWide Approach (ASAWp)， Malawi's nationa1 agric叫加国1strategy. 

(ii) Consistency with Japan's aid policy and s凶 tegies

Agriculture and food securiザisgiven a priority also in Japan's田dpolicy for Malawi.官官 Projecthas been 

implemented under tl1ピヲ支出'111Livelihood hnprovement Progr百四ne"of“Japan's ODA (0伍cialDevelopment 

X踏切前:):Roll鼠冨Pl蕊征服lawi{Ji宙事2009)'つneProJ町斑前節岡市預託面twithJ布福宮OITA予o1可

(iii) No配dsof target groups 

τl1e出 isa shortage of govemment 0伍回目toperform AI servic田 inthe field. To fill血eexisting gap，む百iningof 

長追加問 tob配 omeAIt民:hnicianis generally consid町edto be impo民間t.According to the interviews and field 

visits， the 1i田m∞n盆med出atmost fi剖立国国間cognizethe importance and effective目白sof AI servic出血dthe 

demand for AI is very high among them. Fanner AIもechniciansare close to吐lefanners in n田 dofAI s町四回.

Therefore， FAlTs have the adv田ltagesover govemm叩 tAIt吋 mici百 四 泊teIn1Sof availabili句randacc田sibility.

(iv)Proj田td田19I1

羽田Project defined也eproduc臼onof liquid nitrogen and fiuzen semen as a pr'配 undition出at泊sto beおlfilled

outside of the Proj田t.百lep悶 onditionh田 notb悶 1刻印eddue to the breakdown of血eliq叫曲。gen

producing plant. 
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4.2 Effectiveness 

官官T田mconc1uded也ate官邸tiven田sis moderate for the following陀拙ons.

As回nbes回 1from the table below， the Proj田tPurpose has not b田 1achieved and is not likely to be achieved in 

tem1S of indicators by the end ofせ1eProj田t.Although也eProj田tPutpose is not like砂tobe aぬieved， the 

volunt，田陪組d世田ircounterparts have been wor油 19hand-in-hand wi也伽me四回 orderto irnprove四社le

f白血19田 dm国mgeml回 tinc1uding AI and PD on a daily basis.官邸cannotbem田 suredby the PDM indi四tors.

As a JOCV project with a minirnum input in t=  of financial田 dmaterial r，田O町C田，仕1eachievement of the 

Proj叫明白iallythe numb町 ofq田凶edF AITs， is highly evaluated. Conse弓uent1y，the Teanl judge畑仕1e

Proj田 thas been preparing a prerequisite for the achievement of the Project Purpose which is e:幼-emelyvaluable 

forせ1edevelopment of伽主yacti吋ti田 inthecOl田町

Achievement of Project Purpose 

Indicator Achievement as ofMa四 h26，201l

13，200間性leare 17 % achieved 
arti宜cially • 2，281 cattle we田artificiallyinseminated. 
inseminated by 
社司nedFAITsby Number 01 AI per vear 

2011 2007 2008 2009 2010 2011 Total 
Tar口et nla 1，320 2，640 3，960 5，280 13，200 

Achievement 117 732 788 601 43 2，281 
% nla 55 30 15 0.8 17 

Num肱~ofAl perFAIT: M田n67.08，R田geふ684

一2.__6晶立錦nk_m:e__  ザ 3生局JlchitlY.cd
diagnosed • 2，211四仕lewe出 diagnosedpre:郡田1Cy. 
pregnancy by 
trained F AITs by Number 01 PD per year 

2011 2007 2008 2009 2010 2011 Total 
Target n/a 660 1，320 1，980 2，640 6，600 

Achievement 32 554 711 833 81 2，211 
% nla 84 54 42 3.1 34 

Number ofPD per FAIT: M田n36.85，Range 0417 

官1emaJOr constr租ntis the lack or shortage of liquid ni町ogen如 d量uzensemen. This has interrupted the AI 

actlVltl白旧terr四社ent1ythroughout社1eProject period. ln this di伍cultsituation， the Teanl ∞nfimled加 tsevl目ヨi

m回四百 haveb田口拙:ento overcome the problems.百losemeasur田 inc1udeuse of a natural bull s町Vlce血 d

extended企田hsemen. Also， imports of liquid nitrogen and frozen semen from abroad are one of the m田S世田.

For instance， Karonga ADD has been making efforts to import liq凶dnitrogen from abroad in order to continue 

AI servic田 Unfo泊mately， at白etirne of仕1e宣elds町 vey，Karonga ADD was still wai住宅血eirnport企um

Z担nbia
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A∞ording to出equ田tionnair沼田町eyand interview， most respondents国1Swered出atif a constant印 pplyof 

liquid ni柱og<白血dfrozen s田nenwere available， FAITs would pむformAI servic田 b田ause出ey凶veadeq四 te

skills，岡山pm田lt，ffil聞 1sof凶且早ortation(bicyc1e)組 dmotivation. For the rea1ization of也eProject Purpose， AI 

M門Jicesα陪 de/ive即dby trained FAJ'Fs， a regular， reliable and田onomica1so世田 ofliquidni甘ogenis田sentia1.

M勾orfactors bindering the achievement of the Project purp田eare世田白羽tic回pplyof liquid ni凶 g四回d血e

limitedn田nb町 ofAI仕割mng&

Ato凶 of60 F AITs bave b問国inedby the P町田t.However， it should be noted that a∞ording to the FAIT 
dir田 tory，31 FAITs凶venever p町formedan AI s町vicein the fie1d after AI回ining.AIso， there is a huge 

variation in仕lenumb町 ofAIservic田阿FAIT阿国n67， Range 0-684]. Accord時 tothe FAITs 曲目tory，the 

F AITs from Blanty田 areaperformed AI servic田 themost (1，715位E田)羽庖町田s，those量omSa1in国andShire 

Va1leyar，品世田1聞 st(nil and once resp目白vely)羽田variationsamong FAITs叩 dregions should be i町 田tigated

血 d旬kepo田iblem田S世田皿出eremaining period to田町田se也eeffectiven田s.

Number of FAlTs， AI and PD by ADD: 

ADD NoofFAITs NoofAl NoofPD 

Karonga 10 18 267 

Mzuzu 10 196 147 

Salirna 6 46 

Kasnngn 4 25 35 

Lilongwe 7 225 130 

Macbinga 7 101 283 

一一---.Bla時 四 L4 1，7-15 1，303 

Shire Valley 2 。 。
Total ω 2，281 2，211 

(Da阻 加nFAITsdi悶 tory田 ofMar由 2011)

4.3 Efficiency 

E伍ciencyis ass田sedto be mode回te

It should be noted that e伍ciencycannot be measured adeq田 telyb配 a出 e白ep民re司凶siteof血eProjec~ 

provision of liquid nitrogen田ldfrozen semen， has been fulfilled intennittently伽oughout也eProj田 tperiod 

However， the eva1uation res叫臼 showthat， when the prereq'山siteisおlfilled，出emputs仕omboth sid田 are

utilized properly to conduct acti吋ti田 andas a consequence， Ou上put1 bas been mostly achieved如 dOutput2凶s

been p訂tia1lyachieved. Therefore，血eT，田mconc1uded也ate伍ciencyis mode悶tebased on the results stated 

below 

(i) Inputs from Ma1awian side 

According to血einterviews and qu田tionnaire回目"ey，∞unte中国ts，甘amers加 do血cespace bave been assigned 

and provided appropriately. TIle cha1leng田 conceminginputs inc1ude 1) late and insu田cientdisbursements of the 

同知的gbudget血 d2) a lack or shortage of liquid nitrogen and frozen s田nen.
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(u) lnputs from Japan田 eside

All the inputs have t沼田appropriate，inc1uding Japan田eVolunteers and coordinators s田 wel1田 eq凶pments叩d

operational∞sts m t町msof quantity， ql田 hザ皿dtiming. However， at血etime of the eval回世011， e弓凶pment印 ch

田 liquidniωgen flask is not長illyutilized due to lack of liquid nitrogen and frozen semen. A delay of equipment 

provision to some FAITs was 時 ortedbutm郎町田haveb悶 1依田四.bsequ田tly.

(ui) Use of experiences阻 dresourc回世omo出er悶 IS岡田

As mentioned田rlier，experienc田 and間 口 四esa∞田nulatedin血eprev!O田t田弘世田1cooperation as well as吐le

岡 田ingsin Japan have contributed to incre拙 ee伍c1ency.百leProject op田知W1白血血enational AI progranm1e 

and五1ilyu凶iz自由.eeXlS位19r1白 ourc回目c1udingh田nanr，田ourc田

4.4lmpact 

It is c1i節叩1tto judge whether the Ove田11Goal， Produc，白vity01 cattle is inc肥'ased， will be achieved within thr田

to five y伺 rsafter the Project tem1Ination五orthe following r田 sons.

A limited number of AI servic田 aswell as a lack of data on the incli四 to四 mcrease出C叩 certaintyin achieving 

the OveralJ Goal. GeneralJy， the impact of AI in teffi1S of milk production and body weigbt is not apparent until 

after about伽田(3)to four (4h副"5b臨 useit tak田 aboutth悶 to五oury拙"5from∞nceptionto time when a 

heifer s匂rtsproducing milk. This requires continuous monitoring and data coll似 ion.However， the Proj田tc1id 

not田町yout世lemonitoring on the凹，cli四 tors.

From the field s町ve'vム住主開nobserveds町田1heifers which we田 bomfromAI官losehe浪四areobviously 

.bigger than Malawi zebu. One of th町nis producing milk about ten (10) to 121ite四 perday which is mo出血m

the average milk yield ofMalawi zebu 官官impactof AI was observed泊吐lefield level b山 tIS 、erylimit泌 at

血ispoint. Th田，it was not possible for tl1Is evaluation to m田surethe田tentto which吐lechang田 inthe

productivity of四社lehaveac旬a11yocc叩，ed.

R田叫tsお mthe qu田tionnairesurvey inc1i，四te出atthe achievement of the Over百11Goal is pron1Ising. Every 

respondent agreed that AI is an effi田tivemethod to incr田sethe productivity of cattle in Malawi on conc1ition that 

d宙開 ISa ∞，nstant supply ofliquid nitrogen and good ql田 lityfrozen sem叩 lnadc1it旧11， F AITs have ∞ntributed 

to the improvement of dairy ca壮lem田 agementinc1uding heat (0出回s)detection by回 nsferring仕leirknowledge 

印 ds凶 sto other白rmers羽田 effectiven田sof AI depends on technical compet田 ceof F AITs and ab出町yof 

f国mersto detect heat 

------冒 E・一ー一~~-~._-日- --百億.-・_...._...._r__ _~"__'~ ..__・----
Indicator Achievement 

The number of 0邸:pringproduced by AI is incr，田sed. Noda匂

2) Milk production of offspring produced by AI is Noda泊
increased 
Body weigbts of 0色pringproduced by AI are increased Noda泊
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Otherimpa俗世田n仕leProject we問 identifiedas follows: 

1) Positive impacts: 

• F AITs disserninate infonnation and回lSfertheir knowledge and skills to 0血町 fanners也roughm自由19s，

workshops and fann visits 

• FAITs have ∞ntributed to也.em甘oductionand/or promotion of由主yactiviti，白血 someplac田 such出

K訂onga，Sa1加国加dMwanza.

2) Negative impacts: 

• FAITs， AI 0節目目組dJOCV s have been trying to promote AI servic田 byor伊 liz均 meetingsand 

supervisory visits百led = d  for AI servic田 h田 b田 1increasing. On the oth町 hand，when liquid ni甘ogen

and frozen semen is not available， F AITs cannot provide AI servic田.官邸cr，創出 aruisrnatch of d=d  to 

supply 

• Many ofthe F AITs cannot r，品pondto a requ田tfrom fanlers b田a田eof the lack of音oz四 semenand liquid 

!Utrog'叩Thisres叫tsin也strustofF AIT in some cas国

4.5 Sustainability 

Sus同inabilityis positive in tenns of the. capacity of∞叫宙開tsand FAITs ql田li自由dbytheP町田t.A1回，

白田ncials田岡田ab血tyis relati官lypositive泊 tennsof AI and PD甘刻ningsthat have been conducted by the 

Proj田tbut has challeng田 intenns of AI servic田.百lecl羽llen呂田 tos国防inabilityofぬeProject include 

availability ofliquid ni甘ogenand frozen s白百四， and血祖悶a1叩dh山田且悶叩氏自瓜NAIC∞ncemingfr，但印

画面丙混同Jーひ延町高岡五日ザ石市石岡両日nf反示雨前ifadeql田 tem，田suresare蜘 nto加 e

cha1lenges 

(りInstitutionaland 0沼田国ationa1asp田 t

. A1though a cl田rpolicyors回 tegyas to fanner AI techniCiarlS aft町出eProj田 tp世iodis not confinned， the 

policyand strategy conceming liv，回tocksubs也 loris likely 10 be sustained. A∞ording 10血einterview，出e

national AI progrヨmmeis acknowledged and will be s田旬ined.

・羽田町0)田tis embedded in the existing AI sぽviceoperation of NAIC， DAl江D，ADD， and DAO百le

Proj田1Activit悶 ared田igned叩 dimplem叩 tedwi白血血eroutineAI問latedt田ks.百lereare one national 

and出reeregiona1 AI coordinators in出eCOU11匂whosupervise AI acti吋ties.Howev'町;the number is not 

enough to cov，町a1lthe FAITs' acti曲目A1so也問問 oth町 govemmentofficia1s to sup町viseFAITs but 

notall of血emreceived AI凶 mmg.

(u) Financia1 asp田 t

• C口stof AI and PD training was mostly fimded by the Ma1awian side including the transportation fee from 

Milk Bulking Groups or Dairy Groups，出自志向目白e白llmcia1sustainability of training is proruising if the 

Government ofMa1awi's∞mruitrnenl 10 the AI progr百四日econtinu田.

. The budget ofNAIC is not su箇.cJent10山 1the AI progr官官neadeq聞記ly.The suspension ofliquid nitrogen 

and frozen semen .continues almost one y出:The production ofliquid nitrogl白land企ozensemen is essentia1 

to出eAI prognnnme. 
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(田)Technica1 asp田t

・ 官官count町partsof血eProj田tare伺凶ppedwithg∞d田paclザtoperforrn AI servic田.Asぬr出血.epr，田町t

supports from the Govemment ofMa1awi∞n凶 ued，the outcome of the AI and PD回泊ingby血.eProj田t

would be maintained目 Accordingto the interview wi也thevolun岡田， counte中紅白'四pacity∞ncemmg

d巴Iivering1田岡田 h出 b悶 1improving. Also，世leybave adequate skills and expertise in AI and PD. Tbe 

management of trョiningcourse (prepara丘.on，time management etc.) should beおrther凶proved

• Basica1ly， FAITs ql田凶edby也eProj倒 bavee江10Ughknowledge and skills to pぽforrnAI血 dPDservic田.

fIowever，refCesh町 ∞ 旧seand regular supervision are needed to support世田町

・ Tbe NAIC staff bave adeql回 tecapacity阻 dexperi即 国S凶producingfrozen semen and extended企田h

semen. fIowever， the numb町 ofstaff is同 o(2)血 dit is not enoughωs田凶nthe nationwide AI 

programme 
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5. Conclusions 

Output 1， Fanner AI technicians (四lTs)are向 ined， has b悶 1mostly achieved. Average achievement rate for the 

Indicators 1-1， 1-2，叩d1-3 is 63% at血.emom田t，which is satisfactory. Indi回lors14 and 1-5 are verified 

positively wher出 cl田rachievement level of血eindicators has not been set 

印刷I2， the system of AI services is strengthened， has been p制aIlyachieved. 11us Output 2 is arnbitious 

consid即時血.efact也aton1y the vollll1teer coordinator and his ∞lll1t町 artsworked白血is町 田 百oughit is 

difficult to m田田rethe degree of achiev，印刷sincethe A1 service system cannot be ad問uatelyeva1uated by the 

indicators in the PDM， five (5) out of eight (8) indicators have been ∞，nsidered to be achieved or positive 

according to the indicators on Output 2. 

D田:plte也eachievement at the ouゆutlevel， however，仕leProj田tPurpose， AI servio目。肥 deli開閉iby trained 

FAlTs， has not b悶 1achieved and is not likely to be achieved in terms of indicato目 bythe end of the Prc耳目t.

A∞urding to也etwo (2) indicators set for the Proj民 tPurpose， achievement rat田 are17% and 34% r，国p田町ely

as of March 2011. Having a look atせlesituation in 2008， when liquid ni甘ugenand frozen semen were available， 

世leachievements of A1 and PD w町esatis白.ctory，55%加 d84% resp田 tively.羽詰sfact shows the achievement 

level of the Prc羽田tP田posehas been disturbed due to血.ebr，四kdownof the liq凶dni甘0呂田pl田t.Th出， ifthe 

supply of liquid凶 凶gen血 dfrozen semen had been su伍Clent，血.eachievement ofProject Purpose would have 

been attained. In additio九回avollll1teer prc羽田t，it is highly eva1uated伽 I出evollll1teers and their COlll1te中町ts

haveb悶 1workingh出ld-in.悶h血ldon the grolll1d wi也白rmersin order to加prove聞社lefeωingand management 

inc1uding A1 and PD on a daily basis 

虫leJllOsLsuccessfuLa.chie'l(油田ls_oLthe..ActhtitiesJnc1udιthι回 ning-OLfarmers-in-T..LandJ>D-iルtem:JS-of'.

q田lityandq'田ntityand the∞n凶回国国sistanceto FAITs and fi町四回m回世lemanagement in the field 

Below are the points of血eeva1田tlonr田叫匂.

5.1τhes匂gnationof AI programme due to break-down of Liquid Nitrogen Producing Plant 

The five-year project of唱 leF，印n町ArtificialInsemination TeclmicianσMηFoster Projecf' will be 

completed in November 2011 since it st紅tedin November 2006.古田 13JOCV membe目 inthe past and宣ve(5)

members at pr'田町tinc1uding a .coordinator have participated in出isProj田t.They have b白川.ctivelyworking in; 

1) Karonga ADD， 2) SalInla DAO， 3) Zomba DAO， 4) Mwanza DAO and 5) Mikolongwe farm of D必江D，

抽 出 dairydeveloped and developing distri.c脂 inMalawi. Although the切 iningprograrnme has b悶

irnplemented behind the schedule， lll1til now 60ぬrme回 haveb田uq回 lifiedas A1 t田凶Cl叫 叩dthey have 

S刷 edA1 activiti田 mresp田tiveplac田 However，吐leおzensemen production has b田ndeclined due to frequent 

brea1cdown of岡山dnitrogen plant since October 2008 wl叫.ethe provision of liquid nitrogen being pre-<Xlndition 

fortheProj配t.In出ismanner，企ozensemen production and dis凶butionto A1 t，目:hnicianshave been ex仕emely

irnpeded. 
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5.2 Measures taken by the Government of Malawi and s旬keholdersto cope with the 

suspension of producing frozen semen 

百legov町 llllentand da巧rcoop明白V田 aswellasm立kb叫kinggroups. to avoid the above mentioned stalemate， 

haveb田n包凶呂田veralm田sures田 follows;1) DAI江Dnegotiat，田repairand purchasing of the liq田dni仕ogen

plant， 2) Sbire Highlands Milk Produc邸Association(鋭部ilPA)血 dC四回 RegionMilk Producers 

Association (CREMPA) maintain Al programme by setting up a mini-liquid ni仕ogenplant， 3) Shifting to 

extended sem四 productionat NAlC， 4) A big s回 1e白勾rfarm r田 ortsto na加ralb問d泊g，5) FIDP (Farmer 

Income Diversification Programme)血 dSSLPP (Small S四1eLiv，田tockPromotion Progranl) provided Holstein 

b叫1sfor stall-br，田rlingsyst田1， 6) Karonga ADD tried to import liquid ni位。gen仕omZ副 bia， 7)官官 FICA

Progr百四国 ofS甘'en酔 eningof the D討ryS田 torfor Small Hold町 Farm田 in批 C四回1and Northem Region 

ofMalawis国 ngthensd血巧f出 S∞iationsand 8) FAIT in Mw田辺ad討巧r!抑 upstarted using extended 世田hsemen.

However，吐ledeficiency of semen production has a negative effi世立particularlyon small holder dairy farms. 

5.3Va巾 ussupporting programmes including FAlT for dairy development programme 

V町10田 progr宮路耳目 relatedwi註1必勾rdevelopm回世間st部長ullows;1) SSLPP， 2) FIDP， 3) S甘'en瞬間ngthe

Dairy S配 torfor Small Holder Farm田 inthe Central田 dNorthem Region of Malawi Progr百fl， FICA， 4) 

SupporttoA斜印I岡田1Extension Training Progr百九FICAand5)世田FAITProj配t.TheProj田thasconceI抑制

on fi田merAl阻dpre伊直lCydiagrlOsis tra加ingprogramme collaboration with DAI王LD，which is highly 

evaluated官官collabor沼.tionamong those programm田 mayhave more effi田 ton dairy development as well as Al 

programme in Malawi 

5.4 Lessons leant from the history of AI programme in Malawi 

τne s同gnat旧nof Al programme due to a deficiency of liquid nitrog回出血es田 ondtime since世les阿武 ofAl

programme with the Danish Intemational Development AgencyのANIDA)in 1984. Fi四toneo∞urredin 1997 

when血eliquid凶柱。genplant wore out after 13 y四国 ofuseand也istime after ten (10) y'回路 ofoperation since 

2001. However， it took about伽 oy'目指ωm凶 producingliquid nitrogen after the first br田kdown∞curred

And this伽ne，it has b開 nalmost a y'田rsin出血ebreak泊own加 May2010. From the past less四1， it has proved 

出atwithout fr，口zensemen Al progr百nme白血otbe implemented sm∞出ly肌 dthe continuation of liquid 

nitrogen provision is a must for Al programme and d剖巧rdevelopment which ha四 b聞 1supported by many 

intema乱onal0朝国zationsstated above. Frozen semen production is a ∞回partfor Al and伽勾rdevelo戸nent

pro伊TIlllle.However， t田知世間担yand budgeぬry，吐lest釦也rdofs田nenproduction is not sufficient; 1) a budget 

ofmaking企ozensemen is t∞注nitedぬ∞V町出eゐ勾rdevelopment and p紅ticul紅lydairy developing ar田s

such田 Karonga，Salinla加 dMw印乳 2)t田凶田1s匂fffora m地 19量ozens間四回目uy同 Oο) persons. In 
considerati口nof those bott1en田ks，せle∞紅白1田 ti，口nof making frozen semen in the fu白血 alsowill be unstable 

Collaborョtion田nongdep紅白1叩胞 for邸 ample，D必江D and出eDepartment of Land Rβsourc白血d

Cons町 vat旧nmay be a riglit dir田 tion

5.5 Activities and future plan for JOCV 

About 230 farmer Al techniciar百haveb田n加工ned.Among of which， 60 have b悶 1白羽ned田 dqualified in出e

Proj配t.It is highly evaluated. Althougli it is an urぜo武田latethat 111<住 activiti田町eimpeded by a deficiency of 

semen supply，出eJOCV member百 withDAHLD made an Al manual inclurling feed血 dm細野m叩t.111e 

FAIT Proj田 twill end in November， but a pregnancy diagnos田 conrsewill be conducted田 plannedun凶

November 2011， and volunt田 rson Al， feeding and management may be continuously recruited after吐leProject 

19 



6. Recommendations 

Recomrnendations fromせ1eT，町minalEvaluation are listed below: 

6.1 Recommendation to the Project 

1) Systematize dis凶butionof extended企eshsemehasaHaltmaIlvewayzbr∞nd岡崎AI:

Since frozen semen can be conserved for a long time阻 dbe柱官官:portedto long distance without el民 tricityas鼠r

出 liquidni甘ogenis not dried up， using frozen semen for AI is relevant to promote AI in Malawi. However， under 

this condition加 tliquid nitl"Ogen is not suppliedヲ dis柱ibutionof extended fresh s自立四国analtemative way until 

也e∞nst叩 tprovision ofお zensemen is inevitable to sustain AI system白岡lblished出rough血eProject. It will 

also con帥 uteto k田pmotiva出gfostered F AITs. Some JOCV s血 dFAITs around NAIC have 油田dys刷 ed

conducting AI with extended fresh semen， the Prc耳目t田 P句U田tedto∞nsid町田dsystematize e:刈ended世田h

semendis仕ibutionup to FAITs in effective田1defficient mannぽ.

2) Cont旧ueto∞nduct切 ining∞urse:

百lOUghbo仕1AI釦 dPD凶 iningsare supposedωbe conducted eight (8) times凶 d町也eProj民 t，血e回凶ngs

have been conducted six (6) and five (5) tim田 resp田 tively叩 far.In the remaining Pr，吋田tperiod， PD加iningis 

scheduled once in April 2011. As to AI国 ining，it should be ∞nducted only a丑er血eliquid nitl"Ogen producing 

plant is restored and liq山dnitrogen加 d企ozensemenb即日1eavailable to FAITs in the field. Fur也ermore，smce 

the relevance on the trainings is still high， it is exp田 tedせ1eboth回inings町econducted re伊l紅ly町田必町出e

Prc羽田tperiod

3) PublishAIm回 国1authorized by DAl江D・

JOCVs dispatchedおrthe Prc羽田t町ecurrently editing AI manual und町 theActi羽守ト5.It is important to not 

岡 戸 面 持 苅百四踊l万百五i野郡日iS節目百五而"sl福岡市節目E百五道碍証宙返両面扇面耐.

4) Follow up ofFAITs: Situation印 rvey

AIthough the Project has developed the FAIT 住民tory，the田 isa r即 dto∞nduct a situation survey on all the 

FAITs in the country including those who w間協inedby other organizations in order to improve血enationa1 AI 

progr加盟国部 awhole. Such a survey has nev，町 b田 nconducted so f，町'.The s町veyis to coll田 tdata and 

information on their current situation whether they are active or not for the purpose of follow up ofF AITs 

6.2 Recommendation to DAHLD 

1) F帥 ers廿叩排血四pacityofNAIC to deliver nation【wideAI servic自白

NAIC is no doubt a key organization to promote AI services in Malawi. However， as mentioned田 rlier，

allocation of budget and personnel to NAIC is ra出erlimited to cover AI servic由加 theentire country. It is 

observed出atstrengthening田 paロザ ofNAIC further in tenns of budge~ skill and personnel w出 con凶bute

towards sustainable development of AI services inせ1e∞m匂1.
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2) Consid町 eveηrpo田ibilityto pr田町eliq凶dni凶 g血 immediately:

As吐lePre-conditions of the Proj田t，without production of liquid ni甘ogenand frozen sem田 byDAl江D，也e

Proj田tp国posewould never been achieved. Even血oughextended fresh semen is currently used in a part of the 

∞田匂出血altemativeway to froz田 semenuntil the liq凶dni甘ogenplant is fixed， it is s出 advisedto∞ n凶 ue

making effort for s明治1吾liquidni柱。genin any ways， supp臼singthat五xing血ebroken岡山dnitrogen plant tak田

severョly'田 rsin the worst scenario. 

3) Provide a certi古田teof甘羽ningto FAITs 

D 四rdshave been provided 10 FAITs貴闘the Project. However， a甘ammgce凶宣回tehas not is田 edto FAIT. 

TheT，田mr，民ommendDA服1)toi田uea出血gc創 出 回ItetoFAITs社説nedby血eProject

6.3 Recommendation to MoAFS 

• Coordinate the Departments under the Ministry for immediate procurement of liquid四国gen:

Provision of liquid nitrogen is crucial for也eachievement of吐leProj側四pose.AlせlOughDAl江Dis回pposed

to be r四 ponsiblefor prep担割ionof liquid ni甘ogenfor血eProj田 t，“cross-dep町加lent"effort is n回目saryto 

PD田 ureliquid ni甘'Ogene筋ci回 tlyandcons回 tly.As血eDep:町1m叩tofLandR，田ourc田 andConservation of the 

Ministry has s同rtedpr叩直由nentpr'回目sof liquid凶凶genpl田ltunder FIDP， cooDdination between the two 

dep町加entsby the Minis匂 Isexp田 tedto install the new liquid ni仕'Ogenplant immediately. 

6.4 Recommendation to ADDs and DAOs 

• Discuss efficient distribution system of extended fresh semen with DAHLD: 

In colliunction with the fi脂tR田ommendationto the Proj田t，出oughdis仕ib山tionsystem of宣uzensemen was 

町troducedunder the Proj田L血esyste四 do田 n口t五mctionund町 thec四Tentcondition也前出eliquid nitrogen 

plant is out of order. In也elll田且tIn1e，each ADD叩 dDAO is advised to disc田 swithDAl江Dhowto dis凶bute

extended f出:hsemen from NAIC to AI si!田 inthe country. 

6.5 Recommendation to JICA 

• Prioritize dispatch of JOCV s to the Proj∞t: 

ThePrc羽田tperiod ends in Novemb町 2011.However， since JOCVs on AI and dairy cattle management are still 

needed in Malawi， ncA's effort to send JOCVs加せ1Isfield to Malawi for following up血eProj岡田unport叩 t
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7. Lessons Leamt 

百lemaj'Or less'Ons leamt fr'Om the impl回nentati'On'Of the Proj副 inc1ude:

7.1 Revision ofthe project Design 

Preトconditi'Ons町e∞nditi'Ons白atmust be met 'On impl田nentati'On'Of a proj配t.Once thep田町c'Onditi'Onsaてen'Ot 

fulfilled， the pr，吋∞twilll'Ogi田町田V町 achieveits purp'Ose. With regard t'O也isProj叫a1l吐le阿世田 concemed

haveb回 1well-aware 'Of the situati'On in which企'Ozensemen is n'Ot produced due t'O the malfuncti'On 'Of the liquid 

ni!r'Ogen plant. Th'Ough吐leProj田 Idecided t'O make an eff'Ort t'O fix the pl削， inst回 d'Ofs田畑gpossibility 'Of 

purchasing a new 'One， it was difficult at也at出 国 t'Ot配加世田llya盟国swheth町甘lebroken plant w'Ould be 

cert犯uyrepaired 'Or n'Ot.τb.us，出eProj田 t泊sbe田1甘がngt'O repair it s'O far since the problem happened t'O the 

pl田t.If the inlmediate t田 hnica1ass田 sment'On the plant had b悶 1made， acti'Ons t'O review the Project d田 19nm

acc'Ordance with the situati'On w'Ould have been匂ken.Al血'OUghSCIU位制ng仕lePre-conditi'Ons was certairuy 

critica1 bef'O出血ecommencement 'Of the Proj田 t，it sh'O叫dbe n'Oted白atPDM is revisable and m珂ly五C，o;s

pr'Oj配信即。di令市PDMsm'Ore than a few白百回

7.2 ProjectAdministration 

JCC and PSC t'O review and m'Onit'Or the progr田 s'Ofthe Proj田 Iactivity w町e'Officially agreed t'O be set up in the 

MIM signed in 2006. H'Owever， pers'Onnel w'Or恰19'On daily a企凶1lI抑制'Onrelated t'O血eProject such as da泊

∞H∞ti'On， setting up m岡田gsand arranging回 iningswas n'Ot c1田rlymenti'Oned in the MIM. Und町 theProject， 

a1th'Ough 吐leProj田 1M朋 ager，a 自己:wstaff 'Of NAlC and JICA V'Ol叩 t田 rC'O'Ordinat'Ors have shared such 

adrninistrヨti'Onw'Ork， c1ear teilllS 'Of reference 'On the Proj田 tadrninis回ti'Onwas cIUcia1 f'Or sm∞th 

implemen旬ti'On'Of the Proj田t.

END 
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ANNEX2 

Schedule of the Terminal Evaluation Study 

N。¥自ate 人 日 Tヘ1m. ♂ Pla…cハe… ヘ 戸~人正~v~aMlusa.tYioAnMAAnDaAlysIS-)バ )♂ MLr.eSaAdieTr O lpEPdvlaalnuAnaSiun附og n 

1 17/03/11 THU Departure lrom Japan 

12:20 Arrival in Lilongwe(SA 170) 

2 18/03/11 FRI 14:00 Lilongwe Meeting with RR，stall in JICA 

15:00 Meeting with Deputy Director in DAHLD 

3 19/03/11 SAT Lilongwe Data analysis 

4 20103/11 SUN 
08:00 

Karonga 
Lilongwe-Karonga with Mr.Hata 

17:00 Interview則的 Mr.Hata(JOCV) 

5 21/03/11 相10N
09:00 Karonga 

iCくaPr)onga(lnte刊iewwith DADO， FAITs， JOCV， 

18:30 Mzimba Meeting with MS.Sakatani 

07:30 Interview刷 thMs.Yasutaka 

08:30 Interview with the DC and DPD 

09:00 Interview則的 theDAC，DSWO，DAC desk Officer 

6 22/03/11 TUE 10:00 Mzimba Interview則的 theDHO 

10:30 (inJtOeCrvVie} w WIth PHC Coordinator，Ms omori 

13:30 
Interview with Mr. Hayashi (JOCV) and CBO 
Representatives 

07:30 Interview with DAHLD 

09:00 Interview with FIDP Officer 

7 23/03/11 WED 14:00 Lilongwe Interview with MMPA(Central Region) 

16:00 Interview with FICA 

18:30 Interview with Mr. Kono (SV) 

07:00 
Zomba 

Lilongwe -Zomba 

B 24/03/11 THU 10:00 Zomba (Interview with FAITs， Sta計)

14:30 Mikolongwe Interview with Mr. Mboma (Acting PM) in NAIC 

07:30 Blantyre -Mwanza 

9 25/03/11 FRI 09:00 
Mwanza トMeeting-with-OA00;-J0eV-{Ms:-Numak訓 la);

CP， FAITs 

17:00 Lilongwe Interview with Mr. Chimwenje (PM) in Lilongwe 

10 26/03/11 SAT Lilongwe Writing report 

11 27/03/11 SUN Lilongwe Writing report 

08:30 Lilongwe -Salima 
12 28/03/11 MON 

09:30 
Salima Inte同iewwith DADO， JOCV (Mr. Ogaki)， CP， 

FAITs 

12:20 Writing repo吋 Arrival in Lilongwe(SA 170) 

13 29/03/11 TUE 14:00 Lilongwe Meeting with RR， staff in JICA 

15:00 Meeting in JICA office 

07:30 
Lilongwe 

Cou吋esycall (Ministry) 

14 30/03/11 WED 
09:00 Cou吋esycall (EOJ) 

10:00 Salima Interview with Farmers in Salima 

11:00 Blantyre Interview with 011氾erin Sable farm 

15 31/03/11 THU 
09:00 Mikolongwe Interview with Acting PM， Staff and JOCV (Mr. Sato) in NAIC 

14:00 Blantyre Interview with Shire Highland Milk Producers Association (SHIMPA) 

16 01/04/11 FRI 
08:00 Mwanza Interview with JOCV (Ms. Numakawa ) and Farmers 

15:00 Lilongwe Meeting with Controller 01 Agriculture Investment Programmes and Director 01 DAHLD 

17 02/04/11 SAT 08:30 Lilongwe Drafting Minutes 

18 03/04/11 SUN 08:30 Lilongwe Drafting Minutes， Meeting with JOCVs 

08:00 Meeting in JICA ollice 

19 04/04/11 MON 14:00 Lilongwe JCC， Signings 01 Minutes with MoAFS 

17:00 Report to JICA Mala、叫

20 05/04/11 TUE 13:00 Lilongwe Depaパurefrom Lilongwe (SA 171) 

21 06/04/11 WED Arrival in Japan 



ANNEX3 

List of Malawian Counterparts (as of March 2011) 

No Name Titl鳥Organization

Mr. W. G. Lipita 
Proj田tDir田 tor

Director， Dep紅白1entof Animal Health and livestock Development 

2 Mr. T. L. Chimbaza DeputyD回目tor，Department of Animal Health and livest∞k Development 

Proj回 tM血国ger

3 Mr.A.E αnmwenJe 
National AI Coordinator， National Art泊cialirlsemination Cen悦，

Mikolongwe Farm， Department of Animal H田l並1and livestock 

Deve10pm庄1t

Ac也19Proj目立Manager

4 M工I.Mboma
Actiug National AI Coordinator， National Artificial irlsemination Cen町e

Mikolongwe F血 n，Dep紅白1entof Animal H曲lth血 dlivest口ck

Development 

5 Ms. A. M. Banda 
National Artificial irlsemIIlation C聞社e，Mikolongwe Farm， Depar伽1entof

A瓜malH田 l也andLivestock Development 

6 Mr.Msopa AI Coordinator， Karonga Agricultural Developm四 tDivision

7 h在r.Malata AI Coordinator， Salima Agricultural Development Division 

8 Mr. J. B.l¥仕組dawire AI Coordinator， Salin国 DistrictAgricul加reOffice 

9 Ms. Taurai Mambya Ac加19AI Coordinator， Zomba Dis回ctAgric叫 旬 毘Office

10 凶LLJllJanga ふLC∞工dinaωLMwanwDistrictAgricultureD盛田

11 Mr. Kajyaulesi K児田町田O Farm Manager， Mikolongwe Farm 



ANNEX4 

List of Equipment and Facilities (Malawian Side) 

List of equipment: 

Item Quantity UnitPrice Place of Installation 

TrainingA国ma1s 17 b依 35，000.00 Thuchila Fann 

Dairy cattle frozen semen 22，487 MK300.00 Mikolongwe Liv，白tockfi白百1

Liq凹 dnitrogen 29，491kg MIζ0.00 h但kolongweLivestock fann 

AI四即日出 (AIsh阻止Pl田tic
100 p悶 esx IObox h居丈31，500 Mikolongwe Livestock fann 

glove) 

Bicycles for FAITs 50 MIζ20，000 FAITs， JOCV Dormitory 

List of equipment and facilities: 

Facilities Place 

Dep紅白lentof Anima1 H田 lthand Livestock (D必江，0) Lilongwe， Cen甘a1Region

Mikolongwe LivesぬckF.町立1 Cl田宮むulu，Southem Region 

ThuchilaF.町mInぬ旬te M叫ange，Southem Region 

Nationa1 Resource College Lilongwe， C白1凶 1Region 

Offi田 spa田 sand accommodation for vol印式回路 I匂ronga， Sa1ima， Zomba， Mwanza 

Trainingぬciliti出血dAccommodation τ1mcl叫aFann Institute， Southem Region 
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ANNEX6 

List of Equipment (Japanese Side) 

Pri担 Y日ヨrof PI制。f
No. Equipm朗 t Quant 

Un世間出 To凶 P回V恰ion l問包lIation

S陪 3，200.00 200512006 
Mikolongv昭

Fa庁n

2 5ゃanderforぬ rvix 3 6，切0.00 19，500.00 2007 

3 Liquid N註ugenRefiiger百ItorTank 24 135，401.45 3，249，634.80 2α07 

4 A同日αalinsemination gun 29 2，789.45 80，894.05 2α07 

5 Ori喝 29 1，159.45 33，624.05 2007 National 

6 sciぉ0陪 forsemen鈎百W 24 4，290.00 102，960.00 2007 
内部CiaI

Insemination 

7 Bicyde 22 10，5∞.00 231，000.00 2α07 C町民In

8 Liquid N肱DgenRefiig悶 ItorTank 24 134，707.00 3，232，968.0。 2008 
Mikolo喝 明

Farm 

9 A揃α自1insemination gun 24 2，095.00 50，280.00 2008 FAlTs 

10 Oring 24 465 11，160.00 2008 

11 5ゃanderfor偲 rvix 3 10，例8.00 32，544.00 2008 

12 Scisso陪 for，沼町巴ns回w 24 5，424.00 130，176.00 2008 

JOCIi一一一一
13 Bicyde 12 14，800.00 177，600.00 2∞B Doonnory， 

FAlTs 

14 Scisso陪 forsemens岡山 20 6，081.00 121，620.00 2009 

15 Oring 20 600 12，α00αo 2∞9 

16 Liquid N耐司号nRefiigerator Tank 20 155，711.66 3，114，233.20 2α09 
National 

角稲僧i

17 A同fidalinsemination gun 20 2，678.αo 53，560.00 2α09 i市西nination

Cen!rein 
18 Plastic Canister 30 9，450.00 283，500.00 2α09 

Mikolo崎明

19 D出くeFur 30 33，266.70 998，001.00 2009 F田町，

FAlTs 
20 UquidN肱ugenRe旬開torTank 6 409，918.00 2，459，508.00 2009 

21 
T悶i吋ngEqui阿nent(S也tionary，

20 796，020.00 2010 
Therrnometer etc.) 

To包I(M向 15，193，983.10 
L 一…
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添付資料５－１ 

 

ムジンバ県南部エイズ対策グループ派遣概要 

 

１．経緯 

2005 年 6 月 17 年度 1 次隊にて 3 名のエイズ対策ボランティアがムジンバ県の 3CBO に赴任 

2006 年 2 月 フィールド調整員(飯野徳太郎)赴任 

2007 年 6 月 19 年度 1 次隊にて後任のボランティア(中村、西田、田中)がグループ派遣とし

て赴任、 

県エイズ対策委員会の所属とし、3 地域(エンフェニ、ルエレジ、エンバングエ

ニ)にて、前任エイズ対策ボランティアの活動を継続しつつ、広域の CBO を支援 

2007 年 7 月 各地域にて CBO ネットワークを立ち上げ、グループ派遣としての活動を開始 

2008 年 4 月 19 年度 4 次隊にてチャンピラにエイズ対策ボランティア(小川)が赴任、4 地域体

制に 

2008 年 9 月 ボランティアとフィールド調整員がボランティアプロジェクトとしての PDM 案

を作成。 

ボランティアは地域の CBO をネットワーク化し、月例で定例ネットワークミーテ

ィングを開催し、CBO の活動の活性化、組織マネジメント能力の強化を支援 

2009 年 2 月 JICA 及び DACC からのコメントを得て PDM を 終化 

同文書にはムジンバ県知事およびエイズコーディネータが署名したが、JICA 署

名せず、MOU としては締結していないが、合意した PDM としてこの時点より発効。 

フィールド調整員交代(安高由香利) 

2009 年 6 月 県 DACC と共に毎月レビューミーティングを開催することに。 

19 年度 1 次隊 3 名離任 

2009 年 8 月 ムジンバ県議会にてボランティアプロジェクト進捗報告 

2009 年 9 月 グループ派遣 2 代目ボランティア(21 年度 2 次隊：笠原、林)がエンバングエニ、

ルエレジに赴任 

2009 年 12 月 PDM レビュー実施、改定案作成 

2010 年 1 月 グループ派遣 2 代目ボランティア(21 年度 3 次隊：上田)、エンフェニに赴任 

2010 年 3 月 PDM 改定、ムジンバ県へボランティアプロジェクト進捗報告 

19 年度 4 次隊離任、21 年度 4 次隊(藤原)がチャンピラに赴任 

2010 年 4 月 大統領府エイズ及び栄養問題担当官がプロジェクト視察 

2010 年 7 月 マビリ地区からのボランティア要請を提出 

2010 年 9 月 月例県ミーティングを四半期ミーティングに変更 

2010 年 11 月 ボランティアプロジェクトコンセプト及び進捗報告 

2011 年 1 月 PCM ワークショップ開催、PDM レビュー実施 

2011 年 3 月 PDM 改定 

2011 年 6 月 マビリ地区ボランティア赴任予定(23 年度 1 次隊) 

 



 

 
 

２．派遣計画 

当初 4 名体制にて 2013 年 6 月までの 3 隊次を想定して PDM が作成された。 

2011 年 3 月の PDM レビューで 2014 年 6 月までを想定した PDM 改定を実施、2011 年 6 月から 5

名体制となる。 

グループ派遣としては、特に期限を設けず、ニーズに応じて派遣を継続する。 

 

３．関係者リスト 

 1 代目 2 代目 3 代目 

フィールド調整員 飯野 徳太郎 

2006.2-2009.2 

安高 由香利 

2009.2-2011.8 

募集中 

エンフェニ 西田 徹也 

19 年度 1 次隊 

上田 慧吾 

21 年度 3 次隊 

23 年度 3 次隊 

ルエレジ 田中 加奈子 

19 年度 1 次隊 

林 康次郎 

21 年度 2 次隊 

23 年度 2 次隊 

エンバングエニ 中村 雄弥 

19 年度 1 次隊 

笠原 清未 

21 年度 2 次隊 

23 年度 3 次隊 

チャンピラ 小川 大泉 

19 年度 4 次隊 

藤原 久美 

21 年度 4 次隊 

募集中 

マビリ 23 年度 1 次隊   

 



 

 
 

添付資料５－２ 

 

ムジンバ県南部保健グループ派遣概要 

 

１．経緯 

マラウイ国では、医療系ボランティアとして、看護士、助産士、保健師、薬剤師、栄養士等

の職種のボランティアが派遣されてきた。ボランティアは、個々の病院からの要請に沿って、

県病院、地域病院、ヘルスセンターに配属され、日常の診療活動の支援を行いつつ、患者、介

護者、地域住民への健康教育や保健システムの改善に向けた提案等を行ってきた。 

18 年度 2 次隊の山本容子隊員は、ムジンバ県のヘルスセンターに看護士として赴任し、コミ

ュニティヘルスの 前線を担う HSA (Health Surveillance Assistant)と共に、地域住民に対

する保健サービスの向上を目指した活動を行う中で、HSA の活動と能力を調査した。また、同

隊次同職種の片岡えりか隊員も、北部カロンガ県の地域病院に派遣され、診療活動を支援する

傍ら、HSA と共に地域における保健活動を行った。地域医療を取り巻く問題には、国の保健シ

ステムや、個人のモラルによるものなど、ボランティアの支援では解決できない課題が多く、

個別に地域に派遣されたボランティアはそれぞれに問題に直面して悩んだ。そして、これらの

隊員より、グループ派遣として、一定の地域に集中的に隊員を派遣し、ある程度活動の枠組み

を作って JICA、受入先、ボランティアの共通理解の下で活動を行うほうが、より効果的な協力

活動になるのではないかと提案された。 

当時のフィールド調整員、事務所職員、次長らが、関連隊員及び専門家の意見も踏まえて検

討し、保健グループ派遣の形成を一つの職務として、2 代目のフィールド調整員の要請が出さ

れた。 

以後、ボランティアプロジェクト形成を目的とし、以下の活動が行われた。 

 

2009 年 3 月 ムジンバ県病院長、保健衛生局長らと、地域保健サービス強化のためのボランテ

ィアの派遣について検討、まずは地域におけるニーズの調査、グループ派遣とし

ての活動の枠組みを検討するための短期ボランティアの派遣を要請  

2009 年 8 月 短期看護士(大森淳子)が、ムジンバ県病院に赴任 

2009 年 12 月 短期隊員の調査結果をもとに、ムジンバ県の 3 地域を対象とし、各地域のヘルス

センター及び県病院に公衆衛生隊員を派遣し、地域保健サービスの質の向上を目

的とした HSA の能力強化を行うこととした。22 年度春募集にてボランティアを

要請すると共に、長期隊員の赴任までのギャップを埋め、活動の枠組みを策定す

る目的で、同時に短期隊員を要請した。 

2010 年 5 月 短期隊員 2 名(大森淳子、尾崎里恵)赴任。 

2010 年 10 月 短期隊員 1 名(錦戸香)赴任。 

2010 年 11 月 県病院職員、ヘルスセンターHSA らと共に PCM ワークショップ開催、現状分析を

経て PDM のアウトラインを作成。(添付参照) 

2011 年 1 月 JICA、ワークショップ参加者のレビューを経て、PDM 終化 

 



 

 
 

２．プロジェクト計画 

PDM 策定の際に、指標の評価点として、2016 年 12 月までの 6 年間(ボランティア 3 サイクル)

とした。しかし、グループ派遣としては、特に期間を限定せず、想定した目的を達成するまで

継続した派遣を行う。 

現時点で、PDM は JICA 関係者及びワークショップ参加者のレビューを終了し、ほぼ 終化され

た状態となっている。また、現場レベルでは、すでにこの PDM に沿った活動が開始されている。 

しかし、短期隊員の離任のあと、長期隊員の赴任までに期間があることから、PDM の合意(病院

及び JICA 間)の時期、プロジェクト開始時期については、別途検討し、 終決定する予定であ

る。PDM は、病院と JICA で合意したあと、保健省への提出を予定している。 

 

３．隊員派遣計画 

対象地域 初代短期 1 代目 

ムジンバ県病院 大森 淳子 

(2009.8-2010.2, 2010.5-2011.5) 

23 年度 1 次隊 

ルエレジ 尾崎 里恵 

(2010.5-2011.1) 

23 年度 2 次隊 

エディンゲニ 錦戸 香 

(2010.9-2011.2) 

23 年度 2 次隊 

ジェンダ － 募集中 
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